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			帰還した勇者の後日譚②

			月夜乃古狸

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			勇者の戦い

			勇者の夏合宿

			勇者の夏○ミ事件簿

			勇者の探偵物語

			閑話　王宮侍女の考察

		

	
		
			勇者の戦い

			　

			　時間は少し遡る。

			　

			　朝になるのを待ち、母さんと亜(あ)由(ゆ)美(み)に、しばらくの間レイリアとティアと出かけることを伝えた。

			「ええ～～!!　なんで兄(に)ぃも一緒に行くのよ。それにレイリアさん達も来たばっかりじゃん!!」

			　亜由美が不満そうに口を尖らせる。

			　２人の家の事情で一旦帰らなければならなくなったこと、それと、家族とも面識がある第三者として俺が話をしなければならないと言ったのだが、流石(さすが)に無理があったのかもしれない。

			　亜由美の目が思いっきり「疑ってます」って言ってるし。

			「事情は今ここで言えないの？　それとも落ち着いてからなら話せるのかしら？　それに大学はどうするの？」

			　普段は俺の行動に関して煩(うるさ)いことは言わない母さんも、真剣な顔で問う。

			「話せるときがきたら、ちゃんと話すよ。大学に関しては問題ない。単位は余裕があるし、もともと前期試験が近いから休講が多いし」

			　とはいえ、親に学費を払ってもらっている立場で気楽に休むなんて、とんでもないことなのは承知している。

			「……そう。裕(ゆう)哉(や)も、もう子供じゃないんだから自分の行動には責任を持ちなさい。私達家族に恥じることが何もないなら、わかったわ。それで？　いつ帰ってくるの？」

			「多分１週間くらい、かな？　来月初めには試験があるし、それほど長居するつもりはないよ」

			　長くても10日以内くらいには終わらせないと非常にまずい。なにせ３年ものブランクがあるのだ。それなりにコツコツと勉強はしていたが、このままでは試験が酷いことになるのは間違いない。少しでも試験勉強しないと、下手をすると夏休みが悲惨なことになりかねない。

			　母さんが静かに頷き、亜由美は頬をプックリと膨らませているが、何とか納得？　してもらって家を出る。

			　そのまま俺とレイリア、ティアの３人で駅方向へ歩き、周囲を確認してからいつもの召喚場所に転移し、レイリアがすぐに元の黒龍の姿に戻る。

			　俺は最初レイリアの協力が得られるとは思っていなかった。なので『影(かげ)狼(ろう)』で異世界に行こうとしたのだが、「主殿がいないなら、この世界にいても仕様があるまい。どうせ戻るのなら我と共に行くのが良かろう。人数も人数じゃし、影狼では不安もあるからの」というレイリアの言葉に甘えることにした。

			　ティアがしっかりとレイリアの身体にしがみついていることを確認し、俺もそれに倣(なら)う。

			　そして送還の魔法陣を展開した。

			　レイリアごと光が俺たちを包み込む。一瞬の浮遊感の後、覆(おお)っていた光が消えると岩肌が剥き出しになった洞穴の中にいた。

			　確かに見覚えがある。

			　レイリアが塒(ねぐら)にしていた洞穴だろう。

			　ここに来るのは２度目だな。既に２年も前になるが、協力してもらうための課題としてレイリアに挑んだのが懐かし……いや、あれは死ぬかと思った……トラウマ？

			「ふむ。無事に戻ることができたようじゃな」

			　レイリアの言葉に我に返る。隣を見ればティアもいる。無事一緒に来ることができたようだ。

			「して、これからどうするつもりじゃ？」

			「とりあえず今の状況がわからないからな。アリアナス王国の王都へ行こうと思う」

			　問題はどうやって行くかだが。

			　実は王都に転移魔法のポイントを設定してないんだよな。王都にいた頃は転移魔法使えなかったから。王都に一番近いところに設定してあるポイントに転移してから移動するしかないか。

			「では我が王都近くまで転移して、それから我に乗ったまま王城まで行けば良かろう」

			　レイリアが嬉しい提案をしてくれる。が、良いのか？

			「そりゃありがたいけど、良いのか？　今回は人同士の戦争だぞ？　龍種は人同士の争いには関わらないって言ってただろ」

			「何の話じゃ？　我は契約者である主殿の手助けをするだけじゃ。結果として人の軍隊を蹴(け)散(ち)らすことになるやもしれぬが、大した問題ではなかろう」

			　レイリアがおかしそうに笑いながら言う。

			　いや、だから黒龍の姿で笑うと恐いってば。

			「ありがとう。正直すっごい助かる」

			　俺が真面目な顔をして頭を下げると、レイリアは照れたようにそっぽを向きながら背に乗るように促(うなが)した。

			　俺とティアが背に乗ったのを確認してからレイリアは転移魔法を使う。

			　すぐに目の前の景色が変わり、麦畑に囲まれた小さな丘の上に転移していた。数キロ先には幾度も見た王都の町並みと王城の尖(せん)塔(とう)が視界に入る。

			「さあ、しっかりと掴まっておれ。飛ぶぞ」

			　レイリアは翼を広げて宙に舞い上がる。とはいっても、ドラゴンは鳥のように羽ばたいて飛ぶわけじゃないので、それほど大きな振動はない。

			　まったく、いったいどういう原理で飛んでんだか。力学完全無視かよ。

			　軽い浮遊感はあるものの周囲は風魔法の障壁が覆っており、風に煽られることもない。

			　上空から王都の様子を見ると、東側の門から多くの人が荷馬車や荷車あるいは大きな荷を背負って移動するために列を作っているのが見えた。

			　おそらく戦火を逃れるために避難する人達なのだろう。

			　流石にその表情までは見ることはできないが、不安を抱えた避難であることは容易に想像できる。

			　ほどなく王城の中にある練兵場が見えてくる。おそらくそこに着地するつもりなのだろう。

			　それにしても王都には転移や上空からの進入を防止するために結界が張られているはずなのだが、レイリアはまったく気にせず進入している。

			　おそらく結界を無効化する何らかの方法をとっているのだろうけど、良いのか？　そんなんで……。

			　そんなことを考えているうちにレイリアが練兵場に着地し、俺とティアはその背から飛び降りる。レイリアは人の姿に。

			　俺達が城内に入るために練兵場の入口に足を向けた直後、十数人ほどの近衛兵が慌てた様子で飛び込んできた。

			　警戒した様子だったがレイリアの姿を見て緊張を解く。

			　それから俺のほうを見て固まった。

			「ゆ、勇者殿？」

			　全員俺を見て呆然としている。まぁ、無理もないか。異世界に帰ったはずの俺がいきなり現れたんだから。

			「国王陛下に謁見したい。伝えていただけますか？」

			　落ち着くのを待っている時間が惜しいので、一番手前にいた近衛兵に声をかける。

			「は？　あ！　は、はい!!　すぐに伝えて参りますのでお待ちください！」

			　そう言って側にいた別の兵に何事か指示すると、その兵は走って練兵場を出て行った。

			　近衛兵は俺に向き直り、

			「それでは控え室へご案内いたします」

			　そう言うと先に立って歩き出した。

			　

			　王城内の謁見の間の少し手前にある控え室へ通された俺達は、適当にソファーに腰掛けながら呼び出しを待つことになった。

			　案内されている最中、兵隊さんは俺の顔をチラチラと見ながらも、何も質問をしてこなかった。時折、何か言いかけるかのように口をパクパクさせてたけど。

			　まぁ、訊きたいことは想像できるけどね。

			　部屋で待ち始めて５分もしないうちに扉をノックする音が聞こえ、返事をする前に乱暴に扉が開かれた。

			「ユーヤさん！」

			　そう叫びながら飛び込んできたのはメルスリア。アリアナス王国第２王女にして聖女と称される人物であり、俺や他の仲間と旅を共にした仲だ。

			　メルは俺の顔をじっと見つめると、みるみるその瞳に涙を浮かべ、そして俺の胸に飛び込んできた。
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			「本当にユーヤさんなのですね？　夢ではありませんね？」

			「あ、ああ、メル。久しぶり……」

			　メルが俺の背中にその手を回し、強く抱きしめる。

			　簡素なドレス姿の女の子がそんなことをするもんだから、胸の感触が……ないな。そういえばメルは胸が少々控えめだったっけ。一応彼女の名誉のために言っておくが、控えめなだけでないわけじゃない。

			「……ユーヤさん、何かとても失礼なことを考えませんでしたか？」

			　メルが抱きついたままの姿勢で上目遣いに俺を睨む。

			　何故女性ってのは人の考えてることがわかるんだろう。謎だ。

			　とはいえ、男として非常に嬉しいシチュエーションではあるのだが、レイリアとティアが側にいる状況で抱きしめられているのは居心地が悪い。

			「姫様。随分と大胆になられましたね。ですが少し周りを見たほうがよろしいかと」

			　いつの間に来ていたのやら、メルの背後からエリスさんが淡々とした調子で指摘する。

			　そのことでようやくメルが顔を赤くしつつ、俺と距離を空けた。

			「エリスさんもお久しぶりです」

			「はい。ご無沙汰しておりました。まさか再びお会いできるとは思っておりませんでした。それで、今度こそお情けを期待してよろしいのですよね？　ああ、もちろんメルスリア殿下の後で結構ですので」

			　このタイミングでそういうことを言いますか、貴女は。

			「あの、それで、ユーヤさん……」

			　メルが何かを言いかけたタイミングで再度扉が叩かれ、国王陛下に謁見する準備が整ったことを知らされた。

			「そ、それでは話は後ほどにして、私(わたくし)が先導いたしますので謁見の間へ参りましょう」

			　気まずそうに笑いながら部屋を出るメルの後に続く。とはいっても、すぐそこなのでほんの少しの間だけなのだが。

			　謁見の間の扉の前には近衛兵が２人両側に立ち、メルが頷くと声を張り上げる。

			「勇者殿が到着されました!!」

			　扉が開かれ、まずメルが、次いで俺、ティア、レイリアと続き、最後にエリスさんが入る。

			　すぐに扉は閉められるが、俺はそのまま部屋の中央部分に進み出て片膝をつく。

			　ティアは右後ろで両膝をつき、レイリアは俺の横で特に何もせず、そのまま立っている。まぁ、黒龍だしね。国の権威なんぞガン無視である。

			　正面には豪(ごう)奢(しや)な装束を纏(まと)った壮年の男性。アリウス・レーデス・アリアナス。アリアナス王国の国王陛下である。

			　国王陛下はメルが隣の定位置に来るのを待ってから口を開く。

			「礼は不要だ。久しい、というほどではないか。まさかそなたと再び会うことが叶うとは思わなかったぞ。息災そうで何よりだ」

			「突然の訪問、誠に失礼いたしました。謁見を認めてくださり、ありがとうございます」

			　何度やってもこの言葉遣いは慣れないな。いや、丁寧語程度なら俺だって問題ない、と思うんだよ？　ファミレス敬語とかも。でも日本で生活してて謙譲語なんて使う機会ないじゃん。

			　国王陛下の隣、メルと反対側には王妃陛下もいる。その他この場には数人、あまり話したことはないが、この国の重鎮と言える人達が両側に控えていた。

			　国王陛下も重鎮達もその表情に疲労の色が濃く表れている。顔色悪いし隈(くま)できてるし。

			　帝国にいきなり侵略受けたんだから無理もないが。

			「そなたに閉ざす戸は持っておらぬよ。して、この度の訪問の理由を教えてもらえるか」

			　そう言いながらも国王陛下の目が期待するような色を帯びる。

			　もちろん、この期に及んでそれを外すような真似をするつもりはない。悪ふざけをしてみたい気がちょっと湧いてこないでもないが、俺は空気を読む日本人なのだ。

			「いえ、ティアから、馬鹿なことを考えて馬鹿な行動をしでかした大馬鹿がいると聞いたので、少々お仕置きが必要かと考えまして」

			「ほう」

			「この度の帝国との一戦、私も参加させていただきたく存じます」

			　オォォォォ!!

			　周囲にいる国の重鎮や扉に控えている近衛兵まで歓喜の声を上げる。

			　何人かの重鎮さんは目をうるうるさせながら笑顔になっていた。

			　う～ん。こう言っちゃなんだけど、ちょっと気色悪い。

			「そうか。そなたが参戦してくれるというのは有り難い。では」

			「お待ちください！」

			　国王陛下の言葉を遮る声が響く。

			　やれやれ、またあの人かよ。

			「恐れながら陛下、この度の戦いは、この国の命運を賭けた戦い。前回の邪神との戦いはヴァリエニス様の神託があった故に仕方がないことでありましょう。しかし今回はそうではありません。それを異世界の者に託すのはいかがなものかと愚考いたします」

			　声を張り上げたのはベルリアス内務卿。

			　宰相に次ぐ国の重鎮で国王陛下の信任も厚く、特に腹に一物を抱えた人物ではないのだが、俺に対しては何かと文句を言ってくる御仁である。

			　貴族としては実直で堅実。賄(わい)賂(ろ)の類(たぐい)は一切受け取らない堅物で、実際に取り入ろうとして賄賂を贈った貴族をその場で拘束して裁判にかけたこともあったそうだ。

			　それに単にお堅いだけでなく、私財を投じて魔物に襲われたり戦災で孤児になった者のために施設を作り、継続して支援していたりもする。

			　日本に来てぜひ政治家になって欲しいと思うほどの人物なのだ。が、残念ながら俺とは決定的にそりが合わない。

			　どうも、異世界人である俺が、国の重要な問題に関与するのがどうしても容認できないらしい。国のことは国の人間が何とかするべきだと。

			　だから最初から俺に対してはかなり辛(しん)辣(らつ)な態度で接してきたし、流石に俺もそんな態度を取られて友好的に接することができるほど人間ができていない。

			　なので顔を合わせれば何かと衝突してしまうのだ。

			　もっとも直接、間接を問わず、危害を加えられたことはないし、国王陛下が決めたことに対して妨害もしない。決して悪い人間ではないのだ。

			　まぁ、主人公と善人が必ず良い関係を築けるなんてのは、単なる幻想だってことだね。

			　どっから見ても良い人とそりが合わないこともあれば、世間的にはロクデナシでもそりの合う奴もいるだろうってことだ。

			　……でも、以前見たときと比べると何か違和感が……。

			「相変わらず頑固だな。ベルリアス。そなたの考えもわからぬではないが、そなたも言ったように国家の命運が賭かっている。このままでは犠牲は大きなものになるだろう。ましてこの度は勇者殿が自らこうして馳せ参じてくれたのだぞ」

			　少し苦笑いを浮かべながら陛下がとりなす。

			「しかしですな……」

			「まぁまぁ内務卿閣下。少し落ち着いてください」

			　メルの後ろに控えていたはずのエリスさんが、いつの間にやらベルリアス内務卿の背後から軽く肩に手を添えて宥(なだ)め？　ていた。

			　ってか、侍(じ)女(じよ)のエリスさんがそんな行動とっていいのか？

			「な?!　バ、バークリー嬢？」

			「あら？　閣下の髪に何か付いて」

			　そう言いつつベルリアスのおっさんの髪を引っぱる。

			　スルッ……パサッ……。

			　時が止まった。

			　いや、見事なツルッパゲだ。

			　何か後光が差して見える。まぁ、外から差し込む光が反射してるだけなんだけど。

			「流石は内務卿閣下。いつの間にか光魔法にも熟達しておられるとは」

			「ブフォッッッ！」

			　俺の言葉に盛大に吹き出す音が聞こえる。

			　見ると国王陛下が口元を押さえて、あらぬほうに視線を向けていた。

			　王妃陛下にいたっては後ろを向いている。肩が震えてますけど。

			　メルは頭痛をこらえるかのように、こめかみに手を当てて俯(うつむ)いている。

			　んで、当のエリスさんは……メルの後ろで、何事もなかったかのように無表情で立っていた……恐ろしい人だ。

			「な！　なななな」

			　ベルリアスのおっさんは顔を真っ赤にして震えている。

			　そうか、何か違和感があると思ったら、ヅラだったのか。

			　……そういえば、２年以上前に王都を発つとき、相変わらずの嫌味にムカついて習得したばかりだった『１００歩歩くごとに頭髪が１本ずつ抜けていく』っていう闇魔法の呪(しゆ)をかけたんだっけか。すっかり忘れてたが、解呪してなかったのか……。

			　おっさんは俺の顔をもの凄い形相で睨む。

			　いや、ヅラ取ったの俺じゃないじゃん。ハゲたのは俺の魔法のせいだろうけど、そっちは多分バレてないはず、だよね？

			「ふん!!　武功があっても報奨など出さんからな!!」

			　そう言い捨てると足早に謁見の間を出て行った。床に落ちたヅラが何やら哀愁を漂わせている気がしないでもない。

			　ところでこの落とし物はどこに届ければいいんだ？

			　

			　微妙な空気が流れる中、仕切り直すように国王陛下が言葉を発す。

			「と、とにかく、ベルリアスもそなたの参戦に異議はないということで良かろう。コホン。現在、我が国とイルヴェニア皇国、都市国家連合、それに加えて冒険者と傭兵の義勇軍が連合してフリステルの東側に広がる平原の東端に陣を布(し)いているはずだ。未だ開戦の報告はないが、遅くとも数日中には戦端が開かれるだろう。そなたに異論がなければ、そこに合流してもらいたい」

			　陛下はそこまで言って、列席している重鎮のうち、軍編制を担当している軍務卿（この人だけは顔と名前を知っている）に視線をやると、彼も頷いている。

			　王妃陛下はまだ後ろを向いてプルプルしてる。真面目な話をしているので、そろそろ戻ってください。

			「承知しました。すぐにでも合流することにします」

			　気にするのは止めて俺はそう返答する。

			「陛下。私もそれに同行いたしたく存じます」

			　それまで黙っていたメルがそんなことを言い出した。

			「メルスリア？　しかし、それは」

			「ユーヤ様が参戦なさるのであれば、この度の戦、充分に勝機は見えてきます。であれば私も共に行くことで多少は死傷者を少なくすることができます。彼(か)の地にはレッグ副騎士団長とランス卿もおります。そこに私とユーヤ様、ティア、それに……」

			　そこまで言って、メルはレイリアに視線を移す。それを受けてレイリアは小さく頷いた。

			「レイリア様が加われば、勇者パーティが一堂に会することになります。兵達の士気も上がりましょう」

			　オォォォォ!!

			　メルの言葉を聞いて一際大きな歓声が上がった。

			「ふむ、なるほどな。わかった。ならば、メルスリア・ムルド・アリアナス、そなたに命じる！　ユーヤ・カシャーギー卿を補佐し、レオン率いる軍と合流せよ！」

			「承知いたしました」

			　陛下の前に膝をついて勅命を受けると、メルはエリスさんを伴って退出していった。

			　俺は改めて国王陛下に向き直る。

			　王妃様も復活したらしく、いつもの優しげな表情で俺を見ていた。

			「それではメルの準備が整い次第、出発しようと思います。数日内に吉報を届けられるように最善を尽くします」

			「前回に続いて此度のこと、重ねて礼を言う。そなたのことだ、くれぐれも無理はせぬようにな」

			「私からも礼を言います。ですが、決して無理はせぬよう、無事の帰還を待っていますよ」

			　国王、王妃両陛下からの言葉に敬礼を返し、謁見の間を後にする。

			　さて、そんじゃまぁ派手にいきますか。

			　……そう言えば今回レイリアとティア、一言も喋ってないじゃん……。

			　

			　一時間程度が経過し、準備ができたメルと合流した俺達は、龍化したレイリアの背に乗り西へと針路をとる。

			　街道の上空を飛びながら進むと数百人単位の移動する人達が見える。王都でも見かけた避難民だろう。

			　メルを待っている間に王城で聞いた話では、既に地方都市だけでなく辺境の農村に至るまで『帝国軍侵攻』は通達され、住民の避難を進めているらしい。

			　比較的高度を抑えて飛んでいるのでこちらに気がつく人も多いらしく、指をさしたり騒ぎ出したりするが構わずに通過する。

			　今できることは何もないし、帝国軍を何とかするのが先決だしな。

			　ただ、途中２回ほど避難民達を標的としている野盗と思しき集団を見かけたので蹴散らした。

			　俺やメルの魔法とレイリアのブレスで根こそぎ吹っ飛ばしておいたから、生き残っていたとしても民衆を襲うどころではなくなっただろう。

			　そんなこんなで２時間ほど飛び続けると、穀(こく)倉(そう)地帯を抜け、森に覆われた山というか丘陵地帯に入る。

			　街道の横幅はそれなりにあり、起伏もそれほど激しいわけではないが、大軍を運用するには難しい地形になっている。ここを抜けた先に王国軍は陣を張っているらしい。

			　おそらく帝国軍を細い街道に引き込み、大軍の利を失わせて持久戦に持ち込むつもりなのだろう。

			　その予想を裏づけるように街道の出口の先に王国軍の陣が見えてきた。陣の南北に数百の拒(きよ)馬(ば)槍(そう)が設置されている。

			　拒馬槍というのは丸太を組み合わせたＡの文字を横長にして斜めになる棒の片方を長く先端を尖らせたもので、昔の中国でよく戦の際に使われていた。

			　実はこの世界にはなかったのだが、突進する魔物・魔獣に対しても効果があるので俺が提案して広めたものだ。人間同士の戦争でも騎馬が利用されているのに同様のものがないのが不思議だったが、考えてみれば地球の歴史でも中国以外ではあまり聞いたことがないので、そういうものなのかもしれない。

			　それはともかく、王国軍は集結しているものの未だに戦端が開かれている様子はない。

			　こちらに気がついたらしく慌ただしく兵士達が動き回っているのが見える。

			　とりあえず、いくつも天幕が張られている陣の中央付近に広くなっている場所があったので、そこに降りることにする。

			　レイリアが降りるには人が邪魔だが、ここにいるのは兵士だし、何とか避けてくれるだろう。

			　王城に降りたときとは比べ物にならない勢いで地響きを立てながら降り立つ。

			　うん。いつものレイリアの着地だ。懐かしいね。

			　周りを取り囲む兵士＆騎士達の中に目を引く集団を見つけた。

			　やっぱこの世界の軍の重鎮って存在感ハンパないね。お偉いさんオーラが凄いわ。

			　その集団の中心にお目当ての人物を見つけて、ほっと息を吐くと同時に飛び降りた。

			　その人物が叫ぶ。

			「な、何故お前がここにいる!!」

			　その言い方だと悪役のセリフっぽいよ？

			「どうやら間に合ったみたいだな」

			　俺はそう言うと、遅れてレイリアの背から降りたメルとティア、人の姿に戻ったレイリアと一緒に足を進め、膝をつく。

			　眼前の人物、アリアナス王国王太子、レオン・レーデス・アリアナス殿下は俺の顔をジッと見据え、大きく息を吐いた。

			「まさか再びお前に会うことになるとは思ってもみなかったぞ。それにメルスリアまで」

			「お久しぶりです殿下。国王陛下から書状を預かっております」

			　そう言ってアイテムボックスから預かっていた封書をレオン殿下に差し出す。

			　殿下はまだ何か言いたそうにしていたが、とりあえずは書状に目を通すことにしたらしい。封蝋を解き、内容を確認する。

			「言いたいこと、聞きたいことは山ほどあるが、ユーヤ、お前がこの度の戦いに参戦するというこの書状は確かか？」

			「はい」

			　俺がそう応じると、殿下の周りにいた男達も一斉にざわめく。

			「わかった。とにかくよく来てくれた。作戦を変更しなければならんな。来てくれ」

			　そう言って一番大きな天幕に向かって歩いていった。俺達も後に続く。

			　天幕に入ると、中にはテーブルがあり、それを囲むようにいくつもの椅子が置いてある。

			　多分一番奥側が上座になるんだろうから、一応手前側で立ったまま待つ。

			　考えた通りに最奥中央にレオン殿下がかけ、その右側に壮年の男性（王国の騎士団長、確かレギン将軍だったか）が座り、左側には筋肉マッチョの男が座る。えっと、見たことあるな、多分皇国の将軍さんで名前はビスタス、だったな。おっと、ブルーノとウィスパーもいるな。

			　俺はかつての仲間に軽く手を振る。ブルーノは軽く口元を弛(ゆる)ませたが、ウィスパーは不機嫌そうに眉間に皺(しわ)を寄せる。……もしかしてまだ根に持ってるのか？

			「まずは改めて確認するが、そなた達が参戦することに相違ないのだな？　その、ティアはともかく、レイリア殿もか？」

			　黒龍であるレイリアが原則人同士の争いに介入することがないというのを知っている殿下は、あえて言葉に出して確認する。

			「あくまでレイリアは俺の手伝いをするという形ですが」

			　俺はそう言って部分的に肯定する。

			　それを聞いた殿下は「感謝する」と言いながら軽く目礼した。

			「申し訳ないですが、現状の敵味方の数と構成、予想される帝国軍の戦術、こちらの作戦を確認させていただけますか？」

			　この場にいる俺達以外はみんな知っているだろうけど、まずそれを聞いておかないと何もできないからな。

			　俺の問いに殿下は頷き、それを受けてレギン将軍が説明してくれた。

			「現在のところ、帝国の兵力は重装騎兵が２万。軽装騎兵が１万５千。戦(せん)奴(ど)を含めた歩兵が４万。弓兵と輜(し)重(ちよう)隊で５千の総数およそ８万。ただ、そのうち魔法兵がどれくらい含まれるかは不明だ。それに対する我が方は王国軍が２万、皇国軍が１万、都市国家連合が５千、冒険者を中心とした義勇軍が３千の計３万８千だ。兵種の内訳は王国・皇国・連合で重装騎兵がそれぞれ６千・２千、軽装騎兵が６千・３千・２千、歩兵と弓兵が５千・４千・２千５百、魔法兵が千２百・千・５百だ」

			　ふむ。敵はおおよそ２倍強か。

			　どうやら心配したほど絶望的な戦力差ではないようだ。

			　もちろん不利であることは明白だし、俺が参戦したところで俺１人で差分４万２千の軍を殲(せん)滅(めつ)できるはずもない。

			　どこかのラノベの無双系主人公みたいに広範囲殲滅魔法でも使えれば良いが、あいにく俺は限られた期間内に魔王＆邪神と戦えるように一点突破型の戦闘スキルを徹底的に鍛えたので、大軍を相手に無双できるような力は持っていない。

			　もちろん、突出した魔族であった魔王や、そもそも神である邪神ならそんなこともできるだろうし、黒龍であるレイリアもできるかもしれない。そして俺自身はそんなとんでもない連中と戦えるだけの能力を持ってはいる。が、自分に同じことができるわけじゃない。大軍を相手に戦う能力と個を相手に戦う能力はまったく別のものだからだ。

			　そもそも、絶対的な強さと無限の体力を持つ人間がいるとして、数万の軍隊に戦争で勝てるかといえばそれは否だ。

			　仮に１秒で１人を倒すことができても１時間で３千６百人。１万人倒すのに３時間弱かかる。８万の軍勢ならば単純計算で22時間。

			　もちろん勝敗は相手が全滅する必要はないのだが、敵だって案山子(かかし)じゃない。馬鹿正直にそんな相手に戦いを挑むよりも、遠巻きに牽(けん)制(せい)しつつ時間を稼いで、その隙に目的を達しようとするだろう。道場稽古じゃあるまいし順番に倒していけば勝てるというわけじゃないのだ。

			　だからこそ魔王軍や邪神の軍勢と戦ったときは各国が総力を挙げる必要があった。もっとも帝国は総力を挙げたわけじゃないようだけどな。

			　話が逸れたな。

			　とにかく、戦力差は不利ではあるが、２倍程度ならやりようはいくらでもある。

			　実際、勝敗が明らかなほど圧倒的な兵力差と言うならば６倍は必要だ。それも兵力を展開する十分な広さの戦場を設定できているという前提で。そうでなければ兵力差の大部分は単なる遊兵となってしまう。

			　一般に大軍が有利と言われるのは損害に対する回復力に差があるからだ。例えば８万の軍と４万の軍が戦った場合、仮に双方が２万の損害を出すと一方は６万の軍となるが、もう一方は半分の２万になってしまう。兵力差は同じ４万でも兵力差は３倍になる。つまりは持久力に差が出るということだ。

			　逆に言えば短期的には寡(か)兵(へい)であっても対抗することができるということ。

			　事実、地球の歴史上で「三国志」の赤(せき)壁(へき)の戦いや織(お)田(だ)信(のぶ)長(なが)の桶(おけ)狭(はざ)間(ま)の戦いなどは５倍以上の兵力差を短期決戦と策略で覆した有名な例だろう。

			　というわけで、今回も時間をかけずに一気に勝負を決める必要がある。

			　第一、時間がかかれば、その分犠牲者も増える。未だ邪神との戦いの復興も始まったばかりだというのに国力（労働力）を損ねるわけにはいかない。

			　それだけにこの度の帝国の侵攻は許せないのだ。

			　きっちり落とし前はつけさせてもらおう。

			　将軍の説明は続く。

			「斥(せつ)候(こう)の報告から考えると、帝国軍の陣の配置と平原の地形からおそらく前半月陣を基本形に右翼が軽装騎兵、左翼が重装騎兵、中央部に重装騎兵と歩兵部隊でその後ろに指揮車と輜重が配置されると予想している。おそらく帝国軍は中央の重装騎兵で突撃をかけ、その間に右翼部隊を迂回させて我が軍の後背を突いて退路を断ってから左翼重装騎兵が我が軍を前後に分断、中央部の歩兵で攻めると考えられる」

			　なるほどね。あ、前半月陣ってのは相手側に膨らんだ半円形の陣形のこと。

			　まぁ、実にオーソドックスではあるけど、基本的に大軍になればなるほど、陣形には自由度がなくなるからな。でないと遊兵が増えて兵力差を活かせない。本来であれば包囲して殲滅ってのが理想だろうが、２倍強程度では無理だし、そもそもこちらが先に平原の東端近くに陣を張ってるから包囲できない。だからこそ、その陣形以外の選択肢がないんだろう。

			　実に予想通りだ。俺の準備も無駄にならなくて済みそうだな。

			「こちらの作戦に関しては最初から練り直しだ。お前が参戦することを想定してはいなかったからな。何か考えはあるか？」

			　将軍の説明を引き継ぐように殿下が続けた。

			　俺はその問いに頷きながら答える。

			「兵力差がある以上、できるだけ短時間で勝負を決める必要があります。それに先の戦いからの復興のためにも犠牲は少ないほど良い」

			　俺の言葉に一同は頷く。が、ウィスパーが眉を顰(ひそ)めながら訊いてくる。

			「ユーヤ、まさかガルダス砦をやる気じゃないだろうな？」

			　俺達がかつて魔王軍と戦ったときに攻め落とした砦の名を挙げた。

			　自分で名を出したくせに、すっごい嫌そうな顔をしている。

			「ガルダス砦っていったら、勇者殿の魔法で１万の魔王軍を全滅させたが、その影響で砦自体は使えなくなってしまったっていう、アレか？」

			　皇国のビスタス将軍がウィスパーに尋ねる。

			「砦が使えなくなっただけじゃなくて、それを見た味方の兵士がトラウマ抱えて２割以上脱落したんですよ。それと魔法じゃなくて召喚獣の能力です」

			　ウィスパーの奴が俺をジト目で睨みながら説明した。

			　

			　ガルダス砦は、魔王軍が南部に攻め込むときの橋(きよう)頭(とう)堡(ほ)としていた砦だ。

			　攻めてきた魔王軍を近隣諸国の連合軍が撃破しても、山の谷間にあったこの砦に逃げ込まれすぐに反撃してくるため非常に厄(やつ)介(かい)だった。しかも場所柄、数で攻めることも攻城兵器も使えなかった。

			　俺はレイリアと影狼以外に２体の召喚獣と契約をしているのだが、そのうちの１体に周囲の小動物を従属させる能力を持つものがいる。

			　あのときはその能力を使い、周囲の半径数キロからとある昆虫を集め、夜陰に乗じて攻め込ませた。

			　一部からは『黒い悪魔』と怖れられるアイツである。アレって元々山や森に生息してるのが大半なんだよね。しかも雑食で何でも食べる。ソレを有効範囲を最大にしたままあちこち移動して集めまくって概算でおよそ十数億匹。ソレが砦にいた魔王軍１人あたり約10万匹が襲いかかり、わずか数時間で魔王軍は全滅。

			　翌朝ソレらを元の場所に帰すように操ってから砦の中に入ったが、突入したほとんどの兵士が俺達を含め大量にもんじゃ焼きを生産する羽目になった。中の状況は完全にモザイク案件。卵なんかも無数に産み落とされていたし、悪臭で目が痛くなるほど。なので火魔法を使える連中全員で砦内部を焼き尽くした。いや、あれは酷かった。

			　

			「今回は時間もないし、場所も悪い。やらないよ」

			「条件が合えばやるのかよ」

			　俺の返答にウィスパーがげんなりして言う。

			　別に好きこのんでやりたいわけじゃないけど、味方の犠牲が少なくなるんだったら何でもやるぞ？　俺は。

			　なので話を先に進めることにする。

			「冒険者達は誰が指揮を執っていますか？」

			　その質問にはブルーノが答えてくれた。

			「冒険者を軍の指揮系統に組み込むのは無理だからな。今は王国に拠点を置いているＡランクのパーティを中心に纏めてもらっている。一応遊撃的なポジションで動いてもらうつもりだったが」

			　装備も特性も戦い方も通常の兵士とは異なるからな。そりゃそうだ。

			「その連中を呼んでもらっても良いか？」

			　俺がそう頼むと、ブルーノは頷いて入口に控えている騎士に指示を出す。

			　その騎士は別の騎士に声をかけてから指示を実行するために走って行った。

			　彼らを待つ間、俺は自分の考えたプランをこの場にいる重鎮達に日本で用意した物をアイテムボックスから出しつつ説明する。

			「……確かにそれならこちらの被害を最小限に留めながら帝国軍を突き崩すことができるだろう。しかしユーヤと冒険者達の負担が大きいな。それに準備が間に合うか？」

			「冒険者達のほうには王国と連合の魔法兵をすべて投入してバックアップしましょう。準備はすぐに取りかかれば工兵と地属性を使える魔法兵を開戦まで少しは休ませるくらいの時間が取れると思います。あとは勇者殿の持ってきた『ソレ』がどれほど効果があるか少し確認する必要があるとは思いますが、勇者殿の予想通りならば戦果は十分期待できますな」

			　レオン殿下の懸念にレギン将軍が応じる。

			　他の重鎮達も笑みを浮かべながら同意するように大きく頷いていた。

			「メルは俺の補佐と冒険者達のバックアップを。レイリアは説明したように帝国軍右翼から出てくるだろう軽装騎兵を頼む。全滅させる必要はない。部隊の指揮官を中心に潰していけば、ある程度の損害で引かざるを得ないはずだ。ティアはレイリアの背に乗って、中隊長以上と思われる指揮官を見つけてレイリアに指示してくれ」

			「わかりました」

			「はい！」

			「うむ。我に任せよ。じゃが我であれば本隊を纏めて壊滅させることもできるが、良いのか？」

			　俺の言葉にメルとティアは素直に返事してくれたが、レイリアは若干不満そうだ。

			「本質的にこれは王国と帝国の戦争だからな。元々王国の勇者だった俺はともかく、本来人間の争いには不(ふ)干(かん)渉(しよう)だった龍種が主役じゃ今後に問題が起きかねない。今回は支援という範囲で留めておきたいんだよ」

			　この戦争は帝国が王国を始めとする周辺国家に売った喧(けん)嘩(か)だから、俺がしゃしゃり出ることはともかく、戦いの中心は王国とその支援国の軍じゃないと最後まで俺が面倒見なきゃならなくなる。けど俺にはそんな時間はないしな。

			「確かにユーヤの言う通り、レイリア殿に頼り切った戦いでは勝ったとしても後々他国からの茶々が入りそうだな。レイリア殿は常に我が国にいられるわけではないのだからな。できるだけ犠牲を減らしたいのは間違いないが、我々が主力を務めなければなるまい。もっとも」

			　レオン殿下はそう俺の言葉を肯定した後、苦笑を浮かべる。

			「先ほどまでの我らならば一も二もなく飛びついていただろうがな」

			「くっくっく、確かに。悲壮な覚悟が無駄になるかもしれませんな。とはいえ、未だ状況が不利なのは変わりません。気は抜かずに兵の配置を考えるとしましょう」

			　ビスタス将軍が大きな身体を揺らしながら笑った。

			　

			　俺が作戦の概要を説明し終わり、具体的な配置や段取りを全員で話し始めると外から騎士の呼びかけが聞こえてきた。

			「冒険者パーティ『ミノタウロスの牙』の方(かた)々(がた)が到着しました」

			　……ミノタウロスって牛の頭の怪物だよな。牙ってあったっけ？

			　それ以前にアレって『ミノス王の牛』って意味だよな？　なんでギリシャと関係ない異世界にミノタウロスがいるんだよ。

			　俺が脳内でそんなツッコミをしていると天幕の入口から４人の、如何にも冒険者って感じの男達が入ってきた。

			　流石に今は武器を携帯していないが、全員が長身に鍛え上げられた体(たい)躯(く)を皮鎧で包んだガチムチのおっさんである。

			　レベルは全員２００超えでステータスも高い。相当な実力者揃いだろう。

			　軍の重鎮達を前にしても臆した様子は見られない。

			　なるほど、癖の強い冒険者達を纏めるだけある。

			「お呼びと伺い参上しました」

			　最初に入ってきた一際大きな男が言いながら殿下に一礼する。そして俺に目を向け驚いたような顔をする。

			「呼んだのは作戦の協力をお願いしたいからだ。えっと、名を聞いても？」

			　俺が応じると、一際大きな男の横にいた男から自己紹介を始めた。

			「帰ったと聞いていたから驚いた。俺はビニ・ボーン。盾役だ」

			「ブルー・フィルム。槍使いだ」

			「エロゥ・ゲマニア。近接もやるが基本的には魔法での支援を担当している」

			　そして最初の大男。

			「俺も驚いた。また勇者と一緒に戦えるとは光栄だ。一応この『ミノタウロスの牙』のリーダーをしている、エレクト・コックだ」

			　全員が挨(あい)拶(さつ)してくれた。乱暴なのが多い冒険者だが人間性は良さそうだ。が！

			「……全員アウト！」

			「「「「なんで!?」」」」

			　なんでじゃねぇよ！

			　ビニ本(エロ本)にブルー・フィルム(ＡＶ)にエロゲーマニアって何だよ！　特に４人目!!　成人指定になったらどうしてくれるんだ!!

			「……まぁ、いいや。とにかくよろしく頼む」

			　気を取り直して作戦を説明する。

			　今回の作戦の重要な位置を冒険者に担当してもらう。

			　つまりは帝国軍左翼の重装騎兵を冒険者に止めてもらわなきゃならない。止められなければこちらの本隊が右側から突入してくる重装騎兵に分断されてしまう。

			　そしてこれができるのは冒険者達だけだ。

			　説明を聞いてメンバーも、その理由と重要性をしっかりと理解したようだった。

			「なるほどな。ソイツは確かに冒険者しかできないだろうよ。任せてもらおう。きっちりと止めてみせらぁ！」

			　そう言って闘志を滾(たぎ)らせた獰猛な顔で笑う。

			　４人とも同じ表情だ。実に頼もしいと言える。

			「名前は最悪だけどな」

			「「「「なんで!?」」」」

			　さて、準備を進めるとしよう。

			　

			　東西に広がる平原のほぼ中央部に帝国の軍旗を掲げた軍勢が整列している。

			　もっとも整然とは言い難く、多少の混乱があるようだったが。

			　対して平原の東側に王国・皇国・都市国家連合の３国連合軍は一糸乱れぬと言えるほど整然と陣形をなしている。

			　両軍の距離は10キロメートルほど隔たっており、まさに歴史絵巻の合戦風景そのものだ。

			　おそらく時刻は正午近いとは思うが、生憎(あいにく)空全体が薄く雲で覆われ太陽が見えないので正確にはわからない。

			　風もほとんどないので、こちらとしては作戦遂行上、実に都合が良い。

			　まさにご都合主義万歳！　大歓迎である。

			　俺とレイリア、ティア、メルの４人は帝国軍よりの南の地点に『認識阻害』の魔法をかけつつ待機している。

			　周囲にいるのは俺達だけだ。あいにくブルーノとウィスパーは、それぞれ指揮すべき部下がいるので本陣のほうだ。決して女性に囲まれたいと思っているわけではない。

			　今いる位置からだと帝国軍の陣形がよく見える。帝国軍は連合軍から見える位置は何とか体裁が整っているが、その向こう側は未だに慌ただしく動き回って陣形を整えていた。

			　多分だけど、今日中に準備を終えて明日早朝から侵攻を開始するつもりだったんじゃないかと思う。

			　ところが連合軍側が先に陣形を整えたのを見て、慌てて帝国軍も開戦準備をする羽目になったというわけ。もっとも距離的に細かいところまでは見えないはずなので、単に軍が集結しているのが見えただけだろうが。

			　もちろんこれはこちらが仕掛けたことだ。こっちの準備が整ったのにわざわざ相手が万全の状態になるのを待つわけがない。

			　とはいえ、帝国軍も既に兵員の集結は完了していたので、それほどこちらが有利になるわけじゃないけどな。兵力差も２倍以上だし。

			　事前に予想していた通り、帝国軍の陣形は中央部が厚く両翼が後方に位置する半月型。３国連合軍が矢印の形をした鋒(ほう)矢(し)陣形。

			　形としては大軍を擁(よう)する帝国軍、迎撃する寡兵の３国連合軍の双方共にごくオーソドックスな陣形だろう。

			　前衛は両軍共に重装騎兵。

			　この重装騎兵は専用の軍馬、えっと、北海道のばんえい競馬の馬を更に一回り大きくして若山(や)羊(ぎ)の角を生やしたような姿で、更に魔法防御を付与した分厚い甲(かつ)冑(ちゆう)を着込んだ騎士が騎乗する。馬も前面に鎧(よろい)を取り付けた対人戦争用に特化した騎兵であり、戦争の主力となる部隊だ。

			　馬・騎士・鎧の総量が１・５ｔを優に超え、重装で魔法や弓矢も通じない。元の世界で言えば戦車みたいな存在である。

			　帝国軍としては予定よりも早い開戦で陣形の構築に手間取ってはいるものの、平原の東端で大軍の利を活かせない位置よりも、東よりとはいえ平原の中央部近くまで３国連合軍が出てくるのは好都合だ。一気に包囲殲滅できる可能性が高くなる。

			　なので事前に十分な情報を得る時間がなくても開戦には応じざるを得ない。

			　そしてそれはこちらの策を気取らせないための仕掛けでもある。

			「さて、そろそろじゃな」

			　レイリアが両軍の状況を見て言う。その更に向こう側にいるティアも真剣な顔で頷いている。

			「そうだな。メルのほうは準備良いか？」

			「もちろんです。いつでも大丈夫ですよ」

			　俺達が本陣から離れてこんなところにいるのは、偵察とかじゃなく作戦のためである。

			「んじゃ、あとは打ち合わせたように、レイリアとティアは右翼部隊の軽装騎兵を頼む」

			　そう言いながら俺は事前にアイテムボックスから出しておいたＣＢ２５０Ｆ(愛車)に跨(またが)りエンジンをかける。そして俺の後ろにメルが乗った。

			　今回の戦争のために俺は日本からいくつかの小道具を持ち込んでいた。

			　一つはこの愛車だが、他にも策を実行するために必要なチェーンソーを始めとした道具類や消(しよう)耗(もう)品の数々。できるだけ安い中古品なんかを探したが、それでもかなりの出費だ。

			　お陰でバイクを買い換えるために必死に貯めた貯金をほとんど使い果たしてしまった。

			　月末にはファミレスのバイト代が入るが、夏休みに入るとサークルの合宿もある。正直かなり厳しいから、帰ったら何か金策を考えなきゃならない。これで買い込んだものが役に立たなかったら大損である。この鬱(うつ)憤(ぷん)は帝国軍にぶつけることにしよう。

			　

			　まず先に動いたのは連合軍のほうだった。

			　十秒ほど遅れて帝国軍の中央部重装騎兵が動き出す。が、連合軍のほうはすぐに前進を止めてその場に留まる。

			　もちろんこれは予定通りの行動だ。

			　両軍がそのまま前進すると、ものの数分で激突してしまう。それではあまりに時間がなさすぎる。なので帝国軍が動き出したらその場で停止して距離と時間を稼ぐのだ。

			　俺はＣＢ２５０Ｆ(愛車)を一気に加速させると同時に、『障壁』をドーム状に展開して重装騎兵の南側面から突っ込む。

			　中型バイクからすれば壁みたいな重装騎兵だが、加速した俺＆バイクを覆った障壁に激突すると大型トラックにでも撥(は)ねられたかのように次々に吹っ飛んでいく。

			　障壁を展開している以上、障壁の強度を上回らない限り内部には一切影響することなく衝撃を跳ね返すことができる。それは魔法防御の防具を身に着けていても同じだ。障壁は接触したエネルギーのベクトルを反転させるものだからな。

			「メル！」

			「はい！」

			　俺の合図でメルは事前に渡しておいたものに魔法で火を付けながら次々と放り投げていく。

			　パン！　パパパパパパパパパパパパパン!!

			　シュッ！　シュパン！　シュパン！

			　シュワワ～～～～～!!

			　甲高い炸(さく)裂(れつ)音や何かが打ち出されるような音と目(ま)映(ばゆ)いばかりの色とりどりの火花、漂う煙。

			　そう。中国の春節のお祭りでお馴染みの爆竹（税込み２４８円）と噴上・打上花火30個セット〝百花繚乱〟（税込み５２８０円）である。

			　俺はこれらを複数購入し、それをメルに渡してあったのだ。

			　使用する花火は市販のごく普通のものだ。当たり前だが殺傷力は皆無。多少の火傷(やけど)くらいは負うかもしれないが戦場においてほとんど意味はない。

			　だが、もちろんふざけているわけではないし、お遊びでこんなものを用意するほど、お金持ちではない。むしろ誰かお金をください。

			　俺の目的は重装騎兵の足を止めることだ。

			　騎兵達の側面から突っ込むのもそのためだが、俺が吹き飛ばすことができるのは２万もいる帝国軍重装騎兵のごくごく一部でしかない。数にすれば数十～１００騎程度に過ぎない。これでは戦場において無意味だ。

			　そこで俺が突っ込んだ周囲の騎兵の足を止めるために花火を使った。

			　メルを俺の後ろに乗せたのは、それを俺の突入に併せて着火してばらまいてもらうためだ。

			　未舗装の荒れた平原でバイクを操りながら障壁を展開し、重装騎兵を撥ね飛ばしつつアイテムボックスに入れておいた花火を取りだし、火を付けてばらまく。やってやれないこともないがかなり慌ただしいし、失敗が許されない場面で無理をしても意味がない。

			　重装騎兵用の騎馬は地球産の馬よりも大きく、軍馬としての訓練を受けてはいるが、その食性や性質はやはり地球産の馬と酷似している。

			　つまり、草食動物の常として基本的に警戒心が強く臆病な気質を持っている。

			　もちろん、魔法や剣(けん)戟(げき)に対しては訓練で動揺しないようになってはいるが、見たことのない合成火薬の光や爆音に対しては免疫がない。

			　当然騎乗している騎士も同様なのでパニックになって足は止まらざるを得ない。

			　そして、草食動物の群れというものは、そのパニックが容易に伝染するのだ。

			　騎士は馬を落ち着かせようとするだろうが、すぐに立ち直るわけがない。少なくとも数十秒は完全に足が止まるだろう。

			　そして先にいる騎馬の足が止まれば、それに続いていた騎兵も進むことはできない。高速道路の渋滞のメカニズムと同じで、仮に先頭がパニックから立ち直り突撃を再開したとしても騎兵の大部分は足が止まったままで数分は立ち往生することになる。

			　そして、それだけの時間があれば事は足りる。

			　それを証明するように、俺が中央部を過ぎた辺りで再び前進した連合軍の重装騎兵が、足の止まった帝国軍重装騎兵に突撃をかける。更にそのすぐあとに後方から重装騎兵に引かれた橇(そり)に乗った歩兵が次々と動けないでいる騎兵に襲いかかった。

			　確かに重装騎兵は敵の歩兵や軽装騎兵に対して無類の強さを誇るが、それは走っていればこそだ。

			　足の止まった重装騎兵など歩兵の恰好の獲物に過ぎない。

			　歩兵が騎兵の左側に回り込んで短槍で騎士を突き落とす。あるいは騎馬の鎧で覆われていない後ろ足を切りつけ転倒させる。

			　地面に落ちた騎士は重すぎる鎧で満足に戦えず次々に討ち取られていく。落ちただけで既に動けなくなっている者も多いだろう。

			　加えて、討ち取られた騎士や騎馬が障害物となり、更に後続の騎兵は走り出すことができず、また連合軍歩兵の餌(え)食(じき)になる。

			「ユーヤさん、狙い通りです！　重装騎兵は完全に止まっています!!」

			　メルがポイポイッと花火を放り投げ続けつつ、逐次俺に状況を教えてくれる。俺はそれを聞きながら騎兵の集団を切り崩していく。

			　そしてようやく帝国軍左翼の重装騎兵に到達したが、そこでは冒険者達が騎兵を押し留めるべく奮闘していた。

			　冒険者達は横陣を布き、それぞれの動きを阻害しないように間隔を空けている。対する重装騎兵達は引いたり突撃したりを繰り返しながら突破を図っているが、冒険者達の分厚い布陣を抜けずにいた。

			　どうやら予想通りというか、予想以上に頑張ってくれたらしい。

			　俺がミノタウロスの牙(18禁カルテツト)を通じて冒険者達に頼んだのは、帝国軍左翼の重装騎兵を連合軍の側面に突入させないことだ。

			　彼(ひ)我(が)の戦力差と帝国軍の展開する軍の幅、連合軍との距離を考えると、俺が到着する前に左翼部隊が連合軍の側面に到達してしまう。

			　それをさせないためには重装騎兵を足止めしなければならないが、走り始めた重装騎兵を軍の軽装騎兵や歩兵では止められない。かといって、同じ重装騎兵をぶつけるには数が足らないのだ。

			　だが、冒険者ならば重装騎兵を止めるのも不可能ではない。

			　冒険者が普段戦う相手は、人よりもむしろ魔物・魔獣が多い。そして戦う目的は討伐や素材の収集、商隊の護衛がほとんどだ。

			　集団で囲んで討伐したり追い散らしたりすればよい軍とは異なり、確実な討伐や護衛対象の荷車に被害を及ぼさないことが重要である。そのために人間よりも大きく力の強い魔獣などを受け止め、堅い外殻や毛皮があってもダメージを与えることのできるようにバカでかい盾やハルバード・戦槌、バトルアックスなどの軍では使いこなせない大型武器を装備している者も多い。

			　そんな彼らならば盾で騎馬の足を止め、鎧で覆われた騎馬や騎士を倒すこともできる。ましてやこの場にいるのは邪神の軍勢相手に戦い、生き残った高レベルの連中ばかりだ。

			　現に冒険者達の一番前でミノタウロスの牙(18禁カルテツト)のリーダーのエレ（諸事情によりフルネームは省略）が巨大な大剣(クレイモア)で騎馬の両前足を叩き切っている。

			　すかさずビニ（諸事情以下略）が大盾で別の騎馬の顔を殴りつけ、足が止まったところをブルー（同）が槍、というか形はほぼバルディッシュで騎士の首を刈り取る。

			　エロ（略しても略さないでも不合格）は地魔法と水魔法を交互に使って騎馬の足下を崩していた。

			　流石の力量だ。まったく危なげなく複数の重装騎兵相手に立ち回っている。

			　ただ、名前がなぁ……。

			　それはともかく、当然走り出せば騎馬のほうが速いのだが、冒険者達の後方に配置した魔術師達が魔法や俺の渡したロケット花火で牽制して、冒険者達が戦いやすいように重装騎兵を誘導している。

			　帝国軍側もただやられるわけではなく、一部が後方に退いて集結し、突撃を仕掛けようとするが、すかさず魔術師側から直径１メートルほどのウォーターボール（火魔法により沸騰寸前まで加熱済み）がいくつも集結した騎兵達に打ち込まれて阿鼻叫喚の状態になっている。

			　先にも言ったと思うが、重装騎兵の甲冑は魔法防御の付与はされている。だがそれ自体は防げても魔法によって引き起こされた物理現象までは防御できない。

			　なので熱湯を浴びれば大惨事なのだ。

			　結構間抜けに見えるかもしれないが、日本でもヨーロッパでも城攻めの際に防衛側は城壁を登ろうとする敵に対して熱湯や溶けた鉛(なまり)を浴びせて応戦していたのだから効果は十分だろう。

			　冒険者達の奮戦ぶりに感心して思わず速度を弛めてしまったが、気を取り直して重装騎兵の集団に突撃＆花火の置き土産で蹴散らす。

			　味方は事前に花火を見せているので動揺はない。

			　逆に帝国軍の騎兵はやはり十数秒足が止まり、その隙を見逃さない冒険者達に、瞬く間に蹂(じゆう)躙(りん)されていく。

			　ある程度騎兵が倒されれば後は中央部同様それが障害物となり、騎兵は走ることができなくなる。だが流石に冒険者よりも騎兵の数が多いために、冒険者達の被害も軽くはない。

			　騎兵に撥ね飛ばされる者、突撃槍に貫かれて倒れる者も多い。

			　負傷した冒険者は同じパーティのメンバーが抱えて速やかに後方に下がる。そしてその後ろにいた冒険者が順に前に出て戦線を支えていた。

			「ユーヤさん！」

			「メル、頼んだ！」

			　帝国軍左翼部隊の先陣を一通り薙(な)ぎ払い、冒険者達に態勢を立て直す暇を作った俺は一旦負傷者の運ばれた後方へバイクを走らせ、そこでメルを降ろす。

			　ここからはメルがこの場に残り、負傷者の治療に当たる予定だ。聖女とまで呼ばれるメルの治癒魔法は範囲・効果共に飛び抜けている。そしてメル自身、身を守って戦えるだけの力量があり、前線でこそ、その力を十全に発揮できるはずだ。

			　そして俺は次の段階に進むことにした。

			　再び重装騎兵を障壁で撥ね飛ばしながら左翼を突破して帝国軍の外側に抜ける。

			　そして再突入しつつ、帝国軍の中央部全体に視線を向けて状況を確認する。

			　先陣となる重装騎兵は目論見通りそのほとんどが足止めされ、連合軍の歩兵部隊と混戦状態になっていた。

			　ただ、見たところ戦況は完全に連合軍側に傾いており、もうすぐ第２陣となる連合軍の歩兵部隊が突入できそうな位置まで接近してきている。

			　そして帝国軍側は重装騎兵後方の歩兵部隊まで、まだ１キロほど間隔が開いている。

			　この歩兵部隊の数はおよそ１万５千ほどだが、小さな丸盾と短槍を持ち、碌(ろく)に防具も着けていない。

			　これが『戦奴』という奴だろう。

			　戦奴とはいわゆる『戦争奴(ど)隷(れい)』とは意味が異なり、戦争により奴隷となった者ではなく、戦争に用いられる奴隷のことだ。

			　もちろん前述の戦争により奴隷となった者もいるが、犯罪奴隷や単純に奴隷となった者のうち、力が強かったり戦う術(すべ)を持っていたりする者が大部分を占める。

			　レギン将軍の話では、帝国の場合功績を挙げれば奴隷からの解放と帝国民としての資格を与えることを条件にしているが、実際に解放されることなんてまずないそうだ。単に使い潰されるだけの消耗品の扱いらしい。

			　そんなんじゃ士気も最悪だろうし、大して役に立たないだろうと思うが、一番消耗の激しい歩兵第１陣に戦奴を充てることで本体の被害を抑えるんだとか。

			　ったく、碌でもねぇな。

			　そしてその戦奴の後ろには少しばかり間隔を空けて本陣の弓兵や魔法兵が続く。

			　こいつらの目的は戦奴の逃亡阻止と、乱戦になったときに戦奴諸共敵を攻撃することだという。

			　この世界にはラノベによくあるような、精神を支配する奴隷の首輪のようなものは存在しない。

			　ただ、似たような用途として所有者の任意で締まる首輪、えっと、孫(そん)悟(ご)空(くう)の頭にくっついている輪っか、確か緊(きん)箍(こ)児(じ)だったっけ？　それのイメージに近いものがあるが、とても高価なものだそうで消耗品である戦奴に使用することはないらしい。

			　通常は奴隷であることを示す魔術紋を刺青(いれずみ)のように手に焼き付け、奴隷から解放されたら消すらしい。その魔術紋の形状で犯罪奴隷か借金奴隷、戦争奴隷かがわかるようにしているんだとか。

			　なので、先のことを考えなければ主人を害することも逃亡することもできるし、違法な手段で奴隷にされた場合は逃げて官憲に保護を求めることもできる。

			　もっとも帝国の場合は国を挙げて奴隷狩りなんかをしているそうだから意味ないが。

			　話が逸れたな。

			　そんなわけで戦奴達とその後に続く部隊との間には若干の隙間がある。

			　次の段階ではそれを利用させてもらう。

			　帝国軍の歩兵が連合軍の歩兵部隊と乱戦になると被害が大きくなるからな。

			　俺は帝国軍の後続部隊の位置を確認すると、愛車を一気に加速させる。

			　狙いは戦奴部隊の後に続く弓兵＆魔法兵。

			　重装騎兵にしたのと同じように障壁で吹き飛ばしながら、残しておいた花火〝カラースモーク〟税込み１１０円（４個入）を次々にポイポイしていく。メルがいないので自分でやる。地味に大変だな、これ。

			　途端に後方は自然ではありえない色の煙が充満する。

			　重装騎兵のときよりも念入りに蛇行しながら帝国軍を撥ね飛ばしつつばらまく煙幕玉、その数大盤振る舞いの４００個。

			　風がほとんどないことが幸い（帝国軍にとっては不幸）して、辺りの視界が極端に悪くなる。

			　もちろん戦場全体を覆い尽くすような煙は望めないが、多少視界を遮り動揺を誘えれば問題はない。

			　派手な色をしていることから毒ガスだとでも思ったのか、帝国軍弓兵＆魔法兵は騒ぎ立てながら後退していく。想定以上の効果があったらしい。

			　一通り突っ切って方向転換して様子を見ると、戦奴達は後方からの攻撃がないのを幸い、戦場から逃亡を始めていた。

			　短槍を投げ捨て、連合軍が逃亡のために故意に空けておいた空(くう)隙(げき)に殺到する。

			　戦奴達に帝国に対する忠誠も義理もない。逃げるチャンスがあるなら逃げるに決まっている。

			　連合軍も作戦の内なので逃亡する戦奴には攻撃をしない。万が一を考えて監視と警戒をしている騎士が逃亡ルートを指し示す。それを見た戦奴達も必要以上に連合軍には近づかず、全力で戦場を離脱していく。

			　もしかしたら人質を取られていたりする戦奴は逃亡しないかもしれないが、正直に言ってそこまでは面倒見られない。

			　逃亡した先のことも無理だ。

			　それは本人達と各国のお偉いさん達に何とか考えてもらおう。

			　何はともあれ、これで作戦の第二段階は完了した。余計なことを考えていられるほど時間的な余裕もないので、次いってみよう。

			　愛車を向けたのは帝国軍の本陣、その中央部が次の舞台だ。

			　流石に騎馬や歩兵が踏み荒らした地面は車輪を取られる。

			　やっぱオフロードバイクじゃないと無理があるな。まぁ、レーサータイプじゃないだけマシかもしれんが……。

			　

			　本陣の周囲は流石に兵士も多い。

			　元々兵数ではこっちの倍以上いるから当たり前ではあるが、障壁で弾き飛ばしながらでも時間がかかる。なにせ密度が違いすぎる。モタモタしてるとあっという間に囲まれて身動きができなくなりそうだ。

			　それでも何とか中央部の奥深くまで到達すると、ようやく指揮車と思しき派手な屋根なし馬車が見えてきた。見た感じ、お祭りの山車(だし)みたいなごつくて背の高いやつだ。

			　馬車の下段に大きな太鼓と銅(ど)鑼(ら)があり、その上段にやたらと目立つ悪趣味な甲冑を身に着けた貴族っぽい男がこちらを指さしながら何かを怒鳴っている。

			　どうやらアレがこの軍の総指揮官らしい。

			　まだ少し距離があるのではっきりとはわからないが、見たことがあるような気がしないでもない。もっとも、以前に会ったことのある帝国の貴族連中には碌なのがいなかったと記憶しているので、気にする必要もないだろう。

			　とにかく、ターゲットを見つけたので、そちらに進路を向ける。

			　とはいえ、流石に数百数千の兵を弾き飛ばしながらだと障壁でほとんど衝撃がバイクに伝わらないとはいっても多少は勢いが殺(そ)がれてくる。

			　時速１００キロ超で突っ込んだ勢いが、今では時速50キロほどにまで落ちている。

			　スロットルを開けても勢いを戻せない。畜生。やっぱり大型バイクが欲しいな。

			　具体的にはHONDA CB1300 SUPER FOUR が欲しい。切実に。

			　異世界とか関係なしに乗りたい!!

			　コホン！

			　まぁ、今言ってもしょうがないのでそれは置いておこう。

			　指揮車まであと50メートルほどまで辿り着いたとき、強烈な殺気とともに前方に一際大柄な騎士が飛び出してきた。構わず突っ込む俺に、騎士は２メートル近くありそうな大剣を叩きつける。

			　ガクン!!

			　大剣が障壁にぶつかり、勢いが完全に殺がれてしまう。

			　マジっすか?!

			　流石に障壁を破られるまではいかなかったものの、弾き飛ばせなかったのは、今の斬撃がとてつもなく重い一撃だったことを物語っている。

			　すぐさま２撃目を放ってくる騎士に、俺は障壁はそのままに愛車をアイテムボックスに仕舞って代わりに長剣を取り出す。

			　こっちで勇者として旅をしていたときに使っていた、刀身が１２０センチほどのグラディウスタイプの両刃の剣で重く頑丈で切れ味も鋭いお気に入りだ。

			　聖剣も渡されていたけど、とんでもない貴重品なのでどうしても必要なとき以外は使わなかったんだよね。壊したら怖いじゃん。

			　２撃目を障壁で防いだ後、障壁を解除して剣を構え、改めて騎士と対峙する。

			　この騎士も以前に見たことがある。確か将軍か何かだったはずだ。無闇矢鱈と周りを威圧していたのを覚えている。

			「貴様、勇者か！　元の世界に帰ったのではなかったのか!!」

			　騎士が俺に向かって吠える。

			「どうやらゴミ掃除が中途半端だったらしくてな。また来る羽目になったんだよ」

			　わざと挑発的に言いながらニヤリと意地悪く笑う。

			　……うまくできてるよね？

			「馬鹿な！　召喚の魔法陣は破壊したはず。どうやって来た！」

			　そんなことまでしてたのか。まぁ意味ないけど。

			　そんな会話を交わしながらも２合、３合と剣が打ち合わされる。

			　チッ！　結構強いでやんの。勝てないほどじゃないが、あまり時間をかけると周りを囲まれるし、総指揮官に逃げられかねない。

			　サッサと終わらせよう。

			「うりぃや！」

			　俺は上段から力を込めて打ち下ろす。

			　騎士が大剣を頭上に掲げて受け止めると同時に俺はアイテムボックスから地球産のアイテム、痴漢撃退スプレー〝さわるな変態!!　ＭＡＲＫⅡ〟（税込み３５８０円）を取り出し、すかさず騎士の顔目掛けて噴射。

			「ぐわぁ!!　ひ、卑(ひ)怯(きよう)な！」

			　剣こそ落とさなかったものの片手で顔を押さえ悶(もだ)える騎士。

			「いきなり大軍で攻め込んでおきながら卑怯とかアホなこと言ってんじゃねぇよ！」

			　空気中に漂っているスプレーの飛沫に注意しながら一気に踏み込み、剣を横薙ぎに振るう。

			　わずかな感触と鈍い音の後に腹部から両断された騎士が崩れ落ちた。

			「しょ、将軍が……」

			　周囲を遠巻きにしていた帝国軍兵士が動揺したように後ずさる。

			　俺は周囲を睥(へい)睨(げい)して牽制すると、指揮車に向けて一気に駆け出した。

			　距離はまだ50メートルほどあり、その間には複数の歩兵と騎兵がいるが構わず進路上にいる兵を薙ぎ払っていく。

			　流石に指揮官を守る兵だけあって逃げ出したりはしないものの、俺の勢いに押されて及び腰だ。

			　片手で剣を振るい、更に別の兵士を蹴り飛ばす。

			　隙間ができれば身体をねじ込んで強引に剣を振るい、指揮車まで10メートルを切ったところで一気に跳躍し、指揮車の下段に足をかけて上段まで飛び上がる。

			　下段の信号を出す兵士や太鼓・銅鑼には手を出さない。

			　指揮官の前にいた護衛が槍を振るうが躱(かわ)さずに剣で弾き、切り返して首を刎(は)ねる。

			「き、貴様、こ、こんなことをしてただで済むと思ってるのか！」

			　指揮車の上段に降り立った俺にぎりぎりまで後ずさり、恐怖の表情を隠しもしないで指揮官ががなり立てる。

			　いや、戦争に来ておいて何言ってるのよこの馬鹿は。

			　……どっかで見たことあったと思えば、確か帝国の皇太子だか皇子だか言ってたなコイツ。

			　大方、倍以上の兵力差で負けるわけがないと思って出てきたんだろうけど、いいや。コイツの処理は殿下に丸投げしよう。

			　俺に政治的判断とか無理だし、討ち取るよりも利用できるかもしれないしな。

			「ヒッ！　ぐあっ!!」

			　俺は指揮官に無造作に近寄ると、ものも言わずに殴り倒して意識を刈り取り、襟首を掴んで『転移魔法』を使って連合軍本陣に戻った。

			　本陣の後方に転移した俺は待機していた王国の騎士に捕虜となった指揮官を預ける。

			　元々想定内のこと、というか、指揮官の拉(ら)致(ち)または殺害が俺の最終工程だったので、予定通り騎士達はすぐさま気を失っている捕虜を縛り上げる。

			　それを確認した後、俺はレオン殿下がいるところまで歩いていく。

			　レオン殿下は本陣の一番先端、帝国軍からもよく見える位置、王国の軍旗はためくところで前方を睨み付けていた。

			　俺はその右斜め後ろまで歩み寄り、殿下の視線を追う。

			　そこには想定通りの光景が広がっていた。

			「……戻ったか。首尾は？」

			「恙(つつが)無(な)く。レイリアもうまくやってくれたみたいですね」

			　俺に視線を向けることなく発した殿下の質問に答える。

			　そしてほどなく、帝国軍の方角から退却を指示すると思われる太鼓と銅鑼の音が微かに聞こえてきた。

			「勝った、か」

			　厳しい表情は崩さぬまま殿下がそう呟く。

			　勝った、な。とりあえずは。

			　

			　

			　Side　レイリア

			『ばいく』に乗って主殿が駆けていくのを見送ったが、我とティアが相手をする帝国軍の軽装騎兵がこちらに来るまでには、まだしばしの時間がある。

			　主殿も無理をしなければよいのだが、あの性格では言っても聞かぬであろうな。

			「さて、もう少し待たねば我らの出番は来ぬが、ティアの準備は良いのか？」

			「はい。と言っても準備とか特にありませんから、いつ開始しても大丈夫です。アレはレイリアさんが持ってますし」

			　落ち着いた口調で答えたティアであるが、ふむ、少し興奮しておるか。尾が大きく左右に揺れておる。

			　獣人族は感情が表に出やすいのぅ。主殿はそれがとても気に入っておるようじゃが。

			「ティアよ。まだ始まっておらぬのじゃ。少しは落ち着け」

			　我が苦笑いしながら言うと、ティアは少し恥ずかしそうに頬を染めながら呼吸を整える。

			「すみません。ようやく帝国に一矢報いることができるかと思って、少し気が急(せ)いていたみたいです」

			　ふむ。そう言えばティアは両親が奴隷狩りに殺され、自身も奴隷にされそうになったのであったな。そして奴隷狩りは帝国が国ぐるみで行っていたと聞く。ならばそれもやむを得ぬか。

			　もっともティアの表情を見るに、主殿の役に立てるということのほうが気合いが入った主因のように思えるがの。

			　そうこうしているうちに帝国の騎兵が大分接近してきたようだ。そろそろかの。

			「ティア。そろそろ始めるぞ」

			「はい！」

			　その返事を聞きながら我は身体を龍形態に戻す。

			　突然眼前に現れた黒龍を見て騎兵が慌てて馬を停止させる。

			　その隙にティアが我の背中を登り首元に身体を固定させるのを確認すると、我は大きく口を開いてブレスを放った。

			　騎兵は慌てて退避しようとするが逃れられるはずもなく、眼前にいた数十騎が纏めて消し飛ぶ。その結果を確認することもなく我は翼を広げてゆっくりと身体を飛翔させた。

			　鳥とは違い、翼で風を切る必要はないゆえ突風が起こることはないが、我の姿に騎士達が混乱して逃げ惑う。

			　見たところ、ここにいる騎士達の数は１万ほど。混乱しつつも指揮官が統率しているのか隊列を大きく崩すことなくいくつかの集団に分かれ、こちらを牽制する者、目的を果たすべく王国軍へ進撃する者、大きく迂回するように回り込む者がいる。

			　流石は訓練された兵と言うべきであろうな。

			　ティアが全体の動きを見て、王国軍に近い側の集団の先頭にいる、兜(かぶと)に何やら赤い布が付いた騎兵を指し示す。

			「レイリアさん。まずはあの集団を潰しましょう」

			「うむ」

			　王国軍の陣まではまだ十分に距離があるので慌てる必要はない。

			　我が針路をその集団に向けると、我を牽制していた騎兵から矢だの魔法だのが飛んでくるが無視する。いくらかは直撃するも綿玉がぶつかる程度にしか感じぬしな。

			　目標の集団の上空に到着すると一気に降下して尾を横に薙ぎ払う。

			　赤布の騎士を中心に10騎ほどが宙を舞う。

			　生死はわからぬが、まぁ、騎士達を王国軍に近づけたり後ろに回らさなければ良いのだから問題なかろう。

			　上空に舞い上がったときに主殿のいるほうを見てみるが、主殿が通った後は見事に帝国軍が混乱していく様が見て取れる。光やら煙やらが『ばいく』が通ったところに生まれ、騎兵の動きが止まっていく。

			　そこに王国の騎兵が引っぱってきた橇に乗った歩兵が襲いかかる。

			　昨日の作戦会議とやらの内容はあまり聞いておらなんだが、おそらく主殿の計略通りなのだろう。

			　とはいえ、やはり我が帝国軍のど真ん中でブレスを吐きまくったほうが早いと思うんじゃがなぁ。

			「次は右側の集団を叩きます！　レイリアさん、アレをお願いします」

			　ティアの言葉で主殿から預かった今回の作戦のためのティア用の武器、たしか主殿は『カエンビン』とか言っておったか。それを収めている収納魔法の取出し口をティアの前に出現させる。

			「それっ！」

			　そこから陶器製の瓶を取り出すと、ティアは瓶の口に詰めてある布に魔法で火を付け、集団の先頭にいる赤い布付き兜の騎士に投げつける。

			　それなりに距離があったはずなのじゃが、ティアの投げた瓶は矢のように騎士の兜にぶつかり、砕ける。そして瓶の中に入っていた液体が爆発的に燃え上がった。

			　飛び散った液体は近くにいた騎士にもかかったようで、直撃を受けた騎士ほどではないが身体に火が付く。

			「凄い！　流石ユーヤ様です！　一撃で火の海です!!」

			　気をよくしたのかティアは次々と同じ瓶を騎士に投げつける。

			　えげつないのう。食らった騎士達は問答無用で火だるまになっておる。

			　しかしティアよ。瓶が直撃した騎士はその時点で馬から転げ落ちておるのじゃが、火を付ける意味があるのか？　周囲の草原まで燃え広がっておるし、黒煙を上げているので我は少々煙いのじゃよ。

			「うふふふふ、よく燃えます。火が付いた虫みたいですぅ。あっさりととどめを刺すのもいいですけど、もがき苦しみながら焼け死ぬのを見るのも、アリですね」
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			　な、何か、ティアに魔性のものでも取り憑いているのではないか?!

			　そんなことを思っているうちにも、ティアはドンドン我に指示して騎士達の集団をカエンビンや我の尾やブレスで薙ぎ払っていく。

			　しばらくそれを繰り返してくと、見ればいつの間にやら騎兵は一カ所に集められ、王国軍とは見当違いの方向に誘導されていた。

			　ティアがこうなるように我を使って騎兵の進路をコントロールしていたらしい。

			「うまくいきました♪　レイリアさん。もうユーヤ様にいただいたカエンビンはなくなってしまいましたから、最後に特大のブレスで一気に殲滅してしまいましょう！」

			「う、うむ。しかし……おぬし容赦ないのぅ」

			　どうやら１人も逃がす気はないらしい。

			　我の首元でティアから黒い何かが湧きだしているように感じて肌が粟(あわ)立(だ)つ……ことは龍だからあり得ないが、今はティアに逆らってはいけない気がする。

			　種族的に龍種が絶対優位のはずなのにティアが我の首元にいるのが不安になるほどの威圧感を覚える。が、とりあえず指示通りブレスを放ち騎兵の殲滅を完了させる。

			　最早この場で馬に乗っている者は見あたらない。多少地面を這いずっている者はいるが、それは放っておいて大過なかろう。が、火だけは消しておいたほうが良さそうじゃ。

			「あ！　レイリアさん！　ユーヤ様が帝国の将軍を討ち取ったみたいですよ!!」

			「……よく見えるのぅ、おぬし……」

			　ティアの指さす方向を見ても麦粒ほどの大きさの人がひしめき合っているだけでまったく判別がつかぬ。いくら獣人族が目が良いとは言っても、我ほどではないはずなのじゃが、ティアには何か特別な能力でもあるのだろうか。

			　疑問を感じながら苦戦している箇所があれば、救援すべく上空を舞っていると帝国軍の奥側から太鼓や銅鑼の音が聞こえてきた。

			　その音が伝わるや、帝国軍が一目散に西に向けて走り出す。

			　撤退というよりも最早逃走に近く、隊列も何もなく必死に走って逃げる。時折帝国の騎兵と思われるものが同じく逃走している歩兵に追いつき踏み潰しながら追い抜いていった。

			　秩(ちつ)序(じよ)も何もあったものではないな。実に見苦しい光景だ。

			「終わったみたいですね」

			「そのようじゃな。じゃが、ティアよ、そんなに残念そうにせんでもよかろう？」

			　ティアの口調がまだまだやり（殺(や)り？）足りなさそうである。

			「そ、そんなことないですよ？　大きな被害がなさそうで安心してますよ？　本当ですよ？」

			「くくくっ、まぁ良い。さて、主殿の元へ戻るとしよう。主殿に褒めてもらわねばな」

			「！　そうですよね!!　レイリアさん！　早く戻りましょう!!」

			　我はおかしくなりながらも王国軍の、主殿のところへ針路を取った。

			　

			　

			　Side　レオン

			　眼前には整然と並んだ軍勢が開戦を待ち構えている。

			　私の位置からは帝国軍の状況を見ることはできないが、物見から常に状況は伝えられてくる。

			　こちらの狙い通り我々が陣形を整え始めたのを見た帝国軍は慌てて軍を集結させ、陣形を組みだす。

			　帝国軍の陣形も事前の予想通りで問題はない。

			　後は開戦のタイミングだが、ある程度帝国軍が集結し、陣形が完全に整う前が望ましい。

			　要はこちらの意図を読ませないためにも冷静になる時間をできるだけ与えないことが重要となる。

			　彼我の戦力差は明らかだ。

			　それはユーヤが戦列に加わっても変わらない。無論戦力としてはこの上なく頼りにはなるが、一人の人間にできることには限界がある。普通にやったのではユーヤ自身は簡単に倒されることはないだろうが、味方が全滅してユーヤだけが残ることにもなりかねない。

			　もちろん、黒龍たるレイリア殿が主体となれば帝国軍に打ち勝つことも容易いだろう。

			　しかしレイリア殿には特別王国に肩入れする理由はないし、今回もユーヤが参戦するからこそ助力をしてくれるのであろうことは明白だ。

			　それにそうでなくてもユーヤが言ったように、レイリア殿が主力ではこの戦いが終わった後に問題が残る。無論国と民衆の存亡を考えれば是非もないが、可能であるならば我々とその協力国の力で戦いに勝つ必要があるのだ。毎回の助力を期待できない以上、頼り切っては今回を凌いでもすぐに帝国は陣容を整えて再度侵攻してくるだろう。

			　本来、ユーヤとて王国の兵ではないのだから、以降も期待できるわけではないのだが、少なくともユーヤが王国に対して友好的であり、王国の危機に駆けつけたという事実があれば外部に対する抑止力には十分に効果がある。要は帝国を始めとする周辺国からどう見えるかということなのだ。

			　加えてユーヤの参戦により兵達の悲壮感が抜け、活力が出たのも大きい。

			　なにしろ、かの者は勇者として圧倒的な劣勢にあった人族諸国の軍を率いて魔王軍を打ち倒し、邪神すらも倒したのだ。

			『勇者が同じ陣営にいる』

			　それはあの戦いを見聞きしたこの世界の者にとって何よりも勇気づけられることなのだ。

			　更に、奴からの献策とそれを実現するために異世界から持ってきた道具の数々。

			　私よりも長く戦場に身を置き、経験も豊富な我が国のレギンと皇国のビスタス両将軍もユーヤの戦術の有効性を認め薦めてきた。

			　そして夜通し準備を行い、終わったのは空も白み始めた頃だ。兵達には随分無理をさせたが何とか舞台は整えることができ、作業に従事した兵に少しの仮眠を取らせることもできた。

			　

			　ドン！　ドンッ！

			　レギンの合図で太鼓が打ち鳴らされると、我が軍の重装騎兵が１００メートルだけ前に出て止まる。

			　全軍の緊張が高まり、私も知らず知らずのうちに拳を握りしめていた。

			「レオン殿下、今から緊張していては持ちませんよ。心配しなくてもアイツが請け負った以上負けはありません。殿下は戦後処理でも考えておいたほうが良いと思いますよ」

			　私の補佐をするために本陣に残った、皇国のランス卿が苦笑いをしながら私に声をかけてきた。

			「私も負けると思っているわけではないがな。それにしても、流石にユーヤと長く一緒にいただけあって随分と信頼しているのだな卿は」

			　意識して肩の力を抜きながら応じる。確かに今から緊張していては最後まで持たないかもしれない。

			「信頼、というか、こういった政治が絡まない純粋な戦術で、アイツが準備が整ったと判断したのならそう簡単に覆りませんよ。殿下にもすぐにわかりますよ。アイツの性格の悪さが」

			「？　性格の悪さ？　ユーヤは滅多にいないほどのお人好しだろうと思っていたが、二面性があるのか？」

			「お人好しなのは否定しませんが、まぁ、見てればわかりますよ」

			　苦く笑うランス卿にどう反応したらよいのかわからず、その隣にいたブルーノ・レッグ副騎士団長に視線を向ける。

			　レッグは笑いを堪えるかのような表情をしながらも、ランス卿の言葉を肯定するかのように頷いた。

			「勇者殿が帝国軍の中央に間もなく到達します!!」

			　物見からの伝令が声を張り上げた。

			「一陣、二陣突撃!!」

			　先頭で指揮を執るレギン将軍が声を張り上げる。

			　一陣となる重装騎兵が駆け出す。重装騎兵の最後列は木で作られた横長の橇に５人の歩兵が乗り込んでおり、その橇がおよそ４００、計２０００人の歩兵が重装騎兵と共に先陣を切る。

			　ついで二陣となる歩兵が短槍を手に走り出した。通常持っている丸盾は持っていない。

			　自軍の姿で帝国軍の状況は見ることができないが、その方角から白い煙が立ち込め、時折赤や青い光が飛んでいるのが見える。

			　ここまでは聞こえてこないが大きな炸裂音もしていることだろう。

			　作戦会議の折、ユーヤから見せられた『ハナビ』なる品物。試してみたところ、その音と火花は重装騎馬を動揺させ、足を止めさせるのに十分な効果があることがわかった。

			　そこに我が軍の騎兵と歩兵をぶつける。それが今回の作戦の主戦場となる部分だ。そして歩兵は足が止まっていない騎兵の相手はしない。被害が及ばないよう避けるのを容易にするために、盾は持たずに足の止まった騎兵だけを攻撃する。

			　当然、本来の目的であるこちらに向かってくる重装騎兵が出てくる。

			「帝国軍騎兵が第一地点にかかります！」

			　歩兵が進軍したことにより見渡せるようになった平原には、直径30センチ前後、高さ３メートルほどの杭が幾本も立っている。

			　先ほどの橇とこの杭を作るのにユーヤの持ってきた『ちぇーんそー』とやらがとても有効だった。４台あったソレは、本来なら加工に相当な労力のいる乾燥していない生木をあっという間に切り倒し、切断し、加工した。

			　用意されていた斧や鋸(のこ)だけではとても間に合わなかっただろう。

			　それぞれの杭の間隔は10メートル程度。

			　地中に１メートルほど埋まっており簡単に倒れたり抜けたりはしない。

			　帝国軍の重装騎兵がその杭の脇を通り抜けようとした瞬間、乗っていた騎士だけが何かに吹き飛ばされたかのように落馬する。

			　同様に走り抜けようとした騎兵が次々と後方に吹き飛んで落馬していくのを見て、後続が足を弛める。

			　騎兵が落馬した理由は杭の間に張られた鉄製のロープ。ユーヤから提供された『ワイヤー』とかいう直径５ミリほどの恐ろしく頑丈な紐が杭と杭の間、高さ２メートルの位置に張られており、速度に乗った騎士はそれに気がつくことなく激突、落馬した。

			　ただ、ユーヤが持ってきた量がそれほどでなかったため、すべての杭と杭の間に『ワイヤー』が張られているわけではない。それに、馬の背に張り付くように身を屈めれば通り抜けられないでもない。

			　それに気がついた帝国軍が杭の手前で速度を落とし、『ワイヤー』がかかっていないことを確認した場所を一気に駆け抜けようとして、再び後方に吹き飛ばされる。

			　そこにもワイヤーがかかっていたのだが、先ほどまでとは異なり『ワイヤー』が黒く塗られており、わずかに見づらくなっていた。無論注意すれば先ほどと同様見ることもできたのだろうが、色が異なるために『何もない』と錯(さく)誤(ご)して突っ込んだのだ。実に巧妙と言える。

			　それでも幾度も見れば、その位置も知れるし慣れる。

			　騎兵は時に速度を落とし、時に身を屈めながら走り抜けてくる。

			　数十騎がワイヤー地点を通過して集合し、再び速度を上げて突入してきた。

			「帝国軍の先頭が第二地点に到達します！」

			　物見の兵の声が響く。

			　第二地点にも数は少ないものの杭は立てられているが、ワイヤーはかかっていない。

			　ユーヤの持ち込んだものはすべて第一地点で使ってしまったためだ。

			　だが無防備なわけではもちろんない。

			　突然走っていた騎馬がつんのめるように転倒する。

			　すべてではない。が、それからも幾頭も転倒していく。

			　転倒した馬はすぐに立ち上がるものもいれば、倒れたままもがいて立ち上がれないのもいる。

			　第一地点を通り抜けた騎馬が次々と押し寄せるが、そのうちの何割かが場所は様々ながら突然転倒する事態に帝国軍は騎馬の足下、平原の地面に注意を向けざるを得なかった。

			　理由は単純なものだ。

			　第二地点には直径深さ共に50センチほどの穴をいくつも掘ってある。

			　古来から多用されてきた『落とし穴』だ。単純な手だが時と場所を選べば実に効果的な手段となる。しかも大きさが絶妙で草の茂る平原で騎馬の上からでは視認しづらく、自軍の歩兵からは視認できる大きさ。しかも騎馬でなければ怪我もしない深さだ。

			　これでは騎馬に乗って疾走することなど、とてもできないだろう。

			　つい先ほどまで上部に注意を払い、今度は足下。しかもまだ杭があることからワイヤーにも注意を払わなければならない。

			　加えて、第一地点、第二地点に共通して既に転倒・落馬した騎士や馬が障害物となり騎兵の進行を妨げている。

			「見事なものだな。これほどユーヤの策が嵌(はま)るとはな。しかし……」

			　確かに効果的だ。こちらは帝国軍の騎兵に対し先発した一、二陣を除いて一兵も動いていないにもかかわらず、我が軍の先陣をすり抜けた帝国の重装騎兵がどんどん削られていく。

			　右側からの帝国軍左翼部隊の突撃が来ないことから、冒険者と魔術師の混成部隊がうまく足止めできていることもわかる。

			　先陣の戦況はわからないが、現在の状況を見れば帝国の重装騎兵の大部分は完全に足を止められていることは間違いないだろう。

			　味方の犠牲を最小限に、敵の被害は最大限に。戦術としては理想に近い。が、しかし。

			「贅(ぜい)沢(たく)を言える状況でないのはわかっているのだが」

			「勇者らしくない。でしょう？」

			　ランス卿が私の心境を正しく表現してくれた。

			　そうなのだ。

			　私も幼い頃、多くの者と同様に様々な英雄譚を心を躍らせながら読んだものだ。

			　様々な困難や強敵に正面から立ち向かい、民衆を鼓舞し先頭に立って戦い、勝利する。

			　そんな英雄像を誰しも思い浮かべるだろう。

			　当然勇者であるユーヤもそうであると思っていた。実際に魔王軍、邪神の軍勢との戦いでユーヤは先頭に立って獅子奮迅の働きを見せていたはずだ。

			　私の持っていたそんな勇者の戦いのイメージからは少しずれた今回の戦い方。

			　確かにユーヤは全軍の先陣、最も危険な位置に身を置き、策を考え、戦術を練り、準備も率先して行った。国の危機に颯爽と駆けつけ敵を圧倒する。

			　何一つ間違っていないし、言葉にすればまさに理想の英雄そのものだろう。

			　しかし、内容をつぶさに見ると実に、何というか……。

			「実力を出させることなく、常にこちらに有利な状況を作り、先手を取って罠に嵌める。姑息とは言いませんが、実にいやらしい作戦です。本当に性格が悪い」

			　そういう意味か。

			「魔王との戦いでも相手に言葉をかけて注意を引きつつ魔法の準備をして、煽って相手の平静を失わせてから発動。魔王が魔法や体術どころでなくなってから遠距離から全員で魔法や投(とう)擲(てき)で滅多打ち、でしたからね。アイツは正面からやるしかないとき以外は安全に、確実に、搦(から)め手を使ってでも勝ちにいきますよ。一度アイツの土俵に乗ったら終わりです。まぁ、本来戦いの本質ってのはそういうものなのでしょうが」

			　実際ユーヤは別に卑怯な手段を用いているわけではない。同じ策を軍の参謀が行ったのなら誰からも賞賛されるだろう。

			　しかし、どうも、なぁ……。

			　微妙にモヤモヤする。

			　いや、別に文句を言いたいわけではないのだが、な。

			　

			「帝国軍が隊列を整えています！　こちらまであと３００メートル!!」

			　考えを中断して前方を注視する。

			　今私達の前には何もない。

			　兵も配置していない。

			　左右は拒馬槍を放射状に配置し、中心をポッカリと空けている。歩兵や弓兵はその拒馬槍の後ろ側に待機している。

			　不自然に空いた空間が我々と帝国軍重装騎兵の間に広がっている。

			「ランス卿、準備は？」

			「万全ですのでご安心ください、殿下」

			　私達の両横には魔法兵が配置されている。先ほど、というか開戦直後から魔法兵により我々の前方に風が送られている。ほんのそよ風程度の弱いもの。

			　不自然に空けていることで警戒しているであろう帝国騎兵は、一塊になると意を決したようにこちらへ騎馬を進めてきた。

			　罠を警戒しているのだろう、何かあっても対処ができるよう、速度は早足程度。十分接近したら一気に速度を上げるつもりなのは明らかだ。たとえ一騎でも突入が叶えば後は物量でごり押しができる、が、残念ながらそれもこちらの策の内だ。

			　鎧に身を固め馬上槍を構えた騎兵達が徐々に速度を上げながら我々の手前50メートルの位置まで来た途端、そこにいたすべての騎馬と騎士が崩れ落ちた。人も馬も痙(けい)攣(れん)し、口から泡を吹きながらしばしもがいた後に動かなくなる。

			　帝国兵は次々に突入してくるが例外なく崩れ落ち、後続が異変に気づいたときには倒れた騎士と騎馬が障害となり、最早突撃は不可能となっていた。

			　ここにきて突入が失敗に終わったことを悟った帝国軍が右側に転進する。

			　最早これ以上突入を試みても無理なのを理解した途端、すぐに次の行動に移れるのは練度が高い証拠だ。腹立たしいが流石だと言える。

			「今だ！　騎兵隊突入せよ!!」

			　レッグの声で右側に配置してあった拒馬槍の一部が歩兵によってずらされ、その空いた場所から我が軍の軽装騎兵が駆け出す。

			　軽装騎兵は撤退する帝国の重装騎兵の後背を長槍で削っていく。決して無理はしない。全滅させる必要はないからだ。攻撃も騎馬の後ろ脚を狙い、必要以上には接近させない。

			　前線の状況はまだわからないが、これで帝国軍の侵攻を阻止できたことは間違いないだろう。

			　仮に他の部隊が健在であったとしても、確実に当分は足止めできるはずだ。

			　

			「それにしても、凄まじいなこれは」

			　私は目の前の光景を見て呟く。

			　眼前には多くの騎兵と騎馬が横たわっており、既にすべての者が死んでいると思われる。

			　魔法兵達は先ほどまでより強い風を魔法で送っており、聞けばもう問題ない状態になっているらしい。

			　ランス卿は『毒ではない』と言っていたが、仮に毒だとすればとてつもない猛毒であろう。騎士達がこの空間に入ってわずか数秒で死ぬなど、普通の毒では考えられない。

			「ランス卿。軍議では毒ではないと言っていたが、いったいこれは何なのだ？　もちろん魔法で毒を作り出すことができないのは私も知っているが」

			　私の問いにランス卿は少し困ったように答える。

			「私もユーヤから教わったのですべてを知っているわけではないのですが。殿下は人が息をするのに何が必要かご存じですか？」

			「ん？　空気、ではないのか？」

			「もちろんそれは間違いではないのですが、正確には空気の中に人が必要としている成分が一定の濃度あるそうです。そしてそれは物が燃えるために必要なものと同じらしいのですが、その成分の濃度は濃くても薄くても駄目なのだとか。今回はその成分を取り除いた風を上方と両側を魔法で遮断した空間に流し込んで、その空間内の成分を極端に低下させたのです」

			　ランス卿の説明に何となく理解できたような気がした私は、頷きつつ更に疑問を重ねる。

			「しかし、あの程度の時間であれば普通に息を止めていても問題なかろう？　ましてや普通よりも鍛えている騎士達だ」

			「人は息を止めて数分は動き続けることができます。しかし必要な成分が極端に薄くなった空気を吸うと一呼吸か二呼吸で意識を失ってしまうのです。これは人だけではなく動物や魔物も呼吸するものならばすべてがそうらしいです。そして色も匂いもなく、肌の感覚でも察知することができないので、その瞬間まで相手は何が起こっているのかわかりません。事前に準備が必要なのでいつでも使える手ではありませんが、風で結界を作ってからこの方法がとれれば相当有効ですね。ただ、詳しい理屈は残念ながらはアイツの説明をすべて理解したわけではないので、そういうものだと思っていただけると助かります。それと一般に広めるのも問題があるでしょうね」

			「そうか」

			　私はそう答えて納得することにする。

			　確かに効果を考えれば広めるわけにはいかないだろう。下手をすれば一切の証拠を残さずに人を殺せるのだからな。

			　細かい理屈は後でユーヤに説明させても良いが、ランス卿が理解できないのに私が理解できるとも思えない。今回の作戦に参加した魔法兵には箝(かん)口(こう)令(れい)を出して、この魔法は秘(ひ)匿(とく)するべきかもしれないな。

			　王都に戻ったら陛下に相談してみよう。

			　さて、そろそろ前線でも何らかの結果が出る頃だろう。

			　予定通りならメルスリアも冒険者達と合流して負傷者の治療にあたっているはずだ。心配しないわけではないが、あれはユーヤ達と最後まで旅を続けたのだ。聞けばレッグともある程度渡り合えるほどの戦闘能力もあるらしい。認めるのは情けないが私よりも役に立つだろう。

			　そんなことを考えていると後方からユーヤが近づいてくるのが見えた。

			　ここにいるということはすべてが首尾良くいったということだろうな。

			　ならば次のことを考えなければならない。

			　この戦いに勝ったとして、その後はどうするべきか。

			　それにはまず被害状況を確認してからか。それがわからなければ決めようもない。

			　ほどなく前方から太鼓と銅鑼の音が微かに聞こえ、直後、帝国軍が撤退していくのが遠目に見えた。

			　とにかく、戦いは終わった。今はこの勝利を喜ぼう。

			　

			　

			　Side　裕哉

			「負傷者の収容準備を急げ！　歩兵は残っている帝国兵を捕縛！　軽装騎兵は周囲の哨戒！　工兵は野営の準備を！」

			　レオン殿下が矢継ぎ早に指示を出し、兵達が一斉に動き出す。

			　殿下の側にいたウィスパーとブルーノもそれぞれ自分の部下達に指示を出していく。

			　俺は、……特にできることはないな……。

			　救護を手伝っても良いんだけど、俺が行くと何か雰囲気が硬くなるんだよなぁ。メルがいれば、いや、今頃冒険者達の治療にあたっているはずだから勝手に連れてくるわけにはいかないか。うん。何となく居心地が悪いが我慢しよう。

			　順次前線に出ていた兵達も帰投するだろう。それまでの辛抱だ。

			　それはともかく、帝国との戦争、ひとまずは当面の脅威は去ったと考えて良いはずだ。もっとも、帝国軍が全滅したわけではない。あくまで一時的なものだ。

			　俺が手持ち無沙汰で、周囲の状況を確認しているっぽく振る舞っていると龍形態のレイリアが降り立ってきた。

			　着地するなり人型に変わり、ティアと共にこちらに小走りで寄ってくる。

			「レイリア、ティア、お疲れ様。怪我はないか？」

			　見たところ特に怪我はなさそうだが念のため尋ねる。レイリアに関しては無駄な心配の気がしないでもないが、ティアにだけ聞くのも変だしな。

			「はい！　大丈夫です！」

			「うむ。流石にあれしきで怪我などせぬよ」

			　ティアとレイリアも笑いながら応じる。

			　見ればティアが目をキラキラさせながら俺を見つめている。

			　これはあれだな。褒めて欲しいときの顔だ。

			「２人ともありがとう。帝国軍右翼は２人に任せっきりだったからな。助かったよ」

			　そう言いながらティアの頭を撫でる。耳が少し後ろに折れて気持ちよさそうにしている。

			　まんまネコだな。可愛いけど。こころなしかお肌もツヤツヤしてる気もするんだけど、なんでだ？

			「この程度は容易いことじゃ。それで、この後はどうするのかの？」

			　口ではそう言いながらも胸を張ってドヤ顔してるレイリアだが、ついでにもっともな質問を投げかけてくる。

			「それは全員が帰投してからの話だな。まずはそれまでは少し休んでおこう」

			　俺１人で決められるわけでなく、というか俺にもわからないのでそう言うしかない。一応考えてることはあるんだけどな。それも殿下達に相談してからのことだ。

			　というわけで、３人で邪魔にならないところへ移動していく。良かった、１人じゃない。

			　

			　それから３時間ほどが経ち、怪我人の収容と兵の帰還、捕虜となった帝国兵を武装解除して拘束するといった一連の作業も一段落したので俺達と冒険者達を治療していたメル、３カ国の軍首脳、冒険者代表としてミノタウロスの牙(18禁カルテツト)が中央に設置された天幕に集まる。

			「皆御苦労だった。皆の働きにより見事帝国軍を打ち破ることが叶った。アリアナス王国を代表して、まずは礼を述べさせてもらいたい」

			　そうレオン殿下が口火を切った。

			　集まった面々もその言葉に目礼を返すが、皆満足そうな笑顔だ。

			　殿下は一通り見渡した後、レギン将軍に目で合図をすると、将軍は軽く頷き報告を行う。

			「この戦いでのこちらの損害だが、戦死者１２５３名、重傷者８９５名。内訳は王国が３８２名と１９８名。皇国が２９１名と１１３名。都市国家連合が１３６名と７８名。冒険者及び義勇兵が４４４名と５０６名だ。兵種の内訳は今は良いだろう。軽傷者は多いが、ほとんどは治癒魔法で治療を進めているので問題ない」

			　やはり冒険者の比率が極端に多い。生身で重装騎兵を相手に一歩も引かない戦いをしたんだから無理もない。メルが途中から治癒魔法を駆使したとはいえ、後ろに下がることすらできずに散っていった冒険者も多いのだろう。俺の提案した作戦で味方に多数の死者が出たのは気持ちが重くなる。

			　将軍の報告は続く。

			「次にわかる限りの帝国側の損害だが。重装騎兵が死者およそ１万２千、捕虜となったのが３千。軽装騎兵は死者１万、これはほとんどが右翼部隊と思われる。歩兵は死者が６千、捕虜が２千、逃亡が１万５千。尚、逃亡の歩兵はほぼすべてが戦奴であり、うち１万２千が先ほど我が軍に保護を求めて投降してきている。その他の死者はおよそ３千ほどと思われる。合計で死者が３万１千、捕虜が５千、逃亡も含めると帝国軍８万のうち退却できたのは３万程度だろう。負傷者の状況はわからん。フリステルに駐留しているのは１万程度と推定しているが、おそらくほとんどが歩兵だ」

			「何と！　たった一度の戦闘で全軍の半数以下にまでなったのか！」

			　皇国の騎士、名前は……忘れた、が思わずといったふうに呟くが、表情はニヤニヤしている。

			「これは、まさに完勝と言って良いでしょうな。まさかこれほどの大勝利を収めることができるとは思いませんでした」

			　皇国のビスタス将軍が満足そうに頷きながら言う。

			「勇者殿の策とその働き、それにレイリア殿の力のお陰ですな」

			　都市国家連合の人がそのように言い、周囲の人達もそれに同調するが、俺は応えない。

			「戦いに勝利したのは幸いとしても我々も決して無傷なわけではない。それにフリステルの被害も大きなものでしょう」

			「確かに。それに未だフリステルは帝国軍の手にあります。平地での戦いとは異なる上、都市の民衆が人質となっているようなものです。簡単にはいかないでしょうな」

			　俺の表情から内心を汲み取ってくれたのか、ブルーノとウィスパーがそう話を誘導してくれる。

			　付き合いが長い分、俺がどう考えているのか理解してくれているのだろう。

			　素直に有り難い。

			　実際２千人以上の死傷者が出ている状況で賞賛なんぞされても嬉しくない。作戦を後悔しているわけじゃないが、命の重さが俺にのしかかってくる気がして気持ちが重く澱(よど)む。

			　帝国軍の死傷者に関してはほとんど気にしていない。こっちで暮らした３年間で敵に対する情けがどれほど危険なものかは思い知ったからな。

			　それよりも俺はこれからのことに考えを巡らせる。

			「確かに戦いは終わったわけではない。が、今はこの勝利を祝おう。幸い帝国軍の物資がほとんど手付かずで鹵(ろ)獲(かく)できている。一応見張りは立てねばならないが、今夜くらいは兵達を休ませてやりたい」

			　レオン殿下がそう言うと皆も頷く。

			「特に冒険者と義勇兵達は困難な任務をよく成し遂げてくれた。お陰で歩兵部隊は分断されることもなく戦うことができた。その分他の部隊よりも多くの犠牲を出してしまったが、心から感謝する。報奨は王都に帰還してからだが、後で酒を届けさせよう」

			「そいつは有り難いことです。みんなも喜びます。まぁ、俺達は命を賭け金に好きなことをやってるんです。犠牲を悼んでくれるのは嬉しいが、それも自分で選んだことです。気にしないでくださいや」

			　エレが俺をチラリと横目で見ながら戯けたように応じた。

			　……そんなに俺ってわかりやすいか？

			　空気が少し弛む。

			　けどあえてそれを無視させてもらおう。

			「殿下。俺に騎兵を１万貸していただきたい。あ、もちろん明日になってからで構いません」

			　一応フォローはしておく。

			　じゃないと恨まれそうだし。

			「カシャーギー卿は何をするつもりだ？」

			　レギン将軍が聞いてくる。どうでも良いけどその呼び方止めてくれないかなぁ。カシワギってのが発音しづらいのはわかるんだけど、違和感が凄いんだよ。

			「フリステルを攻めれば王国民に犠牲が出ます。ですから先に帝都を落とします。確か帝都にも軍は３万ほどいたはずですが、ほとんどは実戦経験のない治安維持の部隊だったはずです。無論、城には精鋭もいるでしょうが大軍を展開することができないなら、俺が一気に内部に突入して皇帝を確保できます。帝都の城には以前行ったことがありますので構造もある程度は把(は)握(あく)していますし。帝国は動かすことのできる軍をすべて今回の侵攻に動員したようですから、すぐに帝都の守りを増やすことはできないでしょう。タイミング的にも今しかありません」

			「……確かにそれも有効かもしれんな」

			　レギン将軍ではなく殿下が俺に応じた。

			「レギン。用意できるか？」

			　将軍は少し考えた後、口を開く。

			「重装騎馬の兵装を外して鞍だけにすれば帝都まで10日ほどで到着できるでしょう。幸い騎馬は帝国軍から鹵獲したのが何千頭もいますから数も問題ありません。あとは兵糧をどうするかですが」

			「それならば『収納』魔法を使える魔法兵を回しましょう。精々荷馬車一台分を運べる程度の能力ですが全員が加われば10日分くらいなら運べるはずです」

			　ウィスパーがそれに応じる。

			「では残りがフリステルを包囲して牽制するのが良いか」

			「しかしそれでは我々の陣容が薄くなりすぎて、帝国軍が再度兵を出してきたときに対抗しきれないのではありませんか？」

			　王国軍の重鎮の１人がレオン殿下の提案に疑問を呈する。

			　確かに敗れたとはいえフリステルにはまだ４万以上の帝国軍がいる。それを２万そこそこの連合軍で相手をするのは不安だろう。

			　この指摘には他の皆も黙る。

			「ふむ。では我がこちらに残ろう。もし帝国がフリステルから出てこようと動いたときに我が龍に変化すれば出てはこれぬだろう。無論出てきても一向に構わぬがの」

			　意外なことにレイリアがそう請け負ってくれた。

			　思わずレイリアを見ると優しく微笑んで頷いてくれる。
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			　有り難いな。帰ったらたっぷりパフェ奢(おご)ってやろう。……ただし、上限金額を決めて……。

			　レイリアの発言をきっかけに一気にその場の雰囲気が帝都への派兵に傾き、準備が整い次第出発することが決定される。

			　どういうわけかミノタウロスの牙まで一緒に行くことになった。『面白そうだ』と言っていたが何を考えてるのやら。

			　とはいえ、義勇兵はこのままフリステルの包囲陣に組み込まれるが、冒険者達にはいくつかの小集団に分かれて、フリステルに入らずに逃散した帝国兵を捜索してもらうことになっている。

			　攻城戦や包囲戦に冒険者達は向いていないし、職業柄、魔物や盗賊の捜索に慣れてるので適材適所ではある。逃(ちよう)散(さん)した兵士なんて高い確率で盗賊とかになるし。

			　なので別に１パーティくらいこっちに加わっても特に問題ないんだけどな。ついてくるからには当然こき使ってやるし。

			　そして帝都に向かう騎兵部隊だが、総大将にレオン殿下、副将は皇国のビスタス将軍に決まった。それにブルーノとウィスパー、ティアもいる。

			　いや、こいつらはともかく、

			「殿下。言い出したのは俺ですが、危険ですよ？」

			「そうです！　御兄様はこの地に残っていただいてフリステル包囲の指揮を執るべきです！」

			「危険など承知の上だ。それに首尾良く帝城を落とせれば次は政治的な話になる。ユーヤも帝国を滅ぼすつもりまではあるまい。今後、条約の締結にしろ戦後補償にしろその場で意思決定ができる者が必要だ。ならば私が行くのが最善だろう。メルスリアでは政治的な交渉は難しい。いくら可愛い妹がユーヤと行動を共にしたいと望んでいたとしても、私情にかまけて優先順位を違(たが)えるわけにはいくまい？」

			「な?!　ななな何のことですか！　わ、私は、そんな」

			　途中までは真面目な、後半は悪戯(いたずら)めいた表情で答えるレオン殿下にメルが顔を真っ赤にしてワタワタと狼狽(うろた)えてた。

			　今の会話でわかる通り、メルはこっちに居残りだ。

			　帝国の脅威がひとまず収束した以上、王位継承権者上位２人が行動を共にするのはあまりよろしくないらしい。それにフリステル近隣に残留する連合軍の士気にも影響するかもしれない。

			　ということで、実戦部隊の指揮はレギン将軍が担い、メルとレイリアがそれを補佐する形となった。

			「なに、兵の指揮はビスタス将軍に任せるし、私はユーヤ達の後ろについていくだけだ。わざわざ自分の身を危険にさらすつもりはないから心配するな」

			「……わかりました」

			　結局メルがレオン殿下の言葉に折れ、不満そうにしつつも了承したことで組み分けは解決した。はぁ、しゃーないか。何とかなる、いや、しよう。

			　最悪の場合は強引に『転移魔法』で王国まで飛ばしてしまえば大丈夫だろう。

			　メルといい、レオン殿下といい、王族のくせにフットワークが軽すぎないか？

			　そんなこんなで若干バタバタしつつも、翌日に準備を整え、翌々日早朝に総勢１万２千の騎兵が出発する。

			　フリステルに籠(こ)もる帝国軍に察知されないよう、王都に帰還すると見せかけつつ迂回して帝都を目指す。

			　残りの軍は陣形を整え次第、フリステルを包囲するために行動を開始することになっている。

			　そうしておけば帝都を攻めるときに挟撃されるのも防げるし。

			　

			　フリステルから帝都までは通常の馬車で約20日ほどの距離がある。

			　出発してから７日目の早朝、俺達は帝都の町並みが見えるところまで来ていた。

			　かなりの強行軍だ。普通なら馬が駄目になりそうだが、流石は重装騎兵用の軍馬。タフだわ。

			　むしろ乗ってるだけの騎兵のほうが疲労の色が濃いくらいだ。

			　まぁ、馬にしてみればクソ重たい甲冑も重装備の騎士もおらず、軽装の騎士だけなのだ。ほとんど裸馬の状態と変わらないのだろう。脱落者はいないし、まだまだ余裕そうだ。馬だけは。

			　ちなみに俺もバイクではなく馬に乗って移動した。ガソリンもそれほど余裕はないし、オフロードバイクじゃないので長距離の未舗装の街道なんか移動したら故障しそうだし。

			　それはともかく。

			　帝都は当然のことながら帝国で一番大きな都市であり、10万の人口（公称であり、帝都民と認められていない貧民が同数以上いると思われる、らしい）を擁するこの世界でも有数の都だ。

			　帝城の周囲と城下町の周囲の二重の城壁に囲まれ、その更に外側にも多くの家屋が建ち並んでいるが、そのほとんどは流民などが流れ着いて住む貧民街となっている。

			　その貧民街を貫くように東西南北の街門に続く道が広く整備されている。

			　１万以上の騎兵だ。流石にこの距離ともなれば帝都側(むこう)にもこちらの存在は気づかれているだろう。

			「ようやくの到着ですな。もっともわずか７日で着くとは思ってませんでしたが」

			「確かに。まぁ早いに越したことはあるまい。早速突入するか？」

			　ビスタス将軍が物騒な笑みを湛えながら呟く。それにレオン殿下が応じて俺とブルーノを見た。俺は無言で頷く。

			　兵達にも疲れはあるが、多少は身体も休めているし、時間をとる意味もない。

			「突撃!!」

			　将軍の号令を合図に俺達は陣形を整え、一気に帝都へ突入する。

			　貧民街を横目に城門へと辿り着くが、一番大きな大門は普段閉じられており、その両側にある脇門で入都手続きを行っている。

			　もちろん馬鹿正直に手続きをするつもりなんてあるわけがない。俺とウィスパーは先頭を走りながら魔法を練り、特大の『火球』を同時に大門目掛けて叩きつける。

			　凄まじい爆裂音と共に大門が吹き飛ばされ、大きく開かれる。

			　俺は一般市民が巻き込まれていないことを願いつつ帝都の中に雪崩(なだれ)込んだ。

			　帝都内の通りは中央が貴族専用となっているため交差点以外では一般人が通らない。なので速度をできる限り落とさずに走り抜ける。

			　時折周囲を確認するが兵が待ち構えている気配はないし、全員が待ち伏せや罠の存在に警戒しているので何とかなるだろう。一番注意しなければならない遠距離からの魔法や弓矢だが、今のところは大丈夫なようだ。

			　普通ならば帝都を守備している兵士がすぐに集まってきそうだがそれもない。

			　帝国の対応に違和感を覚えながらも、何があっても食い破るつもりで先を急ぐ。

			　ただ、帝国の首都だけあって帝都はやたらとでかい。城は正面に見えてはいるが、まだしばらくはかかりそうだ。

			　門から５キロ以上走り、ようやく帝城の門が見えてきた。

			　これだけの騒ぎを起こしながら突入してきているにもかかわらず、門の前には数名の衛兵らしき姿しか見えず、更には城門が大きく開かれていた。

			　俺達は速度を落とし、罠を警戒する。

			　俺は召喚魔法で『影狼』を呼び出す。

			　試したことなかったから知らなかったけど、移動しながらでも召喚魔法って使えるのか。馬の動きに合わせて魔法陣も移動してきたのが妙にシュールだった。

			　召喚した影狼に先行させて罠の有無を確認させる。罠があればその粉砕と、なければ皇帝の確保を指示した。

			　影狼が駆けだし城門の中に飛び込んでいく。これでひとまず不意打ちは避けられるだろう。

			　ただ、不審感を更に増幅させることに、門の脇にいる衛兵は影狼が飛び込んだときも驚いた様子はあったが、武器を構えようとはしなかった。

			　俺達は少し間を置いて速度を緩めながら先頭に俺、そのすぐ後ろにティア、ブルーノとウィスパーが続き、その更に後ろには殿下とビスタス将軍を囲むように騎士を配置する。

			　全員がすぐさま馬から飛び降りることができるように身構えながら門を通る。

			　そしてここに至っても衛兵は武器を構えようとしなかった。

			　帝城の門を騎馬に乗ったまま通り抜けると城の入口前、馬車を停めるのであろうロータリーのような場所に40名ほどの騎士が左右に分かれ整列しており、その真ん中に男が２人立っていた。

			　１人は貴族らしい服装に身を包み、もう１人はその秘書のような面持ちだ。

			　俺がそれを見ると同時に、影狼から危険は見受けられないとの意志が伝わってきた。

			　姿は見えないが、おそらく影に潜り込んで城内にいるのであろう気配を感じる。

			　判断に困った俺はレオン殿下に目を向ける。

			　俺の視線を受けた殿下は軽く頷くと馬を降りた。

			　そしてそれに倣い俺達も馬から降りる。当然警戒は怠らないが、まずは相手の対応を見ることにした。

			　殿下と将軍の周囲を守りながら俺が先頭に立ち、男のほうへ歩み寄る。

			　10メートルほどの距離まで近づいたとき、貴族風の男が張りのある澄んだ声音で問いかけてきた。

			「勇者カシャーギー卿とアリアナス王国のレオン殿下とお見受けしますが、間違いございませんか？」

			「そうだ！　貴方は？」

			「失礼いたしました。私はベルゼ帝国第３皇子、リオネス・ルシャール・ド・ベルゼと申します」

			　驚いた。皇子様らしい。が、俺は会ったことがない。俺が知っているのは皇帝とあの馬鹿丸出しの第１皇子、それと陰気な顔をした第２皇子だけだ。

			　確かに第３皇子がいるという話は聞いたことはあるが、その為人(ひととなり)は誰も知らなかった。

			　これは俺の手には余るな。殿下にバトンタッチしよう。

			　俺が殿下のほうを向くと意図を察知して殿下が前に出てくる。位置を入れ替わり、殿下のすぐ後ろで不測の事態に備える。ブルーノとウィスパーも周囲に目を配っていた。

			「初めてお目にかかる。レオン・レーデス・アリアナスだ。こうして出迎えるということは我々がこの場に来た理由は承知しているということだな？　グルザス殿のところへ案内していただこう」

			　殿下の射るような視線と口調に第３皇子は困ったような表情で答える。

			「皇帝陛下は崩御されました。３日前のことです」

			「何!?」

			　思わず俺と殿下は顔を見合わせる。

			「では、次の皇帝は皇太子である第１皇子ということでよろしいか？」

			「通常ならばそうなりますが、兄には皇帝陛下に無断で兵を動かした嫌疑がかけられております。故にそれが事実であるならば重大な背信行為であり、継承権が剥奪されます」

			　皇子の物言いに殿下の表情が険しくなる。

			「ほう？　つまりはこの度、我が国に突然侵攻してきたのは皇太子が勝手にしたことで帝国は与り知らぬと？」

			「そうは申しません。確かにこの度のことは皇帝陛下のご意志ではありませんが、我が国の皇太子が引き起こしたことであり、次の皇帝になる者がその責を負わねばならないでしょう」

			「つまり？」

			「継承権第２位は第２皇子であるバルドですが、かの者は研究にしか関心がなく継承権を放棄すると申しております」

			「つまりはリオネス殿、貴方が次期皇帝となるのだな？」

			「はい」

			　どうにも回りくどくてイライラする会話だな。

			　俺はこういった上流階級の腹の探り合いはどうしても馴染めない。思わず適当に混ぜっ返したくなるが、流石に今は止めておく。

			　俺は空気の読める、はずの日本人だ。うん。

			「ならばこの度の戦争、どう始末をつける」

			　今度は殿下がはっきりと『戦争』と言い切る。

			　それでも目の前の皇子の穏やかな表情は小揺るぎもしない。

			「我が帝国は、アリアナス王国及びイルヴェニア皇国、都市国家連合の３カ国連合軍に対し降伏いたします」

			　表情を変えぬままリオネス皇子ははっきりと告げた。

			　これには流石に殿下も驚いたらしい。

			　俺も驚いた。いきなりここまで譲歩するとは思ってもみなかった。

			　もっとも当初の思惑では力ずくで無条件降伏を迫る予定ではあったが。

			「……本気か？」

			「もちろんです。これ以上抗ったところで結論はそれしかないでしょう。そもそも勇者殿が黒龍を伴ってアリアナス王国に帰還したのに、戦争を継続できるはずがありません。無理をして戦争を継続したところで国が疲弊し、民が行き場を失うだけです」

			　判断としては正しいのだろう。外征に余剰兵力のすべてを投入しておきながら半数を失い敗北。更に敵国が帝都にまで逆侵攻している上に戦闘力が人外レベルの勇者までいる。

			　冷静に判断して大幅に譲歩せざるを得ない状況であるのは間違いない。しかし、その場合でもまず停戦や講和を申し入れるのが定石であるのに、いきなり降伏を申し入れるのは普通は考えられない。

			　そして外征の敗北直後の皇帝崩御。こんなタイミングでの偶然はあり得ない。皇帝の死が事実だったとしても、それは自殺の強要か暗殺か。

			　おまけにすべての罪を皇太子に負わせ、更に継承権２位は継承を放棄。

			　どう考えても目の前にいるこの穏やかそうな皇子が糸を引いているとしか思えない。

			　ただ目的がわからない。いったい何が狙いなのか。

			「降伏の条件等についての話し合いをしたいのですが、この場で立ち話というわけにもいきませんね。すぐに場所を用意させます。よろしいですか？」

			　あくまで穏やかそうな表情を崩さぬままリオネス皇子が提案してくる。

			　その言葉にレオン殿下が俺に視線を向けて確認してくる。先行させている影狼から伝わってくる感情から現在までのところ、伏兵や罠の存在は確認できない。

			　もちろん一欠片(かけら)も油断できる状況ではないが、ここは提案に乗る以外の選択肢はとれないだろうな。

			　俺は殿下の視線に頷いて答える。

			「承知した。ただし20名ほどの騎士は護衛として同行させる。もちろん他の者も含め武装解除はしないが了承してもらえるか」

			　殿下の探るような視線と返答にも「無論構いません」と、一切の表情を変えることなく皇子は言いきった。

			「では私は先に準備を整えておきます。案内の者を付けますので人選が終わりましたらお越しください」

			　皇子がそう言って１人の騎士を手で示し、軽く会釈をして城内へ戻っていく。

			　……皇子の側に控えていた秘書っぽい人、結局一言も喋ってないけど、いいのか？　「案内の者」って言葉に一歩踏み出そうとして、騎士を指名されたときすごく切なそうな顔してたけど。

			　それから俺達はすぐに同行するメンバーを編成する。

			　まずはビスタス将軍。これは外すわけにはいかない。

			　将軍は王国の友好国であり、この度の戦いでも率先して援軍を出した皇国の将軍だ。彼を抜きにして王国だけで交渉するのは良くないだろう。

			　そして当然ながら俺。そしてティアにも同行してもらう。

			　後は罠の存在を考慮して臨機応変に対応でき、突破力も期待できるミノタウロスの牙。その他に王国の騎士と皇国の魔法兵を15名同行させることになった。

			　ブルーノとウィスパーには残存する騎士達を統率し、万が一のときには帝城に突入できるように待機してもらう。この２人ならば不測の事態にも、ある程度は対応できるはずだ。最悪でも俺が殿下と将軍を転移させてから駆けつけるまで時間を稼いでもらえれば何とかなる。多分。

			　人選と準備を進めながら俺は殿下と将軍に小声で問いかける。

			「狙いは何なんですかね？　あまりにアッサリしすぎてて不気味なんですが」

			「まったくですな。今の帝国に打つ手はそれほど多くないとはいえ、簡単に降伏とは……」

			「私にもわからん。が、今は様子を見るしかあるまい。ただ」

			　殿下が何やら気になるところで言葉を切る。

			「？　レオン殿下、何か？」

			「いや。私はあのリオネス皇子とやら、確かに名は聞いたことがあるが、それ以外はまったく情報を持っていない。我が国も以前から帝国に対しては相応に警戒していたのでな、諜報は欠かしていないにもかかわらず、だ」

			「我らも同じですな。名と容姿くらいしか耳にしておりません。皇帝の子であれば普通は多少なりとも為人(ひととなり)は伝わってくるものですが」

			　殿下も将軍もあの皇子に対して相当胡散臭さを感じているようだった。

			　少なくとも普通なら当然伝わってくるはずの情報を徹底的に秘匿する必要があり、それを実行するだけの能力があるってことだからな。

			　殿下はしばらく考えていたが、今は結論を出せないようだ。

			「ユーヤ、罠や伏兵はないか？」

			「影狼が探っていますが特に不審な点はないようです。不自然でない程度の衛兵は各所に点在しているようですが、むしろそれが逆に不自然に感じられるくらいですね」

			　殿下の問いにそう答える。

			「とにかく、ユーヤは罠や不測の事態に警戒してくれ。ビスタス将軍、貴公はあの皇子や周囲の者に関して何か気になることがあれば教えて欲しい。無論交渉内容に口を出してもらっても構わない」

			「了解」

			「承知しました」

			　一応の確認だけ済ませ、選別した人員を連れて案内に従い、城内へ入る。

			　巨大な城だが、幸いそれほど奥まで連れて行かれることもなく、ほどなく会議室のような部屋へ通される。

			　念のため騎士と魔法兵を10名、部屋の前に待機させ、残りのメンバーが部屋へ入る。

			　部屋の中にはリオネス皇子と、先ほども一緒にいた秘書官らしき男、文官なのか壮年の男が４名、あとは騎士が６名いるだけだった。

			　気配を探るが周囲に伏兵がいる様子はない。ただ一応影狼は呼び戻して俺の影の中に潜ませておこう。

			「では、早速ですが、我が国のアリアナス王国、イルヴェニア皇国、都市国家連合の３カ国連合軍に対する降伏とそれに伴う停戦協定に関しての条件を、協議させていただきたいと思います」

			　リオネス皇子の隣の秘書官が口火を切る。

			　それに応じるのは当然レオン殿下だ。

			「我々の要求は主に５つだ。

			　一つ、フリステルに立て籠もっている帝国軍の即時撤退と略奪したすべての物の返還。

			　一つ、この度の侵略に対し損害の補償と賠(ばい)償(しよう)。

			　一つ、帝国国内にいるすべての奴隷の解放と以降の奴隷の売買及び所有の禁止。それを確実に履行するための法整備と奴隷狩りの被害に遭った奴隷に対する賠償及び故郷へ帰還するための支援。

			　一つ、これらの用件がすべて完遂されるまでの期間、帝都及び帝国国内への連合軍の駐留及びその経費の負担。

			　一つ、帝国内に駐留する連合軍及び政府関係者への行動の自由及び安全の保障。

			　以上だ」

			　殿下の出した条件に帝国の文官達が騒然とする。

			　秘書官らしき男も眉根を寄せて厳しい表情だ。

			　まぁ当然だろう。最初の２つは帝国側も予想していただろうが、奴隷の解放と連合軍の駐留は簡単に呑めるような内容じゃないはずだ。

			　奴隷に関しては、帝国の生産能力を支えているのは奴隷の使役だ。これによって抑えた分のコストを軍事費に回すことで帝国の拡張主義を支えてきたのだし、一般の商会や個人も奴隷を所有している。国が解放しろと言っても簡単ではないだろう。

			　軍の駐留に関しては実質的な占領と見なされかねない分、余計に受け入れられないはずだ。

			「奴隷に関しては３カ国出身の者ということでは不足ですか？　それに犯罪奴隷や借金奴隷もいるはずですが」

			　表情を変えないままにリオネス皇子が確認してくる。

			「帝国が公式には否定しながらも奴隷狩りを事実上推進してきたことを我々は知っているし、そのことに関して帝国側の言い分を聞く気はない。犯罪や借金にしても公正な手続きが取られているか確認できない以上、拉致されてきた奴隷狩り被害者と同列に扱うべきだろう。それに３カ国の人間に限定すれば書類上いくらでも誤(ご)魔(ま)化(か)すことができるのだからな」

			　殿下が強く言い切り、妥協の余地がないことを示す。

			「やむを得ませんか。しかし即座にすべての奴隷を解放するというのは流石に無理です。農業や鉱山で使役されている奴隷も多く、一度に抜ければ国内が混乱し、暴動が起きるでしょう。そうなれば折角解放された奴隷が害される可能性もあります。個人や小規模な商会等が所有する奴隷に関しては協定が発効されてすぐ。それ以外は業態や規模に応じて段階的な解放とさせていただきたい。無論それまでの間に奴隷が害されたり環境が悪化することのないような措置を執ります。最長でも３年以内。それに調査の結果、奴隷狩りの被害者であることが確認できれば最優先で解放するようにしましょう」

			「２年以内だ」

			「……わかりました」

			　リオネス皇子は少し考えるように沈黙した後、小さく頷いて同意した。

			「最後の連合軍及び政府関係者への行動の自由ですが、我々に行動を制約する意図はありませんが、無原則に行動の自由を認めるわけにはいきません。帝城内や個人の邸宅などに無断で立ち入られては困ります。予(あらかじ)め自由に行動できる範囲は決めておき、その他の場所で必要があると認められる場合は事前に協議させていただきたい」

			　これに殿下はビスタス将軍に視線で確認し、将軍が頷いたことで「承知した」と答えた。

			　それからは細かな条件を摺(す)り合わせ、１時間ほどでおおよその合意が得られた。戦争でこちらが確保した捕虜に関してもフリステル解放後、現在フリステルを包囲している連合軍が帝都まで護送し、引き渡すことになった。ただし被害の補償と賠償金額に関しては詳細が明らかになっていないため今後事務方で調整することになり、合意書にもその旨が明記された。

			　そして、帝国側はリオネス皇子が皇帝代理として、連合軍側はレオン殿下が代表して調印を行った。

			　実に呆気ないほどアッサリと協定が結ばれた。

			　皇子は終始穏やかな表情のまま。帝国の文官達も多少難しい表情をしているものの異論を挟むことはなかった。

			　順調すぎて、ここにきても相手の意図がまったくわからない。

			　特にこちらに対する悪意は感じられないし、城内に不穏な気配もない。

			　まったくわけがわからない。

			　ともあれ協定は締結し、合意書は交わされた。

			　流石の帝国でもこれを覆すのは容易ではないはずだ。

			　相手の狙いに不気味なものを感じながらも、とりあえず俺達は協議の部屋を出て城外で待機していた騎士達と合流する。

			「相手の意図は見えないままだが、まずは合意書を交わすことができた。それもこちらに有利な条件でだ。そこで私はユーヤの転移魔法で一旦フリステル周辺に展開している残存部隊と合流し、そちらと共に再度帝都まで来ることにする」

			　殿下がそう言って帝都に残る部隊の指揮をビスタス将軍に依頼する。

			　そして俺は殿下をフリステルの部隊に連れて行った後、２名の騎士を連れてアリアナス王国王都へ帰還し国王陛下へ今回の件を報告することになった。

			　ちなみに今回ついてきたのは良いものの、何もすることがなかったミノタウロスの牙の連中が暴れられなかったことを愚(ぐ)痴(ち)っていたので、今回の件が少し落ち着いたら王都でたっぷりと俺と模擬戦をすることにした。しきりに遠慮していたが最終的には涙を流していたので喜んでくれたのだろう。何よりだ。俺も今回はどうにも消化不良気味だからな。

			　さて、あとひと息で終わる、はずだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レオン達３カ国連合軍の代表が交渉の場となった部屋から退出した後、その場に残った帝国の文官は大きく溜息を吐いた。

			「殿下、本当にあの内容でよろしかったのでしょうか」

			　文官達の中で最も渋面で交渉を見守っていた人物である。

			　男がそう漏らすのも無理はない。合意した内容から読み取れるのは、帝国の完全なる敗北宣言としか思えないものであったのだから。

			「構わない。多少予想を超える部分はあったがそれも想定の範囲内だ。むしろこれからやろうとしていることを考えれば最上といっても良いだろうな。大体、大陸統一など虚栄心を満足させるだけでしかない『愚者の夢』そのものなのだからな」

			　リオネスはそう言って満足そうに笑う。

			　その表情はまるで勝者であるかのようだった。

			　いや、事実、彼からしてみれば現在の状況は最善と言っても良い状態なのだ。

			　

			　彼の以前の立場は帝国の第３皇子。上には２人の兄がおり、姉も３人いる。

			　そして帝室内において、その立場は常に不安定で危険なものであった。

			　帝国は専制政治でありながら貴族の力も強い。そういった国にありがちなことだが、その歴史は後継の座を巡って骨肉の争いを繰り広げた血の歴史でもある。

			　継承権が低ければ我関せずで済むであろうが、リオネスは継承権第３位。当然兄達も周囲の大貴族達も、その一挙手一投足を警戒しつつ注視していた。

			　幼い頃から高い洞察力と思慮深さを持っていたリオネスは徹底的に自らを秘匿した。

			　特徴のない凡庸で覇気に欠けた皇子を演じ、大貴族からの接触も避けた。社交界に顔を出すこともなく国民のみならず大多数の下級貴族達でさえ第３皇子がいることは知っていても、名前も容姿も知らないという状態を作り出すことに成功する。

			　お陰で父親である皇帝すらも彼に何ら関心を寄せることもなく、身の危険を感じることなく成長することができた。逆に第２皇子は幾度も暗殺の危機にさらされ、精神をすり減らした挙げ句、一切の権力から逃げるように魔法の研究に没頭するようになった。

			　リオネスは一方で極秘裏に人材を集め、下級貴族と平民を中心に戦力を蓄えていった。兄達や大貴族達に気取られないよう時間をかけ、慎重に、用心深く。

			　特に転移魔法を使うことのできる者を重用し、情報の収集と情報操作を綿密に行った。

			　そんな中で起こったのが今回の王国への出兵である。

			　邪神の軍勢との戦い以前から準備が進められていたその計画には、リオネス自身も帝国の勝利を予想していた。ところがフリステルを占領し、更に王都まで進軍する準備を進めていた矢先、アリアナス王国に潜入させていた諜報員からリオネスの元に、勇者と黒龍が王都に帰還したとの報告が入ってきたのだ。

			　もちろん帝国も勇者に対しては十分に警戒しており、少数の部隊を戦後の混乱の中にあった王城内に潜入させ、勇者を召喚した魔法陣を破壊させた。それゆえ聖女といえど再び勇者を召喚することはできないはずであった。

			　ところが召喚されたわけではないのに、再び勇者が王国へ帰還した。更にその傍らに、かの黒龍を伴っていたのだ。

			　この報告を受けたリオネスは即座に今回の外征の敗北を悟った。

			　勇者と直接の面識はない。一度帝城に勇者が訪問した際に離れた場所からその姿を覗き見ただけだ。

			　しかしそのときに感じた意志の強さ、積み上げた強者としての威圧感は強烈に印象に残り、実際皇帝すらも恐怖と魔王の敗北を確信したという。

			　確かにあの勇者は対集団戦で圧倒的な武力を発揮できるわけではないようだった。しかし勇者が作戦を立案し、その先頭に立った戦いは常に相手を蹂躙し、味方の損害はほとんど出ないと称されるほどだった。

			　その勇者が最上位龍である黒龍と共に参戦する。

			　たかが10万にも満たない軍で勝てる道理がない。

			　そこでリオネスはこの機会を最大限に利用することを決断した。

			　この時期主要な貴族達は帝都に集まっていた。この戦いでアリアナス王国が帝国軍によって占領された後の利権の調整のためである。この時点でリオネスを除き、誰も帝国の敗北など予想してはいなかった。

			　リオネスは秘密裏に、かつ、急いで準備を進め、帝国軍が敗北しフリステルに逃げ帰る途中、潜入させていた諜報員が転移魔法で結果を知らせてきた直後に行動を開始した。

			　まず皇帝に薬を盛って昏睡させた後に隔離し、前祝いとばかりに貴族院に集まっていた主戦派の貴族達を『無(む)謀(ぼう)な出兵により敗北を招いた』として一挙に捕縛する。更に王都の守備兵に命じて捕縛した貴族の私邸及び関連先、その貴族を支援してきた大商会を閉鎖し、使用人達を軟禁。無論情報が漏れないように転移魔法の使い手は捕縛あるいは殺害された。

			　リオネス自身が抱える兵力は５千ほどでしかなかったが、それとは別に帝都にいる騎士、衛兵、警備兵は皇帝がすべての指揮権を持つ。その皇帝代理として、戦役で不在の皇太子や引き籠もった第２皇子に代わり第３皇子が命令を行う。彼らが疑問を抱くことはなかったのだ。

			　クーデターとでも言うべき相当に強引な手段ではあったが、抵抗するであろう貴族の当主や重鎮が瞬く間に捕縛されてしまった状況では対抗することは誰にもできず、敗戦の報からわずか５日で帝都を掌(しよう)握(あく)してのけたのである。

			　未だ各貴族の領地までは手が届いていないが、幸い今回の外征には有力貴族が自らの私兵のほとんどを投入しており、制圧は時間の問題である。

			　問題となるのはフリステルから帰還する兵達だが、これも連合軍との協定で『フリステルから撤退する軍は短剣以外のすべての武器防具を放棄する』との合意があり、その確認は連合軍が担ってくれることになっている。

			　このように協定も含め、事態はリオネスにとって最善と呼べるものなのである。

			　あとは敗戦の責任を第１皇子と主戦派の貴族達にとらせ、自分は国を立て直すために皇帝となり、今後の国の舵取りをする。

			　戦後賠償や奴隷解放に伴う負担は軽くはないだろうが、大貴族達やそれと癒着して私腹を肥やしていた商会の私財を没収すれば十分に余力はある。

			　流石に父である皇帝を殺したことには思うところがないわけではないが、既に割り切っている。素(もと)より接点が少なく、情が薄いこともあっただろうが。

			　次兄である第２皇子に対しては特に監視以外のことをするつもりはなく、本人が没頭している魔法研究も必要であれば相応の支援をしても良いとすら考えていた。

			「しかし、奴隷の解放は混乱が大きくなると考えられますが」

			　秘書官の男が懸念を表す。

			「それも問題はない。２年の猶予があるし、そもそも奴隷によって富を生んでも先がないからな」

			　リオネスはそれも否定した。

			　リオネスの考えでは奴隷制度は利点よりも難点のほうが遥かに多い。

			　帝国では大貴族を中心に鉱山や農場に多量の奴隷を配し生産を行っているが、その労働生産性は決して高くない。

			　当然である。強制的に連れてこられ、賃金もなく粗末な食事と不衛生な住環境で過酷な労働を強いられて生産性など上がるわけもない。

			　更に問題なのは、そこで生み出された富は一部を除いて還流せず、使役する者が過剰に富を蓄えるだけになっていたことだ。

			　要するに奴隷の使役は平民の職を奪い、大量の流民や貧民を生み出す。結果として治安が悪化し、それに対応するために本来不要な警備を行わなければならず、国としては余計な経費がかかるだけなのだ。

			　そうすると、一部の貴族と大商会、それに奴隷狩りと売買を生(なり)業(わい)とする裏社会の力が強くなり、国家の安定を損なってしまう。

			　それくらいならばこの機会に奴隷を解放して、代わりに貧民達に職を与えれば賃金を得た民は様々に消費を行い、それが新しい産業を生み出していくだろう。一時的には財貨の持ち出しはあっても、経済が活性化し貧困層が減れば税収も増える。そして何より貧困故の犯罪が減り、治安が良くなれば対応するための経費も抑えることができる。

			　加えて、今回の奴隷解放は連合軍の求めたものであり、敗戦した帝国はそれに応じざるを得なかったという形が取れる。

			　まさに願ってもないことだ。

			　確かに連合軍の駐留は当初の予定を超えるものであったが、そのことは逆に敗戦を帝国内に知らしめ、帝国の舵取りをしてきた大貴族と前皇帝及び皇太子の責任を追及し処断する大義名分にしやすい状況だといえる。

			　そしてリオネスが新皇帝となり連合国と折衝を重ねつつ、経済を活性化し治安を回復させる。

			　民衆は挙(こぞ)って支持することだろう。

			「さて、これから更に忙しくなる。皆にも負担をかけるが力を貸して欲しい」

			　リオネスが文官達を見回し決意を込めて言う。

			　それを受けて男達も強く頷いた。彼らもまたこの若い皇子に賛同し、危険を冒してでも力を尽くそうと長年準備を進めてきたのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺はメルとティアを連れて王都の街門を抜け、王城に向かって歩いている。

			　レオン殿下をフリステルを包囲している連合軍まで転移で送った後、打ち合わせた通りまず騎士を２名王都まで転移させた。

			　ん？　一緒に転移しなかったのかって？

			　俺の転移魔法は自分以外に２人、自分を含めて３人までしか転移できないのよ。

			　レイリアだったら10人くらい一度に転移できるんだけどな。

			　それでも通常は１人しか転移させられないらしいから十分なんだけど。

			　んで、その騎士達が先触れとして王城に向かい、俺が殿下から合意文書の原本と報告書を託された。

			　レオン殿下はフリステルから帝国軍が撤退するのに併せて、帝国内に駐留する軍を編制してそれと共に再び帝国へ赴(おもむ)く予定だ。

			　冒険者や義勇兵はそのときに解散し、王国兵の一部はそのままフリステルに残留。復興と治安回復に努めることになり、その指揮はレギン将軍が行う。援軍として参戦した皇国と都市国家連合の軍は半数ほどが本国に帰参し、残りはレオン殿下と共に帝国に駐留することとなった。

			　暫定ではあるが駐留軍の司令官にレオン殿下、副司令官に皇国のビスタス将軍、参事官として都市国家連合の各都市の指揮官が充てられる。

			　ちなみに冒険者への報酬は後日ギルドを通して、義勇兵に対しては解散時に王国の国庫より報奨金が支払われ、更に希望者は王都や各都市の衛兵や従士への登用も行われるらしい。

			　これらのことが決定されたので、役目を終えたメルを連れて俺とティアは王都へ帰還することにした。

			　レイリアは『帝国が後からつまらぬことを考えぬよう、少々牽制してから戻るとするのじゃ』とか言って、黒龍姿で帝国方面に飛び立っていった。やり過ぎないことを祈ろう。

			　外部から王都の中に直接転移することは結界の効果でできないが、王都内の転移はできるので、街門を抜けてすぐに王城前まで転移することも考えた。が、俺はあえて歩いて王城まで向かっていた。

			　疲れているであろう２人には悪いが、ちょっと精神状態がまだ戦場モードから戻りきってないので少し落ち着きたいからだ。

			　ただ、王都でメルは当然だが、俺やティアの顔も結構知られているので全員フード付きのローブを纏っている。

			　先触れで状況は報告されてるから少しぐらい遅れてもいいだろ？　ってなわけで、のんびりと歩きながら街の様子を見る。

			　避難した住民達がまだ戻っていないからか以前見た活気はないが、街を歩く人達の顔に悲壮感はない。多分、平原での連合軍勝利を既に知っているのだろう。少ないながらも露店が出て呼び込みの声も威勢が良い。

			　隣を歩くティアを横目で見ると、フードから覗く口元が嬉しそうにニコニコしている。

			「随分嬉しそうだな。ティア」

			　俺がそう言うとティアは更に笑顔を輝かせて、

			「はい！　だって、守れたんですよ！　私達が！」

			　そう言った。メルも大きく頷いて続ける。

			「はい！　ユーヤさんが来てくださったおかげで守れました。この国の、この人達を」

			　そうか、そうだよな。

			　もしかしたら殿下達だけでも勝つことはできたかもしれないけど、あの戦いで俺達が果たした役割は小さくなかったと考えるのは己(うぬ)惚(ぼ)れじゃないと思う。

			　けど、やっぱり慣れないよな。

			　味方が死ぬのも、敵を殺すのも……。

			　

			　王都に入ってから小一時間ほど歩き、王城に到着する。

			　こちらの姿を確認した衛兵が短槍を構えて誰(すい)何(か)してくる。あ、ローブのフードを被ったままなの忘れてた。

			　フードを取り顔を見せると衛兵は慌てて敬礼をして謝罪してくるが、どう考えても謝るのこっちだよね。ゴメン。

			　国王陛下に報告に来た旨を伝えると、すぐに城内に案内するよう既に指示がされていたらしく迎えの侍女……エリスさんかよ……が出迎えてくれた。

			「ユーヤ様、この度はアリアナスを救ってくださり、ありがとうございました。お礼としまして、まずは私の身体をご賞味くださればと存じます」

			　相変わらずのピクリとも動かないアルカイックスマイルでそんなことを曰(のたま)う。

			　ここで『うん』と言ってみたい気もするが、いろいろと怖いので流すとしよう。

			　大体、今俺の後ろには２人もいるのに迂(う)闊(かつ)なこと言えんし。

			「はぁ、エリス、冗談もいい加減にしてください」

			「私はいたって本気でございますよ？　ああ、姫様が先に予約されておられるのですか？　それでしたら」

			「よ、予約なんてしてません！」

			　相変わらずの主従に気持ちが少し和む。

			「と、とりあえず陛下に報告をしないとマズいので」

			「そうですか。ではそれは後ほどということで。それではご案内いたします」

			　不安そうに俺を見るメル。いや、ないから！

			　俺とメルの視線の攻防にお構いなくエリスさんが先導し、謁見の間へ通される。

			　扉の前にいた騎士が俺の顔を見るなりビシッと敬礼し、満面の笑みで到着を告げ、扉を開く。

			　数日前にも入った謁見の間だが、雰囲気はまったく異なるものだ。

			　その場にいる面子も位置も変わりないが、その表情は一様に明るく、以前にあった焦(しよう)燥(そう)感など微塵も見られない。もっとも内務卿殿だけは憮(ぶ)然(ぜん)とした表情を隠さないが、それでもその雰囲気に以前見られた切羽詰まったものはない。ってか、あれ絶対表情作ってるだけだし。

			　俺達はアリウス陛下の前に片膝をつき頭を垂れる。

			「陛下、ただいま戻りました」

			　メルが代表して挨拶する。

			「よくぞ戻った。すでに先触れの騎士から報告を受けておる。ご苦労であった。以前にも言ったが礼は不要だ。詳しい話が聞きたい」

			　俺は頷きながらアイテムボックスから殿下より預かった帝国との協定の合意書と陛下宛の書状を取り出し、受け取るために進み出た宰相閣下に手渡す。

			　受け取った宰相閣下はそれをそのまま陛下に手渡す。

			　受け取った陛下はまず合意書に目を通し、満足そうに頷いてそれを宰相閣下に渡す。

			　閣下は恭しくそれを掲げて自らの定位置に戻り合意書の内容に目を通す。その宰相閣下の持つ書状を他の重臣達が前後左右から覗き込んでいた。まるで休憩時間にエロ本を広げた奴の周りに集っている男子高の生徒みたいな光景だ。うん、威厳の欠片もないね。

			　その間に陛下はレオン殿下の書状に目を通していたが、

			「ふむ、レオンから帝国内で事務処理と折衝を行う文官を派遣するよう要請があった。それとフリステルの復興と治安維持の人員だな。直ちに手配するように」

			　ただ１人宰相閣下に群がっていなかったベルリアス内務卿に指示を出す。

			　おっさんは厳粛な表情を崩さず一礼すると、すぐに取りかかるためだろうその場を離れ、謁見の間を退出する。

			　その際にわざわざ俺の脇を通り「ご苦労だった。感謝する」と、俺にしか聞こえないような声でボソッと言い、返事を聞くこともなく立ち去った。

			　……ツンデレなのか？

			　

			「さて、この度のそなたの働きはレオンからの書状にも功績大であったと書かれていた。重ねて礼を言う。何より、そなたが自らの意志でこの国を救ってくれたことは大きい。復興に励む国民に対する何よりの支えとなろう」

			「力になれたこと嬉しく思います。私は私の大切な友人達の窮状を見過ごせなかっただけですので、礼ならティアとレイリアにしていただければそれで十分です。それにメルスリア殿下が力を尽くしてくださったおかげで少なくない冒険者が救われましたし」

			　実際、今回のことは自己満足に過ぎないしな。

			「無論レイリア殿とティアには改めて感謝を伝えるとするが、信賞必罰は国の依(よ)って立つところだからな。そなたの功績で報奨なしなど考えられん。とはいえ、そなたは異世界の者だからな、ふむ、よし！　メルスリアをやろう！　胸は少々物足らんかもしれんがその代わり尻はなかなかの、ブピョ！」

			　陛下のロクでもない提案は、左側にいた王妃陛下の人中への裏拳と、いつの間にか定位置である右側に戻っていたメルの延(えん)髄(ずい)への肘撃により強制中断される。

			　一撃で意識を刈り取られた陛下は、すかさず背後に移動したエリスさんが玉座まで移動させた。

			　……エリスさん国王陛下の襟首持って引き摺ってったけど、いいのか？　あれ……。

			「陛下は心労から解放されて冷静さを欠いているようですので、ユーヤ殿に対する報奨は改めて考えましょう。積もる話は晩餐のときにでもゆっくりとするとして、今は少し身体を休めてください。ティア」

			「は、はい！」

			「貴女もご苦労様でした。それと、ありがとう」

			　王妃様がそう言って優しげに微笑む。ティアの目に涙がにじむ。

			　思わず見惚れたくなるほど慈愛に満ちたお顔とほっこりする光景なんですが、先ほどの神速の裏拳を見た後だと怖いです。

			　いつの間にやら整列し直していた重鎮達も機嫌良く笑みを浮かべている。が、誰も国王陛下の様子を気にする素振りがないのが気になる。いいのか？

			　ともあれ、さすがに疲れているのは確かなので、お言葉に甘えさせてもらうことにしよう。俺は一礼して謁見の間を後にする。

			　扉を出た途端、何故か前にエリスさんがいた。

			　俺が歩き出す直前までメルの斜め後ろにいたはずなんだが、この人いったいどんな特殊能力持ってんだ？

			「では、湯浴みと寝室の用意をさせます。その後は……」

			「何もしませんからね?!」

			　部屋には鍵をかけて結界を張ることにしよう。

			　

			　翌日、俺は王都の街を歩いていた。

			　王城を出て真っ直ぐ行き、中央広場を右に曲がる。しばらく進むと正面に神殿が見えてくる。この世界の主神である女神ヴァリエニスの神殿だ。

			　神殿に入ると正面に女神像が鎮座しており、内部は清浄で荘厳な雰囲気に包まれている。

			　神官らしき男性が俺に気づき、近寄ってきた。

			「これは勇者様。何か御用がございましたか」

			　男性は親しげな笑みを浮かべながら声をかけてくる。

			「いや、女神に祈りを、と思ってね」

			　俺の答えに男性は一層笑みを濃くして頷く。

			　そして邪魔にならないようにだろう、一礼した後に下がっていった。

			　ちなみに今の俺の恰好は、鎧は着けていないが腰には剣帯、そして長剣を下げている。

			　普通なら帯剣して神殿内に入ることはできないはずだが、俺が勇者であるせいだろう、特に咎められることはなかった。

			　女神像の前に形だけ膝をつきヴァリエニスに呼びかける。

			　次の瞬間、俺は別の空間にいた。

			　

			　白で埋め尽くされた広い空間。

			　そこに完璧な容姿を持つ女性が立っている。

			　女神ヴァリエニス。

			　俺をこの世界に連れてきた張本人だ。

			　そう、俺はコイツに会うために神殿に来たのだ。

			　普通なら神殿に来たからって女神に会うことなんざ簡単にはできないが、俺の場合は邪神と戦うために神域に入ることができるようになっている。といっても今回は向こうから招き入れてくれたみたいだが。

			「あら～～、誰かと思ったら～～、よく来たわね～～」

			「久しぶりってほどでもないが、聞きたいことがあってな」

			　相変わらずの間延びした声に神経を逆なでされたような気がする。

			　ってか、間違いなく俺がこの世界に戻ってきたのは知ってるはずだからな。

			「何かしら～～～。貴方の頼みなら～～、ある程度は叶えるわよ～～～」

			「……んじゃ、まずはそのわざとらしくて苛つく口調を何とかしてくれ」

			　初っぱなから一発かましておく。コイツに付き合ってると話が進まないからな。

			　女神に対する態度としては不遜に過ぎるだろうが、それだけの理由がある。

			　俺がそう言った途端にヴァリエニスの表情からわざとらしい笑みが消える。

			　といっても別に怒ったわけではない。多分だけど、これがヴァリエニスの本来の表情なのだろう。

			　造形は美しいが、人間の無表情とは明らかに違う無機質にも見える表情。

			「さて、私からも話したいことがありますが、まずは貴方の問いに答えましょう」

			　そう言ってヴァリエニスは俺に視線を向ける。しかしその目には何の感情も浮かんではいない。まるで路傍の石でも見るかのようだ。

			　実際女神の感覚としては似たようなものなのだろう。

			　俺がこの女神に会ったのはほんの数回に過ぎないが、それでもわかったことがある。ヴァリエニスは人間、いや、この世界に生きるすべての存在に何ら特別な感情を持っていない。

			　教会ではヴァリエニスはこの世界のすべてのものに等しく愛を注いでいると教えているが、それは裏を返せばすべてに無関心であることと変わらない。等しい価値とは無価値でもあるのだから。俺を召喚して世界を救わせたのも人を救いたいからではない。多分、救いたかったのは別の存在。

			　俺は意識を切り替えて女神に質問をぶつけることにする。

			「俺が元の世界に戻ってからも魔法が使えるのは何故だ？」

			　元の世界に戻ってから感じた最初の疑問。

			「魔法に限らず、貴方がこの世界で身につけた力は私が与えたものではなく、貴方自身が積み上げたもの。それを奪うことはできません。それに貴方のいた世界で魔法があまり使われていないのは魔法の技術が失伝しているからに過ぎません」

			　ってことは、よくラノベなんかで書かれるような『魔素がない』なんてことはないのか。それに『あまり使われていない』？　使ってる奴もいるのか？

			　とはいえ、この答えはある程度予想済みだった。

			「なら『収納』と『鑑定』、『言語理解』はどうなんだ？　これはアンタにもらった魔法だろう」

			　俺は召喚されたときに特にチートはもらっていない。自分で鍛え、学び、身につけたものだ。だが今言った３つは召喚された際にヴァリエニスに与えられたものだ。まぁある意味チートかもしれんが。

			「それらはこの世界でも持っている者が存在するスキルであり、後天的に身につけることのできるものです。今の貴方の力ならば得ることができるでしょう。ですからあえてそれを取り上げる意味がありません」

			　確かに『収納』、俺はアイテムボックスって呼んでいるが、それを使える奴はそれなりにいるが、容量はまるで違うんだがな。俺のは時間も停止するし容量もほぼ無制限だし。

			　まぁ、それは良いか。

			「んじゃ、次の質問だ。……俺の元の世界で召喚魔法が使えるのは何故だ？　レイリアにも訊いたがアレは世界を渡るほどの力を持たないはずだそうだな？　しかも消費魔力もこっちの世界で使用したときと変わらないってのはあり得ないだろ？　……アンタは俺に何をやらせるつもりだ？」

			　これが俺の今回の目的の核心だ。

			　レイリアも言っていたが、世界を渡るってのは膨大な力を必要とするらしい。普通の魔法使いが何百人集まろうができることじゃないとも。事実俺を召喚したのは、儀式自体はメルスリアが行ったが、力を使ったのはこの女神だ。

			　確かにこの力のお陰で王国の危機を知ることができ、救援も間に合った。そのこと自体は感謝しても良いとは思っている。しかしこれ以上この女神に振り回されるのはごめん被(こうむ)る。

			　俺は剣の柄に手を添えながら返答を待つ。

			「そう言えば、ルエナビリオを倒した礼をしていませんでしたね」

			　唐突にヴァリエニスは話題を変える。

			「は?!」

			　意表を突かれて呆ける俺に構わず、ヴァリエニスがその手に２つの半透明な白い宝玉を顕現させる。それは宙に浮き、俺の前まで漂ってきた。
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			「……これは？」

			「それは『転移の宝玉』です。２つの宝玉の間を界を超えて繋ぐことができます。一方の宝玉に手を触れながら願えば、もう一方の宝玉のところへ転移することができます。そしてそのときに時間軸が固定され転移元へ戻っても同じ時間位置に戻ります」

			　つまり転移先でどれほど時間が経過しても、元の場所に戻ったときは時間が進んでいないってことか？

			　俺が元の世界に帰還したときと同じ状態か。ってか、それって２つの世界を行き来してたら俺だけ歳取るってことじゃね？

			「……いったい俺に何をさせようってんだ？」

			　先の質問と併せて俺にこの世界でまだ何かやらせる気だろう。

			「私が望むのは、貴方にこの世界で血筋を残して欲しいというだけです」

			「はい？」

			　いきなり何言ってんだ？　このクソ女神は。

			「どゆこと？」

			　いかん、素に戻った。

			「貴方にルエナビリオは倒されました。しかしルエナビリオが邪神となったのは、この世界の澱みを受け止めたため。いずれルエナビリオは神としての力を取り戻しますが、このままでは同じことの繰り返しです。しかしこの世界の者では澱みを消すことはできません」

			　それが、俺がこの世界に召喚された理由だ。

			　ルエナビリオは元々、この世界のすべての人種に深い愛を注いだ慈悲深い神だったらしい。目の前のクソ女神とは大違いだ。だが、そのために人種が生み出す悪意などの負のエネルギーを一身に引き受け、徐々にその身に瘴(しよう)気(き)が溜まっていった。そして生まれたのが邪神としてのルエナビリオだ。

			　邪神となったルエナビリオは瘴気を撒き散らし、人種に悪意をばらまく存在となってしまったが、元は人から生まれた瘴気だ。この世界の者では、それを消し去ることができない。瘴気も含め、すべての存在はこの世界の理(ことわり)から外れることができないかららしい。

			　詳しいことはよく理解できないが、とにかく、そんなわけでこの世界の理から外れた存在、つまり異世界の人間が必要だったらしい。

			　ちなみに邪神と戦ったときの武器も刀身にこの世界の外の物質、俺の持っていた鍵やベルトのバックルなんかを熔かして混ぜ込んであるし、作るのも俺が手ずから作らなきゃならなかったので一時期鍛冶師に弟子入りする羽目になった。

			「つまりその澱みを小さいうちに消すために外の血筋が必要だと？」

			「そうです。貴方にはこの世界で子を生(な)し、血筋を残していただきたいのです。ただ、貴方が再びこの世界に来たいと思うかどうかはわからなかったので、あのような措置をしました」

			　召喚魔法が向こうでも使えた理由はそれか。

			　どうやら俺は無意識に、この女神の奸(かん)計(けい)に乗ってしまったらしい。

			「今回の帝国の侵攻はアンタの仕業か？」

			　俺は剣をいつでも抜けるよう構えながら重ねて尋ねる。

			　おそらくそんな回りくどいことはしないだろうとは思うが、これだけは聞いとかなきゃならない。

			「違います。アレはあくまで人の為したこと。私は関与していません。そのようなことをしなくとも長い寿命を得てしまった貴方は、いずれ選択することになったでしょう」

			「ちょ、ちょっと待て！　長い寿命って何だ?!」

			　突然聞き捨てならないこと言い出しやがったぞ、このクソ女神。

			「？　高い魔力を持つ者が長寿であることは貴方も知っているのではありませんか？　まして貴方はルエナビリオと戦い、その身に神気を受けています。人の寿命を正確に知ることは私にもできませんが、おそらく同程度の魔力を持つ者の倍は生きられるはずです」

			「マジっすか……」

			　何てこった。正真正銘の人外じゃねーか。

			　確かにこっちの世界では、高位の魔法使いが何百年も生きてるって話は聞いてるが、あっちの世界でも適用されるのかよ。

			　……そういえば昔のヨーロッパで４０００年以上生きたサンジェルマン伯爵ってのがいたんだっけ？

			「無論強制できるものではありませんが、私の願いとしては確実に血筋を繋ぐために少なくとも20人、できれば１００人ほどの子を生して欲しいと考えています」

			　無茶言うな！　20年＋３年の童貞自己記録絶賛更新中の青年に、そんな甲斐性あるわけないだろうが!!

			　子を生すどころか子作りの行動すらできてねぇよ！　むしろそこまで言うなら相手をそっちで用意してくれ！　贅沢は言いません。18歳～25歳くらいまでの美人さんでお願いします。

			　一気に精神的疲労が蓄積した俺はそれ以上尋ねる気にもならず、この場を後にすることにした。ずっと目の前に浮かんでいた２つの宝玉も受け取ることにする。

			　女神の望みはどうあれ、向こうでの生活も大事だし、こっちの世界のこともまだ気になる。

			　……決してこっちに現地妻を作りたいとか思ってはいないよ？　うん。

			　寿命のこともあるしな。

			「んじゃ、そろそろ戻るわ。……ルエナビリオにもよろしく言っておいてくれや」

			　一言だけ意趣返しをしておく。

			　このクソ女神が救いたかったのは多分、いや、間違いなく邪神となったルエナビリオだろう。

			　そして人間である俺にルエナビリオを本当の意味で倒すことはできないはずだ。精々纏っていた瘴気をすべて失い、力の一部を一時的に枯渇させたってのが実情じゃないかと思っている。

			　俺がどれほど修行しようが人間の身で神に勝てるわきゃねーじゃん。結局俺もこの世界の人類も神の掌で転がされたに過ぎないんじゃないかね。

			「貴方の生に幸多からんことを」

			　俺の嫌みにも表情を動かすことなくヴァリエニスが言い終えた途端、周囲の光景は元の神殿に戻っていた。

			「はぁ～～……」

			　異世界に行き来できる宝玉が手に入ったのは素直にありがたい。とは思うが、人の何倍もの寿命とか、それってもう呪いじゃね？　そりゃ10年や20年くらい延びるのなら嬉しいのかもしれんが、そんなにあっても苦痛でしかないと思うんだが。

			　自分の子供が老(ろう)衰(すい)で逝くのを看取るとか、冗談じゃねぇよ。……結婚できるよな？　俺。

			　衝撃の事実に落ち込むが、いつまでもそうしているわけにもいかない。

			　ともあれ、まずは王城内の俺が使わせてもらっている部屋で元の世界への転移を試してみよう。そう考えて懐から腕時計を取り出す。

			　ご存じ、日本のカシオ計算機株式会社が世界に誇るＧ－ＳＨＯＣＫである。

			　親父にもらったタ○・ホイヤーはパチものと判明したので、俺が持つ時計の中で最も頑丈で信頼できる代物である。ソーラーでも電波受信でもない、普通のデジタル表示の安物だけどな。

			　時刻を確認すると22時43分。もちろん異世界(こつち)ではなく、日本の時刻だ。

			　下手な時間にエリザベスを召喚すると騒ぎになるから、それを避けるために持ってきたのだ。アイテムボックスに入れると時間が停止してしまうんで別口で持ってきた。

			　となれば、今から王城に帰って着替えたりすればちょうど良い時間になるだろう。それから今度は『転移の宝玉』を使って異世界(こつち)に来れば良い。万が一も考えてレイリアとティアには説明しておくとするが。

			　

			「キュ～ン、ワフ！」

			「し、シー！　ベス、静かに！」

			「クゥン」

			　王城の部屋でエリザベスを召喚し、その身体を抱きしめてから送還した。そして今、俺がいるココは、茜(あかね)の家の庭。ベスの犬舎があるウッドデッキの上である。

			　急激に変わった景色が怖かったのか、ベスが俺に身体を擦りつけながら鳴くのを宥める。

			　いくら友人とはいえ、赤の他人が夜中に庭まで入り込むなんて、間違いなく通報案件である。騒がれて見つかると非常にマズいのだ。

			　俺はベスの頭やら身体やらを撫でくり回して落ち着かせると、周囲の気配を探る。誰もいないことを確認して、その場から一気に跳躍して道路に出る。

			　時刻は午前２時10分。公道に出たとはいえ、はたから見たら不審者なのでそそくさとその場を後にする。

			　すぐに異世界に戻りたいが、その前に一度家に帰り、自室から転移するのが良さそうだ。なので足早に自宅を目指す。

			　ほんの10分ほどで到着し、音を立てないように玄関を開ける。なんだかコソコソ帰る旦那みたいで少々切ない。

			　家の中は真っ暗だ。時間を考えれば当たり前である。

			　緊張していたせいか喉が渇いた俺はリビングに入る。

			「裕哉？」

			「!!」

			　ビックリした。いや、マジで。リビングには灯りも点けずにソファーに腰掛ける母さんがいた。

			「か、母さん？　なんで電気も点けずに」

			　俺がスイッチを入れて明るくなると、母さんは俺の顔をジッと見つめ、大きく溜息を吐いた。

			　そして真剣な、いや、怒っている顔で静かに言う。

			「裕哉、そこに座りなさい」

			　怖いよ、ママン……。

		

	
		
			　勇者の夏合宿

			　

			「今日からこの家でお世話になる、メルスリアと申します。わからないことも多いので、ご迷惑をおかけすることもあるかとは思いますが、よろしくお願いいたします」

			「えっと、改めて、ティアです」

			「ん？　我もか？　レイリアじゃ」

			　大学の試験を翌週に控えたある日の夕方。我が家のリビングで頭を下げる３人の美女・美少女。ご存じ異世界の３人である。

			　ダイニングでテレビを見ていた亜由美が口をポカーンと開けて固まっている。

			　３人組の横には笑顔のマイマザー。

			　俺はというと、深く、それはもう深く溜息を吐いていた。

			　

			　帝国との戦争を終えて一旦自宅まで帰ってきた俺を待っていたのは母さんのお説教である。

			　まぁ、事前に言ってあったとはいえ、10日間も帰らず、連絡すらつかないとなれば親としては心配したのだろう。あたりまえではあるが、その間どこで何をしていたのか追及された。

			　いつもなら俺が話さないと感じれば、母さんはそれほどしつこく聞いてくることはない。

			　なのだけど、今回に限っては母さんはしつこかった。後で聞いたところ、俺の様子が普段とは違っていたかららしい。

			　数ヶ月前に俺が異世界から帰還したときも感じたらしいのだが、そのときは、別に今回のような家に帰らなかった期間があったわけではないので、気になりつつも様子を見ることにしたらしい。親の勘というものは侮(あなど)れない。

			　結局、『信じられないとは思うけど』と前置きした上ですべてを話した。そしてそれを証明するために『転移の宝玉』を使って異世界へ母さんを連れて行ったのだ。

			　そこで俺の仲間達（ブルーノとウィスパーはいなかったが）を紹介すると、母さんは熱心に俺の異世界での生活や戦いのことなどを聞いていた。

			　国王陛下や王妃陛下とも直接謁見して、両陛下から「御子息を本人の承(しよう)諾(だく)を得ずに召喚し、戦いを強いてしまった」と謝罪されていた。母さんは終始聞き役に徹して自分の考えや感情を相手にぶつけることはなかった。

			　レイリアとティアが護衛して王都やその他の国や都市、戦場跡にも行ったらしい。俺もついていこうとしたのだが「いないほうが良い」と言われてしまった。

			　２週間ほどの滞在ですっかりレイリアやティア、メルや両陛下とも打ち解けたらしい。驚いたことにベルリアス内務卿とも会談して、なんとあのハゲ親父がすっかり母さんに心酔していたとか。

			　そして今回のコレである。

			　帝国との戦後処理でできることをあらかた終えた俺が日本に帰ろうとすると、母さんからレイリア、ティア、メルの３人を家に迎えることにしたとの爆弾発言が繰り出されたのだ。

			　元々レイリアとティアは俺と一緒にいることを望んでいたのに加えて、今回『転移の宝玉』を手に入れたことで、日本での滞在期間を気にすることなく王族の職務と両立できることを知ったメルまでもが母さんに頼み込んだらしい。

			　俺？　こうなってしまったら俺に発言権は存在しないのよ。

			　というわけで、先ほどのリビングでの挨拶となったのだ。

			「で？　兄(に)ぃ、どうなってるわけ？　なんでレイリアさん達がうちに住むことになるのよ！　しかも見たことのない人が増えてるし。みんな美人だし」

			　亜由美は思いっきり口を尖らせて、俺に抗議する。

			　いや、俺に言われてもな。

			　ひとつ気になるんだけど、母さんが身につけている、そのやたらめったらゴージャスな、大ぶりのダイヤモンドやらルビーやらサファイヤやらがふんだんにあしらわれた首飾りはいったいどうしたんだ？　日本で買ったら億超えそうなんだが……いつどこで使うんだよ……。

			　

			　そんな騒動がありながら更に時間は過ぎ、前期試験も終えた。結果は考えたくもない。一応、一度戻ったときに教材と資料を異世界に持っていって、空いている時間に勉強はできた。が、十分とは言えない。

			　本当なら俺だけであと１ヶ月ほど王城に引き籠もって勉強したかったのだが、母さんが許してくれなかった。夜中にこっそりと転移してそれをすることも可能ではあったんだけど、何か絶対バレそうな気がしてできなかった。

			　いくら勇者のスペックを持っていようが、親は怖いのである。

			　それはともかく、今いるのは自宅のリビングだ。

			　母さんはすでに仕事でいないが、俺と亜由美、異世界３人娘で朝食を食べていた。

			「前にも言ったけど、俺来週からサークルの合宿だから、家のこと頼むな」

			　俺は亜由美に言う。

			「あ～、うん。聞いてる。大丈夫」

			　去年は合宿の話をすると羨ましがって盛大に文句を言われたんだが、今回はやけに素直に聞いてくれたので驚く。

			　特にうちのサークルはガチの運動部と違って、バイクで遠距離ツーリングするだけの緩～い合宿だし、俺も楽しみにしているのだ。なので去年の夏と今年の春の合宿では、せめてもとお土産(みやげ)を強請(ねだ)られたんだけどな。

			　最近はわりとティアと仲良くしているようなので、そのせいかもしれないが。

			「レイリアとティア、メルも、俺は10日間いないけど、亜由美と一緒に留守番頼むな」

			「うむ。任せよ」

			「はい。大丈夫ですよ～」

			「私(わたくし)達も、あ、いえ、何でもありません」

			　異世界組の面々もあっさり頷いた。てっきり不満のひとつでも言われるかと思っていたんだが、ちょっと寂しい。メルは何か言いかけたみたいだけど、結局何も言わずに微笑んでいたし。

			「茜さんも張り切ってたし……」

			「何か言ったか？」

			　亜由美の奴がボソボソと何やら独り言を言っていたが聞き逃した。

			「何でもな～い。兄ぃ、頑張ってね」

			「？　何の話だ？」

			「あ、私もそろそろ部活行ってくる！」

			　誤魔化すようにわざとらしくテレビを消してリビングを出て行った。

			　亜由美の態度に疑問を抱きながらも、そろそろ俺も支度をして家を出なければならない時間になっていた。メルとティアの見送りを受けて大学へ向かう。

			　

			　大学に着きバイクを駐輪場に置く。

			　俺の置いた場所の側に真新しいバイクが置いてある。

			「お！　４００Ｘか。コイツも良いなぁ」

			　つい他人のバイクも気になって見てしまう。

			　置いてあったのはＨＯＮＤＡ４００Ｘというバイク。カラーリングは赤が基調だが、デザインのせいか渋めで車体も俺のより大きい。しかも新車らしくピカピカである。

			　もちろん今のＣＢ２５０Ｆ(自分のバイク)も気に入ってるのだけど、やっぱりロングツーリングに行くならもう少し排気量が欲しい。

			　大学生の身分で４００ｃｃの新車を買えるというのはちょっと羨ましいものだ。

			　いや、別に悔しいわけではないけどね。

			　……傷つけてやろうか……。

			　バイク乗りにあるまじき危険な思考に陥りそうになるので、さっさとサークルの部室に行くとしよう。

			　部室に入ると既に数人が椅子に座って談笑している。

			　会長はまだのようだが、章雄先輩を始めとして半数以上が席に着いていた。

			　そして、何故か茜もいる。

			　何故に？

			「なんで茜がいるんだ？」

			　確かにたまに茜が部室に遊びに来ることはあったが、今日は合宿の打ち合わせだ。部外者がいるのはおかしいし、茜の性格上図々しく居座ることはないと思うのだが。

			「みんな集まってるか？」

			　俺の問いかけに茜が答える前に会長が部室に入ってくる。

			　神(かん)崎(ざき)竜(りゆう)吾(ご)、我がツーリングサークルの会長で、俺よりも更にでかい推定１９０センチ、体重95キロ超の体格。某元カリフォルニア州知事のような厳つい相貌と寡黙で低く太い声、ハーレーダビットソンＸＬ８８３を駆るその姿はまさにコマ○ドーかターミ○ーターのようである。

			　お陰で、わりと緩いサークルにもかかわらず軽く扱われることはなかったりする。

			　会長の後から数人が部室に入り、これで全員が揃ったことになる。

			「まず先に、見知っている者もいるだろうが、新たに教育学部の工(く)藤(どう)がサークルメンバーとして加わることになった。工藤は来週からの合宿にも参加する」

			　と、会長が衝撃発言を繰り出した。思わず茜を見る。

			　茜は『してやったり』と言わんばかりの表情で俺を見て笑っていた。

			　……どうしてこうなった？

			「おい、どうなってるんだ？」

			　会長が合宿の確認事項を話している側で、俺は隣に座った茜に詰問する。

			「驚いた？」

			「当たり前だろ？　お前何にも言ってなかったじゃんか」

			「少し前に免許取ったし、先週バイクが納車されたんだ。折角だから裕哉のサークルに入ろうと思ってさ」

			「事前に教えておいてくれよ」

			「良いじゃない。裕哉だって私にあんな美人の知り合いがいること黙ってたくせに。しかも今では一緒に住んでるんでしょ？　この女誑(たら)し！」

			　人聞き悪すぎるわ！

			「違うって！　知り合いなのは確かだけど、うちに住むのは母さんが決めちゃって俺は知らなかったんだって！」

			「どうだか」

			「あのなぁ！」

			　思わず声が大きくなり、ゴホンとわざとらしい咳が響いたことで我に返る。

			　周りを見回すと部室内のすべての視線が俺と茜に向けられていた。

			「おいおい。仲が良いのはわかるが、ちゃんと話は聞いたほうが良いと思うぞ～」

			　３年の岡(おか)崎(ざき)先輩が実にイヤらしくニヤニヤしながら言う。

			　黙っていればかなり美人な先輩なのだが、中身は完全に親父、それも昭和のくそ親父なので相手にしていると碌なことにならない。

			「あぅ」

			「すんません」

			　茜が顔を真っ赤にして小さくなる。

			　俺も非常にバツが悪い。

			　神崎先輩を除いたほぼ全員がニヤニヤ笑ってやがる。

			　くそ！　これ絶対後でからかう気だ。

			「まぁいい。ルートと日程、宿泊先は今配った紙を各自確認しておけ。23日は朝７時までに大学の正門前に集合だ。他に何もなければ今日は解散する」

			　そう言って神崎先輩は会を締める。

			「それと、柏木は工藤に合宿の詳細や準備の説明をしてやれ」

			「うぃっす」

			　俺は返事をしつつ席を立つ。

			　すると、章(あき)雄(お)先輩がニヤつきながら近寄ってきた。

			　まさに弄(いじ)る気満々だ。なので先手を打つことにする。

			「あ、章雄先輩！　この間、株主優待目当てにオリ○ント工業の株買うって言ってたけど、結局買ったんですか？」

			「い?!　ちょ、ちょっと待った！　俺そんなこと!!」

			「あ！　言っちゃマズかったっすか？　そりゃそうっすよね！　すんません!!」

			　俺の台詞(せりふ)に面白いくらい動揺する章雄先輩。

			　部室にいた約３割が「へぇ～？」とニヤつき、３割が蔑むような目で章雄先輩を見る。

			　言ってる意味がわかっていない残り４割（茜を除く）にニヤついてた連中がオ○エント工業の内容を耳打ちし、更に冷たい視線が増える。

			「お前、容赦ねーなー」

			　岡崎先輩が呆れたように俺に言う。

			　何を仰る。攻められる前に攻めなければこちらが標的になるだけでしょうが。

			　章雄先輩をスケープゴートにして、さっさと退散することにしよう。

			　俺は茜を促して部室を後にする。

			「ちょっと待った！　柏木君そりゃないよ!!」

			　後ろから何やら聞こえた気がするが、おそらく気のせいだろう。うん。

			　

			　部室を出た俺達だったが、さっきまでの言い合いのせいか、何となく気まずい。

			「あ、あのさ」

			　俺が会話の取っかかりを探していると、茜から躊躇(ためら)いがちに声がかかった。

			「お、おう、なんだ？」

			「えっと、さ、その、レイリアさんとティアさん、それにメルスリアさん？　だっけ、裕哉はその、誰かと付き合ってたり、する？」

			　ものすごく言いづらそうに茜が聞いてきた。

			「は？　いやいやいや、ないない！　誰とも付き合ってないって！」

			「ほ、ほんと？」

			　勢いよく茜が顔を近づけてくる。目がマジだ。
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			「あ、茜も知ってんだろ？　残念ながら彼女いない記録は絶賛更新中だ」

			　あ、目から鼻水が……。

			「そうなんだ。な～んだ！　そうよねぇ、裕哉がそんなにモテるはずないし」

			　ほっとけ！

			　いわれのない？　誤解も解けて茜との間の空気がいつものに戻る。この掛け合いが心地良い。

			「にしても、驚いたぞ？　まさか茜がバイクの免許取るとは」

			「普通二輪だけどね」

			「……ひょっとして、駐輪場に置いてあった４００Ｘって茜のか？」

			「えへへぇ～。買っちゃった♪」

			　茜は心底嬉しそうに笑った。

			　くそぅ、そんな顔されると何も言えん。

			「にしても、よく親父さんが許したな」

			　茜の親父さんは娘を溺(でき)愛(あい)している。それはもう尋常じゃないくらいに。

			　どうも茜に反抗期らしい反発が少なかったせいもあるらしいのだが、茜に対してはダダ甘である。茜には現在高校生の弟もいるが、そっちはわりと適当な扱いらしい。そして、例に漏れず茜に近づく異性に対しての敵(てき)愾(がい)心(しん)は尋常じゃない。

			　中学、高校と茜に彼氏ができなかったのはそのせいじゃないのかと俺は思っている。実際、俺が茜の受験勉強のために茜の家に勉強を教えにいったとき（実は茜より俺のほうが成績よかったのよ）、醤油入り無糖炭酸を『コーラ』だと言って飲まされた。もっともその後で茜とお袋さんにシメられてたが。

			　そんな親父さんが茜にバイクを許可するとは思わなかった。

			　いや、だってあの年代の人ってバイク＝危ないって意識あるでしょ？

			　俺でも最初は母さんに反対されたし。まぁ、母さんの場合、病院でバイク事故の怪我人を沢山見てるからってのもあるだろうけど。

			「あのね、実はお父さんとお母さん昔バイク乗ってて知り合ったんだって」

			「そうなのか？」

			「私を妊娠したときに乗るの止めちゃったらしいんだけどね」

			「意外すぎる。俺には『バイク乗ってる男なんて碌な奴がいない』なんて言ってたのに」

			「あれは……何でも良いから文句つけたかっただけだと思う」

			　駐輪場に到着した俺と茜は、それぞれのバイクを出しつつ話を続ける。

			「いつ免許取ったんだ？」

			「１ヶ月くらい前。教習所自体は２ヶ月くらい通ったけど」

			「随分かかったな。行く時間取れなかったのか？」

			「うっ！　……一本橋とスラロームで落としまくりました……」

			　コイツこんなんでいきなりロングツーリングとか大丈夫なのか？　不安だぞ。

			　それでも嬉しそうに自分のバイクを見ている茜を見ると、昔俺が初めてバイクを手に入れたときのことを思い出す。

			「４００Ｘ(ソイツ)新車だろ？　よくそんな金あったなぁ。羨ましい」

			「最初は私も中古で裕哉と同じバイク買おうと思ってたんだけど、お父さんが『車検もない、誰が乗ったかわからんバイクなんか駄目だ！』とか言ってお金出してくれたの。少しは私も出したけど」

			「あ～、なるほどね。親父さんらしい」

			「まだ慣れてないから、ちょっと恐いけどね」

			「そんなんでいきなり合宿とか本気か？」

			「だって……」

			　茜は悔しそうな表情をしつつ少し落ち込んでいるらしい。

			　しょうがない。

			　コイツのこういう表情にはどうも弱い。

			「まだ合宿まで何日かあるから、俺と少し中距離のツーリングでもするか？　どうせ慣らし運転もまだだろ？」

			「ホント?!」

			　途端に表情を明るくして茜が詰め寄ってくる。

			「お、おう」

			　茜の勢いにちょっとたじろぐ。近い、近いよ。

			　俺は必要な物の買い物や準備を含めて日程を茜と調整する。いろいろと揃えたりもしなきゃならないから結構忙しくなりそうだ。

			　

			　前期試験の結果も出てようやく夏休みが開始された。

			　結果はどうだったって？

			　頑張ったよ？　うん、俺、頑張った！

			　休み中にやらなきゃいけない課題がかなり増えたが、うん、大丈夫だよ？

			　……まぁ、結果はご想像の通りです。はい。

			　だって３年もブランクがありゃ、しょーがないじゃん！

			　経済理論や経済史なんか全部脳味噌から抜けてってるよ。必死で勉強したけど流石に範囲全部は無理でした。やっぱり母さんに怒られてでも異世界(むこう)でもう少し勉強するべきだったか。

			　まぁ、異世界(むこう)で得た『言語理解』のお陰で外国語は余裕だったけど。

			　何はともあれ、先のことは休み明けに考えるとしよう。折角の大学生活の夏休みだ。今を楽しまないでどうするというのか！　人はそれを現実逃避と言う。

			　そんなわけで、今日からサークルの合宿が始まる。

			　あれから茜の遠乗りに付き合ってツーリングに関してアドバイスしたり、必要なものを説明がてら一緒に買いにいったりして準備を進めて、何とかなりそうな目処はたった。

			　それまでの間、妙に亜由美と異世界組が大人しかったのが気になるが、まぁそれは置いておこう。

			　俺は今、茜と待ち合わせをして集合場所まで来ていた。

			　徐々にメンバーも集まってくる。

			　ちなみに一番乗りは流石の神崎会長である。集合場所の中央で腕組みをしながら微動だにしない。まるで彫像のようだ。

			　思わずちょっと突っついてみたくなったが実行はしていない。怖いし。

			　今回の合宿は、まず長野方面へ移動し安(あ)曇(ずみ)野(の)で宿泊、翌日から日本海側に抜けて秋田まで、４日目は秋田の海沿いで休養日、その後は青森、岩手、宮城を経由して猪(い)苗(なわ)代(しろ)湖(こ)で８日目休養日、その後山間部を通りながら帰還する、全10日間のロングツーリングである。

			　元々わりと緩いサークルなので、合宿といいながらも、かなり余裕のある日程だ。

			　ってか、大まかなルートと宿泊場所が決まっているだけで、バイクに乗って観光がてら回るって感じだね。

			　ほとんどっていうか、９割９分遊びです。

			　サークルメンバーは全部で12人いるので、これを４人ずつ３グループに分けて移動する。

			　３年が３人いるので、それぞれのグループのリーダーとして指示を出すことになっている。

			　ちなみに、我がグループのメンバーはリーダーが章雄先輩で、あとは俺と茜、１年の久(く)保(ぼ)有(ゆ)香(か)さんの４人である。俺と茜が一緒なのは何やら作為的なものを感じるが、まぁ俺も茜が心配なので良いだろう。

			　一応バイクの紹介もしておく。前にも言った気がするが、章雄先輩はＤＵＣＡＴ(ドカテイ)ストリートファイター８４８。久保さんはＴＲＩＵＭＰＨ(トライアンフ)ボンネビル７９０。んで、茜がＨＯＮＤＡ４００Ｘで俺がＨＯＮＤＡ　ＣＢ２５０Ｆである。

			　今気がついたがこのメンバーで２５０ｃｃ以下(車検なし)って俺だけじゃん！

			　くそ！　ブルジョア共が！

			　そうこうしているうちにサークルメンバー全員が集まったらしい。

			　会長＆岡崎先輩と事前の最終確認をしていた章雄先輩が俺達のところに来る。

			「みんな集まってくれ。あ～！　柏木君、この間は何てことしてくれたんだ!!　あのあと誤解を解くのが大変だったんだからな!!」

			「ハテ、ナンノコトデショウ」

			「なんでいきなり怪しいカタコトになるの?!」

			「そんなことより、今日のルートの確認をしましょう」

			「軽く流すのヤメて！　泣くよ？」

			　俺と章雄先輩の軽口の応酬を久保さんと茜がちょっと呆れた目で見ている。

			　いつものコミュニケーションですが、何か？

			「いつもあんななの？」

			「章雄先輩と柏木先輩ですか？　そうですよ。特に最近は」

			　どうやら茜と久保さんも打ち解けたようで何よりだ。狙い通り！　……偶然だけど。

			　そんなことをしているうちに他のグループは出発しはじめてしまった。

			「いけね！　と、とりあえず国道２９９号で秩(ちち)父(ぶ)を抜けるからそのルートで。信号で離れても先で合流できるようにするから焦らないように。柏木君は工藤さんのフォローをよろしく。久保さんは後続にも気を配るように。それじゃあそろそろ出発しようか」

			「ういっす」

			「はい」

			「了解です」

			　俺達はそれぞれ返事をするとヘルメットを被り、バイクに跨る。

			　今日は天気に恵まれてるのはいいが、すでに全員汗だくである。

			　サークルのというか、バイク乗りのルールとして市街地以外の場所を走るときは真夏であっても厚手の長袖長ズボンが必須である。

			　これはバイクの場合、どれほど熟練していても転倒することがあり、もし転倒しても必要以上に怪我を酷くしないためである。なので人によっては40度近い炎天下でも皮ツナギを着ている。

			　流石に俺はそこまではしないが、サークルメンバーは全員真夏とは思えない格好である。もちろん茜にもそれはきちんと話してあるので大丈夫。

			　市街地抜けるまでは暑くてしょうがないが走り出せば多少はマシになる。

			　全員の準備が整ったのを確認した章雄先輩がバイクを発進させる。それに俺を含めた３台のバイクが続く。

			　走り始めて30分ほどで市街地を抜け、周囲は長閑(のどか)な田舎の風景に変わる。と同時に身体を通り抜ける風が涼しいものになっていく。

			　この感覚はバイクならではだと思う。車だと、たとえ窓を全開にしていてもこれほど風を身体に感じることはできないし、自転車では速度が遅すぎて急激に変わる風の変化がわからないだろう。

			　俺はこの風が身体を通る感覚が一番好きだ。

			　汗でグショグショになっていた服が一気に乾いていくのが気持ちいい。

			　真夏の市街地でバイクは死ぬけどな。

			　俺達は先頭に章雄先輩、その後に茜が、そして俺と久保さんが続く。

			　こういったグループでのツーリングの場合、先頭が全体のルートやペースをコントロールして、最後尾が後続車両へ気を配りながらポジションを整えていく。本来なら最後尾は俺がやるべきなのだが、今回は茜のフォローがあるので久保さんにお任せである。

			　久保さんは１年とはいえ、高校生のときからバイクに乗っていたらしいので、キャリアとしては俺とほとんど変わらないし、存在感のあるボンネビル７９０(大型バイク)なので適任ではある。

			　流石、会長の采配だ。

			　茜はライン取りに若干の不安はあるものの、とりあえず今のところは練習の甲斐もあって安定していて問題なさそうだ。

			　

			　秩父を抜けると本格的に山道に入る。

			　出発してから約２時間が経過したところで章雄先輩の指示で途中のコンビニで小休止をとる。

			　俺は軽く伸びをしてから茜に話しかけた。

			「どうだ？　初のグループツーリングは？」

			「う～～、まだ楽しむ余裕はあんまりないかも。でも風が気持ちいい！」

			「この辺まではこの間も来たばかりだから大丈夫だろ？　でもこれから先はコーナーも多いからライン取りは気をつけてな。特に初心者はコーナーでＩＮ側に寄りすぎることが多いから、対向車がオーバーしてくると危ない」

			「うん、気をつける」

			　俺が茜に注意事項を話していると、章雄先輩と久保さんが戻ってきて冷たいお茶を渡してくれる。

			　ホント章雄先輩って気が利くよな。なのになんでモテないんだろ？

			「柏木君、また何か俺の悪口考えてない？」

			　何故バレる。

			「工藤さんもお疲れ様。見た感じ大丈夫そうだったけど、何か気になることとかある？」

			「章雄先輩ありがとうございます。そう言えば少し気になったんですけど、時々すれ違うバイクの人でピースする人がいるんですけど、あれって何ですか？」

			「あ～、あれは、昔からバイク乗ってる人に多いんだけど、昔はバイク乗り同士はすれ違うときに挨拶するのが当たり前だったらしいんだよね。だから今でもたまにそういう人がいるんだよ。俺も相手がしてきたら返すようにしてる」

			　俺の父さんの時代は皆していたらしいってのは聞いた。面白い文化だから今でもすればいいのにって思うけどね。

			　でも、自分からするのはちょっと勇気がいる。だって無視されたら凹(へこ)むじゃん。

			「工藤さんももう少し運転に慣れて余裕ができたら返してあげてみたら？」

			「そうですね。そうしてみます」

			「んじゃそろそろ再開しますか。次は蓼(たて)科(しな)で他のメンバーと合流して昼食だから、そこまで一応ノンストップだけど、トイレとか何か違和感を感じたらすぐに合図すること！」

			「「「はい」」」

			　章雄先輩の言葉でツーリングが再開する。

			　メルヘン街道（ほんとにそういう名前が付いてる国道２９９号線があるのよ）を走り八(や)千(ち)穂(ほ)まで来ると、流石にカーブが多くなりＲも急になってくる。

			　俺はあまり茜に接近しすぎないように距離を保ちながら、その挙動に注意しつつバイクを走らせる。

			　やはり右カーブのときにセンターに寄りすぎているのが見える。

			　一度止めて注意したほうが良いかもしれないな。

			　俺が登り終わった頃に章雄先輩に合図をしようと考えている矢先にそれは起こった。

			　前方の章雄先輩の姿がカーブの先に見えなくなった直後、トラックがセンターラインを大幅に越えて曲がってきた。位置的に確実に茜のラインとぶつかる。

			　俺は咄(とつ)嗟(さ)に茜が回避行動を取れないと判断。トラックの前方に、斜めに『障壁』を展開して、強制的に進路を変更させる。

			　同時にギヤを落とし、スロットルを全開にする。

			　更に『風魔法』を追加して一気に加速。茜の横に並ぶ。

			　案の定、茜は状況が理解できず固まってしまっているが、既にカーブに進入している状況でこのままだと曲がりきれずに突っ込む。

			　危険だが、ちょっと無茶をするしかない。

			　俺は自分のバイクを茜のすぐ隣につけると、左手で４００Ｘの右ハンドルを茜の手ごと掴み、スロットルを開けながら強引に車体を右に倒す。万が一転倒した場合でも茜を抱えていつでも後ろに飛べるような体勢を維持しながら、腕力とアクセルワークで２台のバイクをコントロールする。

			　くそったれ！　思った以上に難しい！

			　力と繊細さを左右別々に要求されるって、どんな曲芸だよ！

			　ステータスのお陰で反射神経と動体視力はついていけてるが、難しいものは難しい。

			　それでも何とかカーブを抜けて直線に入ったところで左に寄せて止まる。

			　カクン！

			　あ、２台揃ってエンストした……。

			「茜！　大丈夫か？」

			　俺はとりあえず自分のバイクを少し前に出して、左に寄せて降りつつ茜に声をかける。

			「え？　あ！　う、うん」

			「とにかく一度、バイクから降りてみろ」

			「わ、わかった、って、痛ッ！」

			　俺の言葉にバイクを降りた茜が右手を押さえる。

			　あ、４００Ｘ操作するのに茜の右手ごと結構な力で握ってしまったから痛めたか。

			「ちょっと見せてみ」

			　そう声をかけて茜の右手のグローブを外す。

			　手の甲が赤くなっていて、手首に少し腫(は)れがある。俺は素早く魔法で診断すると手首の筋と関節が炎症を起こしていた。

			「悪い。ちょっと力入れすぎたな。痛むか？」

			　バレないように『治癒』をかけながら、茜の視線を逸らすために話しかける。

			「あ、うん。少し痛かったけど、だいぶ良くなったから大丈夫」

			　俺が茜の手を取り、赤くなった部分を包み込むようにマッサージをして（傍からはそう見えるようにして）いると、茜の顔が赤くなっているのがフルフェイスのヘルメット越しにもわかる。ってか、首まで真っ赤になっている。

			　えっと、茜さん、そんなに赤くなられると俺まで恥ずかしくなってくるんですけど……。

			「あの～、先輩。こんなところでいちゃつかれても困るんですけど、そろそろこっちに戻ってきてもらえないですかね～」

			「うお！」

			「うひゃぁ!!」

			　突然かけられた久保さんの声に俺と茜が飛び上がる。

			　そういえば他にもいたんだ。完全に意識から抜け落ちてたよ。

			「柏木君。ちょっと２、３発殴らせてもらってもいいかな？」

			　章雄先輩が何やら据わった目で危険なことを言ってくる。

			「ちょ、ちょっと章雄先輩目がマジっすよ」

			　先輩、そこまで追い詰められてるんですか？

			「うん。この迸(ほとばし)る殺意を静めるために、一度死んでくれないかな？」

			「殺意静めるために殺したら静める意味ないっすよ！」

			　そうして始まったいつもの掛け合い。久保さんも呆れたように俺と章雄先輩を見ている。

			「ま、まぁ、事故らなくて何よりだよ」

			　章雄先輩が気を取り直したように言う。

			「ですよね～。柏木先輩凄かったですね。どうやったらあんなことできるんですか？」

			「いや、無我夢中でやっただけだよ。もう一度やれって言われても無理！」

			　久保さんの賞賛に苦笑いをしながら答える。

			　実際、こんなことはもう二度とごめんだ。心臓に悪すぎるし、今回は茜が完全に茫(ぼう)然(ぜん)自(じ)失(しつ)して俺の動きに抵抗しなかったからうまくいったけど、同じことができる自信は欠片もない。

			　ってか、今回はＩＮ側に寄りすぎる茜のフォローを事前にしておかなかった俺のミスだ。

			　本当に事故らなくて良かった。

			　俺達がそんなやりとりをして仕切り直そうとしていると、

			「手前ぇら！　どうしてくれるんだ!!」

			　そんな怒鳴り声を上げながらガラの悪そうなオッサンが走り寄ってきた。

			　誰だ？　あれ？

			　そんな俺の疑問を感じたのか久保さんが教えてくれた。

			「先輩達を避けた後、あのトラック山側に突っ込んで事故ったんですよ」

			「あ～、なるほど」

			　疑問は解消したが、俺からしてみれば『それがどうした？』って感じなんだが。

			　そうこうしているうちにそのオッサンが俺達の目の前まで来て、一番手前にいた俺の胸ぐらを掴んで大声でがなり立てる。

			「このクソガキ！　配送中なのに責任とってくれんだろうな!!」

			「[image: gaiji_a.png]？」

			　なに言ってんだこのボケ。

			「はぁ？　ヘタクソな運転で対向車線走って人を事故らせようとした挙げ句、勝手に自爆したバカが俺達に何だって？」

			　トラックが事故ったのは俺の『障壁』で強制方向転換させられたせいだろうが、もちろんそれは言わない。ってか、知ったこっちゃない。

			　俺は胸ぐらを掴んだオッサンの手首を骨が軋(きし)むくらいの力で握りながらメンチを切る。

			　うん、我ながらチンピラっぽい。ちょっと楽しい。

			　握られたオッサンの手が紫色になるのと同時に、顔色も白くなってきた。

			「う、うぐぁ、い、いや、その」

			　何を言ってるのかわからないので手を放してやる。

			「で？　オッサンのせいで事故りそうになった俺達に、まさか何か文句とか言うつもりじゃないよな？」

			　俺は茜が事故りそうになった怒りを込めて、ピンポイントで殺気を叩きつける。

			　さっきは本当に危なかったから、かなり本気の威圧だ。

			「い、いえ、スミマセンでした」

			「[image: gaiji_a.png]？　それだけか？　[image: gaiji_n.png]？」

			「か、柏木君？　それくらいでいいんじゃないかな？」

			　俺のガラの悪い返答に章雄先輩が横からとりなす。

			　というか、章雄先輩さっきの威勢はどうしたんですか？　ヘタレっすか？

			「先輩。今はそれくらいにして、先に進んだほうが良いんじゃないですか？　この人は後で父に叱ってもらいますから」

			　ん？　どゆこと？

			　俺の疑問はみんなの疑問らしい。

			　みんな不思議そうに久保さんを見る。お顔真っ青、ガクブルのオッサンもだ。

			「トラック見ると、どうやら家(うち)の会社の従業員みたいですから」

			「家(うち)の会社？」

			「言ってませんでしたか？　父は会社経営してるんです」

			　そう言って久保さんが出した企業名は、非上場ながらそれなりの規模の会社だった。

			　トラックにそのグループ会社のロゴが入っていたらしい。

			　なるほど、久保さん良いとこのお嬢さんだったのね。

			　それを聞いたオッサンはもう死にそうな顔してるが、コレはほっとこう。

			「と、とりあえず、ツーリングを再開しようか」

			「そうっすね。このバカは久保さんにお任せするよ。茜ももう大丈夫か？」

			「はい。今回のことは、きっちりと父に伝えておきますので」

			「わ、私も大丈夫」

			　章雄先輩の提案に全員が同意し、バイクに跨る。

			「工藤さんは動揺を引き摺らないようにして。ペースは少し落とすから」

			「は、はい」

			　茜も数回大きく深呼吸してからセルを回す。

			　走行を再開した俺達は、章雄先輩を先頭に少しゆっくりなペースで予定のルートを走り、無事に蓼科のドライブインで待っていた会長以下サークルメンバーと合流することができた。

			「随分遅かったが、何かあったのか？」

			　神崎会長の問いかけに章雄先輩が先ほどの件を説明する。

			「そうか。何にしても怪我がなくて何よりだ。工藤、大丈夫か？」

			「は、はい。大丈夫です。ご迷惑をおかけしました」

			「構わん。その程度迷惑には入らん。みんなと食事をしておけ。それと、柏木は話があるからちょっと来い」

			　げ！

			　会長の言葉に焦る。茜が心配そうな顔で俺を見ている。

			「大丈夫だから先にメシ食っててくれ。単なる打ち合わせだから」

			　俺は茜にそう言って誤魔化すと、会長についていく。

			　結論から言うと、ガッツリ怒られました。フォローが遅れたこともそうだけど、何より２台同時操作は危険すぎると。まぁ、当然のことなので俺も反論はない。今回はたまたまうまくいったが、絶対ではないからな。

			　まして、俺の能力のことは誰も知らないわけだし、俺もこの能力に頼りすぎるつもりはない。

			　素直に反省しよう。

			　会長の厳しくも短い説教が終わり、何とか俺も食事にありつくことができた。まぁ、あまり時間が残ってなかったので急いで掻きこんだが。カレーは飲み物です。

			　他のメンバーと少し話をしたが、他のグループは特に問題はなかったようだ。あとは宿泊地までそれぞれのグループごとにツーリングを継続する。

			　それからは特に危ないこともなく、無事に安曇野の民宿に到着した俺達は点呼が終了した順にバイクの点検を行い、その後チェックインを済ませる。

			　部屋割りは男子が７人なので２部屋、女子が１部屋だ。

			　各自風呂を済ませて浴衣に着替え、ようやく待ちに待った食事である。

			　大広間が食事場所になっているらしく、中に入ると既に準備が整っていた。

			　名物のわさび菜とわさび漬けもある。実に美味そうだ。

			　広間で食事を摂りながら本日の反省会（という名の宴会）をしながら談笑する。

			　普段はサークルで飲み会みたいなものはあまりしない（みんな移動手段がバイクだからね。飲酒運転ダメ！　絶対！）ので泊まりがけのツーリングのときは必ず宴会に突入する。

			　とくに仲が悪いメンバーとかもいないので、適当に数人で集まりながら酒を酌(く)み交わす。もちろん成人していないメンバーはジュースかお茶である。

			　そこら辺は神崎会長が非常に厳格に仕切っている。残り２人の３年生が緩すぎるからな。

			　今も岡崎先輩は浴衣で胡座(あぐら)をかきながらワンカップ片手にスルメ齧(かじ)ってるし。

			　造形は美人なのにいろいろ残念な人だ。昭和のおっさんかよ。

			　章雄先輩は女の子達に酌(しやく)をして回ってる。マメなことだ。パシらされてないか？　あれ。

			　そんなこんなで食事も終わり、みんなが単にだべっているだけの状況になったタイミングで、俺は茜に声をかけて一緒に外に出る。

			　民宿の外は入口を離れると外灯も少なく、晴れた空には満天の星が綺麗に見える。

			　思わず目的も忘れて見入ってしまった。しばしの後、気を取り直して茜に向き合う。

			　何故か茜の顔が赤い。飲み過ぎたか？

			「茜。俺のフォローが遅くなったせいで危ないことになった。悪かったな」

			　俺がそう言うと茜は慌てたようだ。

			「そんなことない！　私が裕哉の注意を守れなかっただけで、こっちこそごめんなさい。あ、あと、助けてくれてありがとう。裕哉がいなかったら多分怪我じゃすまなかったかも」

			「いや、後から考えるともう少しやり方あったかもって思う。どちらにしても茜が事故らなくて良かったよ」

			「う、うん。アリガト」

			　何か、２人きりでこんな会話をしているともの凄い照れる。

			　薄暗くて見えないのでまだいいが、多分俺の顔は赤くなってる気がする。

			　とはいえ、茜を連れて外に来たのはそのことだけじゃなくて、渡したいものがあるからだ。

			　俺は浴衣の懐から小さな箱を取り出して茜に渡す。

			　茜は不思議そうな顔をしながらそれを受け取る。

			「何？　これ」

			「あ～、なんだ、茜、来月誕生日だろ？　ちょっと早いけどプレゼント。俺が最近シルバーアクセ作ってるの知ってるだろ？」

			「うん、知ってる。亜由美ちゃんが裕哉の作ったネックレス自慢してたし」

			　亜由美の奴そんなこと言ってたのか。

			「でだ、茜の誕生日プレゼントにって作ったんで、手作りの安物だけどな」

			「いいいいいの？」

			　いが多い。

			「ああ。気に入るといいんだけどな」

			「ありがと。開けていい？」

			　俺が頷くと茜は恐る恐るという感じで小箱を開ける。

			　中には翼を広げたフクロウが大きな青い石を抱えているデザインのネックレスが入っている。

			　あんまりリアルにならないように少しデフォルメされた可愛らしいデザインにしてある。

			　実はコレ、『健康維持』と『疲労回復』に加えて、危険が迫ったときに自動発動するように調節した『障壁』と『治癒』の魔法陣を付与してある。

			　金属部分は全部ミスリルで、石は魔石よりもより大容量・高濃度の魔力が込められた神結晶を使用した。この神結晶、魔素の濃い場所でごく稀に採掘されるもので、ほんの小さな結晶で屋敷が買えるほどの値段で取引されているらしい。ひょんなことでいくつか手に入っていたのをマジックボックスに放り込んであった。

			　同様の効果を持ったアクセサリーは亜由美にも既に渡してあり、気に入ったらしくいつも身につけているのでちょっと安心している。

			　茜にも早く渡しておきたかったのだが、彼氏でもない男がいきなりこんなものプレゼントできるわけがなく、８月の茜の誕生日に併せて渡すつもりだった。

			　そんなこんなで渡しそびれているうちに今日の事故未遂だ。

			　またいつ今日みたいなことがあるかわからないから、早めに渡しておきたいと思って外に連れ出したのだ。

			「可愛い！　これ本当に裕哉が作ったの？　いいの？」

			「お、おう。できれば身につけてくれると嬉しい」

			「……うん。大事にするね」

			　茜はそれを掌に包み込むと胸に抱きしめるようにした。

			　喜んでもらえたようでほっとする。

			　茜はもう一度ソレを繁々と見やると箱から取り出し、首にかけた。

			「ど、どうかな？」

			　何コレ。すっげぇ恥ずかしい。

			　それに、身につけたネックレスを見せるために開いた胸元がエロすぎます。

			　思わず凝視しそうになった視線を無理矢理外し、誤魔化そうと咳払いをしていると、周囲に複数の気配を感じた。だけでなく、ボソボソと声も聞こえる。

			「よし。もうちょいで柏木が工藤を押し倒すぞ」

			「いや、工藤先輩が柏木先輩にキスするんじゃないですか？」

			「いや～、柏木君結構ヘタレだからねぇ。工藤さんから押し倒すんじゃない？」

			　……何してんだアイツら。

			　見ると、物陰から岡崎先輩と章雄先輩それに久保さんがこちらを覗いている。

			　茜もそれに気がついたようだ。

			　顔を真っ赤にして俯き震えている。

			　こ、これはマズイかも……。

			「皆さん。な・に・を・し・て・い・る・ん・で・す・か？」

			　茜が俯いたまま底冷えするような低い声で問いかける。

			「[image: gaiji_i.png]？　いや、柏木君が工藤さん連れて外に出たのが見えたからどうしたのかな？　なんて……」

			　章雄先輩が顔を引きつらせながら弁明する。

			　久保さんも引きつった笑いを浮かべながら何度も顔を上下に振る。

			　岡崎先輩の姿は既に見えない。素早すぎる。

			「心配していただいてありがとうございます。少しお話があるのでお２人とも付き合っていただけますか？　いいですよね？」

			「か、柏木君？　工藤さんが怖いんだけど？」

			「せ、先輩？　ちょっと何とかとりなしを！」

			　助けを求めるかのような２人に俺はニッコリと笑みを浮かべながら、親指を立ててソレを下に向ける。

			　それを見て絶望的な表情を浮かべた２人が茜に襟を掴まれて引き摺られていった。

			「く、工藤さん！　ごめん！　謝るから!!」

			「先輩！　私はただ章雄先輩と岡崎先輩に連れてこられただけで!!」

			「ちょっ！　久保さん？　それはないんじゃない?!」

			　とうとう久保さんが先輩達を売るが、今の茜には通じない。

			「うぎゃ～～～～」

			　何やら太った猫が潰れるような声が聞こえた気がするが、気にしないでおこう。

			　

			　翌朝、ゲッソリとした章雄先輩と久保さん、まだちょっとむくれている茜も広間で朝食を摂り、準備を整える。

			　神崎会長の点呼と今日の予定の確認が終わり、各自チェックアウトを済ませる。

			　それからバイクに各々荷物を積み込みつつタイヤやブレーキ、エンジン回りやチェーンなどの点検を行う。

			　新しいバイクでも当然点検は必要なのだが、メンバーの中には数十年前に生産されたバイクもあるのでメンテナンスは重要なのである。

			　各グループでルートと休憩場所の確認が終われば、今日のツーリングスタートとなる。

			　ちょっとお疲れ気味の章雄先輩が俺達に声をかける。

			「えっと、今日もポジションは昨日と同じで。工藤さんも動揺があるかもしれないので何かあればすぐに合図するように。それじゃぁ出発しよう」

			「うい～っす」

			「わかりました」

			「うぅぅ工藤先輩怖い」

			　１人何やら違う返事をしているな。

			　まぁ、とにかく合宿第２幕である。

			　

			　ザザーン……ザザーン……。

			　波の音が響く。

			　目の前に広がるのは遠くまで続く長い砂浜。

			　まだ午前９時だというのに太陽は既に高く、強い日差しが降り注いでいる。

			「海だねぇ」

			　章雄先輩が呟く。

			「海っすねぇ」

			　俺がそれに応える。

			「夏っすねぇ」

			　後輩の相(あい)川(かわ)が更に加わる。

			「「「良いよなぁ」」」

			　３人の声がハモる。

			　俺達は今、秋田県の中部にある海水浴場に来ていた。

			　もちろん現在サークルの合宿真っ最中である。

			　ツーリングも初日こそ事故に遭いかけるというトラブルがあったが、２日目、３日目はコレといった問題もなく順調に行程を消化していた。

			　昨日秋田県に入った俺達は、この海水浴場にほど近い民宿にチェックインして、本日は休養日として１日自由行動になっている。

			　となれば、当然繰り出すのは海である。

			　というか、この地域に宿を取ったのは海水浴場があるからなので当然だ。

			　今は７月後半でシーズン真っ直中とはいえ、関東の大洗(芋洗い)海岸や湘南(遭難)海岸とは大違いで実に広々としてすいている。

			　もちろんそれなりに海水浴客はいるのだが、人口密度が違いすぎる。

			　まぁ、平日なのもあるとは思うが、学生らしき人達もそこそこいるので寂れている感はまったくない。

			　むしろ、家族客が少なく、若い人が多くて実に良い。

			　何がって？

			　そりゃ当然！　水着のおねーさん・おじょーさんである。

			　今も目の前をきわどいビキニを着た女子大生と思しき数人が横切っていった。

			　素晴らしい!!

			　思わず章雄先輩、俺、相川で柏手を打って手を合わせてしまった。

			　有り難や、有り難や……。

			「何をバカなことしてるのよ！」

			　ドガッ。

			　罵(ば)声(せい)と共に俺のケツが蹴っ飛ばされた。

			　ステータスのせいか、痛みはないし、つんのめることもない。振り返ると、茜と久保さん、それに後輩の小(こ)林(ばやし)さんがいた。

			　３人の目が少し冷たい気がする。いわゆるジト目というやつだろうかね。章雄先輩にとってはご褒美だろう。多分。

			「おおぉ！　工藤さんと久保さん、小林さんも良く似合ってるよ！」

			　章雄先輩が思わず感嘆の声を上げるが、当然のことながら３人も水着姿だ。

			　ってか、待ち合わせしてたんだけどね。

			　茜は大人しめの水色のビキニタイプ。

			　久保さんはパレオ付きのワンピースタイプ。

			　小林さんはスポーティーな黒のセパレートタイプ。

			　見た感じのサイズは茜[image: yaji.png]久保さん[image: yaji.png]小林さん。

			　あえてどこがとは言わない。

			　もちろん俺達男性陣も水着なのだが説明はしない。

			　男の水着なんぞどうでもいいっしょ？

			　いつも思ってはいたのだが、改めて見ても３人とも結構レベルが高い。

			　こちらにも章雄先輩と一緒に手を合わせておこう。

			「拝むなぁ～～!!」

			　茜が少し赤くなりながらタオルで叩いてくる。

		

	
		
			[image: p_170.jpg]
		

	
		
			　うん、じゃれるのもこの辺にしておこう。

			　あ、初出のメンバーを紹介しておく。

			　まず、最初に俺と一緒にいた理学部１年の相川。乗っているのはＹＡＭＡＨＡセロー２２５。

			　んで、茜たちと一緒に来たのが経済学部１年の小林さん。乗っているのはスズキＧＳＸ２５０ＦＸである。

			　ちなみに相川と小林さんは付き合ってるそうだ。

			　クソッ！　リア充共が!!

			　コホン！

			　今日は自由行動なので、サークル内でも比較的よく話すこのメンバーで遊ぶことにした。

			　他のメンバーも大部分は海に来るだろう。まぁ、そのときは適当に合流すれば良い。

			　中には昨夜飲み過ぎてダウンしてる奴もいるみたいだしな。

			　ちなみに岡崎先輩は俺達が出てくるとき、ロビーでビール飲んでた。

			　あの人ホントに平成生まれの女なんだろうか？

			　とにかく折角、海水浴場に来たので早速海に入ることにする。

			　思ったよりも水が冷たいが、東北とはいえ今は真夏。日差しは暑いし、非常に気持ちが良い。

			　女性陣もきゃいきゃい声を上げながら海に入ってはしゃいでいる。

			　そんな風に泳いだり、いちゃつく相川と小林さんの邪魔をしたり、章雄先輩を沈めたり、章雄先輩の水着を水中で引きずり下ろしたりしながらしばし過ごす。

			　10時を少し過ぎた頃、神崎会長を含めたメンバー数人が合流してきた。

			　会長はまさかのブーメランパンツだった。

			　いや、似合ってるっちゃぁ似合ってるのかもしれんが、サングラスをした筋骨隆々の大男のブーメランパンツ姿ってのは妙な威圧感がハンパじゃないんすけど？

			「神崎と柏木君と一緒にいると、俺がもの凄い貧相に見えるから凹むよ」

			　章雄先輩がぼやく。

			　大丈夫っすよ。先輩が貧相に見えるのは、それが原因じゃないですから。

			　メンバーが増えたことで更に賑やかになり、ビーチバレーをしたりビーチフラッグをしたりして盛り上がる。周りに人が少ないとできることが多くて楽しい。

			　みんなで大騒ぎをしていると、当然喉も渇く。

			　頃合いを見計らって、俺と章雄先輩で買い物に行くことにした。昼食には微妙に早いので飲み物だけだ。何故か会長もついてきてくれる。まぁ、助かるのは確かなので手伝ってもらうことにする。袋を持ってきていないので自販機で人数分飲み物を買うとちょっと大変なのである。

			　それはそれとして、会長全然海入ってない気がするんだけど、いいんですかね？

			　

			「私達サークルで来てるんだから、ほっといてください!!」

			「ちょっとくらいいいじゃん！　俺らとも楽しもうよ！」

			　俺達が戻ると、茜達女性陣が数人の男達に囲まれるようにして何やら言い争っている。

			　他の男性メンバーは困惑した顔で立ち尽くしていた。

			　ナンパか？　随分とガラが悪そうだけど。

			「どうした」

			　相変わらずの渋い声で会長が茜達に声をかける。

			「裕哉！　神崎先輩！」

			　茜がホッとした顔でその声に答える。久保さん達も同じく俺達、正確には会長を見て安(あん)堵(ど)の表情だ。

			「んだよ！　邪魔すんじゃ……」

			　囲んでいた男達がこちらを向きながら文句を言おうとするが、俺と会長を見て勢いが萎(しぼ)む。

			　まぁ、気持ちはわかる。

			　凄んでビビらせようとしたら、相手は片やシ○ワちゃんばりのガチムチの大男、片やそれよりは低いものの十分長身で鍛えられた体躯の俺、チャラ男の章雄先輩は……会長の後ろに隠れてるな……。

			「ウチのサークルメンバーに何か用か？」

			　会長の低い声が響く。

			　男達は顔を見合わせると、形勢不利と見たらしく踵(きびす)を返す。

			「チッ！　行こうぜ！」

			「キャァ！」

			　あろうことか、舌打ちして退散を促した男が茜の胸を鷲(わし)掴(づか)みしていきやがった。

			　今の茜は魔法具のネックレスをしていない。迂(う)闊(かつ)だった。

			「野郎！」

			「柏木！」

			　追いかけようと一歩踏み出した俺の肩を会長が掴んで引き留める。

			「会長！　アイツ一発殴らせてください！」

			「落ち着け！」

			　制止を振り解こうとするも、会長は更に力を込めて俺を止める。

			　ってか、全力ではないとはいえ、俺の力を止めるって、会長どんだけ力あるんだよ。

			「裕哉ダメだよ！　私は大丈夫だから!!」

			　茜も俺の前に来て止める。

			「チッ、くそったれ!!」

			　これじゃあ俺が堪えるしかない。

			　俺は立ち去っていく男達を忌々しく睨み付けた。絶対このままじゃ済まさん。

			「すいません、俺達何もできなくて」

			　相川が俺と会長に謝ってくる。

			「相手のほうが人数も多かったし、しょうがないさ。気にすんな」

			　俺はとりあえず苛立ちを堪えて相川達を慰める。

			「誰も怪我とかはしていないな？」

			　会長が皆に確認するが大丈夫のようだ。

			「すぐに先輩達が来てくれたので大丈夫です」

			　久保さんもホッとしたように応じる。

			「じゃ、じゃあ、飲み物買ってきたからみんなで休憩しよう」

			　章雄先輩が空気を変えるように明るい声を出す。

			　先輩、ちょっと情けないっす。

			　それでも多少の効果はあり、さっきの男達の愚痴を言い合いながら飲み物を飲んで、少しするとすっかり雰囲気は元に戻った。

			　

			　正午を過ぎ、各自適当に海の家で食事を摂る。

			　海の家の食事メニューというと、定番はカレーとラーメン。そして味は微妙。これって全国的に共通なんだろうか？

			「どこで食っても海の家のラーメンって、同じ味するんですよねぇ。海の家用で全国販売されてるんすかね？」

			　考えると微妙に嫌な発想だな、それは。

			「季節物だからねぇ。業務用の材料使ってコストと手間をケチると、どうしても同じような味になるんじゃない？」

			「なるほど」

			　今この場にいるのは、俺の他には章雄先輩と相川だけ。茜達はナンパ避けに会長を引っぱって貸出用のゴムボートを借りに行っている。

			　俺達は食後の気怠い身体をテーブルに預けながら浜辺をボーッと見ているだけだ。まるで家族サービスに疲れたお父さん方のようである。

			「やっぱ平日だけあって家族連れ少ないっすね。おかげで眼福っすけど。おっ！　先輩、アレ！　すっげぇ美人！　外人っぽいっすよ！」

			「なに?!　どれどれ？　うぉっ！　すっげ！　左の子、ちょっと小柄だけどスタイル良いな。右のシルバーブロンドの子もあり得ないくらい美人だし、その後ろの、うし、ろ？　あれ？　どっかで見た気が、ね、ねえ、柏木君？」

			「…………何すか？」

			「気のせいかな？　あの背の高い褐(かつ)色(しよく)美人、見たことある気がするんだけど？」

			　気のせいじゃないっすね。一緒にいる手前の２人と、少し離れた場所にいる更に２人、俺のよく知る人達だし。

			　俺は合宿に来るまでの数日間、不自然に大人しかった亜由美達を思い出していた。こういうことかよ。

			　内心溜息を吐きつつ一行を見ていると、左側の小柄な女の子、ティアと目が合う。

			「あ、ユーヤ様～～!!」

			　まだ２、30メートルは離れているのだが、ここまで充分に届くくらい大きな声で俺を呼びながら手を振るティア。

			　そして周囲から集まる視線。

			「せ、先輩、知り合いっすか？」

			「ユーヤ、さまぁ？　ど、ど、どういうこと？　柏木君！」

			　か、帰りてぇ……。

			　

			「兄(に)ぃ、やほ」

			「やほ、じゃねーよ！　お前の企みか！」

			　ティアとメル、レイリアの後から更に２人が近寄ってきたのでそのうちの１人、亜由美に文句を言う。亜由美はといえば、悪戯成功にご満悦な笑顔で手をヒラヒラ振ってやがる。

			「裕哉、怒っちゃ駄目よ。元々亜由美と３人が打ち解けるために裕哉抜きで時間をとるつもりだったのよ。せっかくだからアンタの合宿に合わせて海にでも行こうって決まってね」

			「母さんまで、ったく、よく仕事休めたな」

			「それに、亜由美には詳しいことを話してないでしょ？　あの子も気を使って聞いてこないけど、やっぱりお互いぎこちなくなっちゃってるし、良い機会だったのよ」

			　それを言われると返す言葉がない。

			「ユーヤ様、申し訳ありません。アユミ様から、口止めされていたので」

			「ユーヤさん、ごめんなさい」

			「我らを何日も放っておこうとするのが悪いのじゃ」

			　申し訳なさそうに頭を下げるティア、口では謝罪しながらも楽しそうに笑っているメル、何故か偉そうに胸を反らすレイリアの異世界３人娘である。ちなみに当然のように全員水着姿だ。

			　日が当たると金色にも見える茶色い髪と俺達日本人に近い肌の色をもつティアは淡いピンク色のビキニタイプのタンキニ。青みがかった銀色の長い髪と透けるような白い肌のメルは黒ベースでサイドに青いストライプの入った競泳用ハイレグ。そしてレイリアはといえば、黒髪に褐色の肌、メロンかと思うほどたわわなお胸様であり、水着は真っ赤なビキニ。王道である。

			「柏木君？　ちょ～っと話を聞かせてもらおうか」

			「先輩？　こんな美女・美少女と知り合いなのに、非(ひ)道(ど)いんじゃないっすか？」

			「ちょ、章雄先輩？　相川？　顔が怖いよ！」

			　両側から俺の腕をガッシリ抱え込んで人(ひと)気(け)のないほうに引き摺る先輩・後輩。笑顔ながら目つきは殺し屋のそれである。

			　俺は無駄な抵抗を諦(あきら)めて砂浜に２本の筋を残しながら移動していった。ズルズル。

			　

			「で？　コレはいったいどうなってるのかしら？」

			「い、痛いって、俺も聞いてなかったんだってば」

			　俺は茜に思いっきり脇腹を抓(つね)られていた。

			　いくらステータスが上がっていても抓られるのって痛いんだな。初めて知ったよ。知りたくもなかったが。

			「茜ちゃん、ごめんなさいね。今回は家族の親(しん)睦(ぼく)も兼ねてるのよ」

			「お、おばさま、い、いえ、その、ビックリして、ごめんなさい」

			　母さんのとりなしに茜が慌てて頭を下げた。

			「兄ぃを驚かせようと思ったから、茜さんに対してだけは反省する」

			　俺に対しても反省してくれ。

			「アカネ様ですね、ユーヤ様からお話は伺っています。はじめましてティアといいます。よろしくお願いします」

			「メルスリアと申します。以前から是非一度お会いしたいと思っておりました」

			　初対面となったティアとメルが茜に挨拶をする。

			「……すっごい美人……！　あ、その、工藤茜です。裕哉とは、えっと、中学のときからの友人で、その」

			　ティアとメルを見て一瞬呆け、我に返った茜も挨拶を返す。

			　そして未だに俺のパーカー越しに爪が食い込んでいる。そ、そろそろ許してくれないかな。

			　

			　結局なし崩しに、俺達ツーリングサークルの面々と柏木家一同が合流することになった。

			　母さん達は電車を使ってここまで来たらしい。２泊３日の予定だそうだ。

			　宿泊場所はビーチの近くにあるホテル。民宿泊まりの身としては羨ましい限りだ。

			「れ、レイリアさん、向こうに美味しいソフトクリーム屋が……」

			「ティアさん、俺と一緒にビーチバレーを……」

			「メルスリアさん、ひ、日焼け止めを塗り……」

			「か、柏木さん、お、俺、年上の綺麗なお姉様が好きなんです！」

			「あ、亜由美ちゃん、ハァハァ……」

			　我がサークルの男子メンバーも大興奮である。中には母さんまで口説こうとしてる馬鹿がいる。お前は俺と親子になりたいのか？　それから最後の奴は後でシメる。

			「なんというか、すまん」

			　呆れ気味に男共を見ていた女性陣に謝っておく。

			「まぁ、しょうがないわね」

			「でも、そろそろ収拾つけないといけないんじゃないですか？」

			「そうね。あの相川(バカ)も調子に乗ってるし」

			　というわけで、女性陣がはっちゃける男共を強引に落ち着かせて、どうにかこの場は収めることができた。

			　その後は夕方までみんなで泳いだり、遊んだり、レイリアがナンパしてきた男を水切り石のように海に投げ込んだり、亜由美と泳いで競争しようとしてしこたま海水を飲んだティアがしょっぱさに涙目になったり、メルにまとわりついた相川が小林さんに折(せつ)檻(かん)されたりしながら時は過ぎ、日が傾いたところで解散となった。

			　柏木家の面々は異世界組が寿司に初挑戦するということで、ビーチに併設されている無料シャワーを浴びてからホテルへ。俺達サークルのメンバーは民宿で意外と豪華な海の幸に舌鼓を打ち、入浴を終えて自由行動。

			　ほとんどの連中は近くのコンビニでつまみと酒を調達して部屋で宴会するらしい。

			　んで、俺はタイミングを見計らって宿の外に出た。

			　なんでかって？

			　当然、昼間の男達に仕返しをするためだ。

			　レイリア達の登場でなんだか有耶無耶な雰囲気になっていたが、俺としてはこのまま終わらせる気など毛頭ない。よりによって茜の胸を掴むなんざ許し難い。

			　アレは俺の……じゃないけど、とにかく、奴らには自分の罪をしっかりと償ってもらうことにしよう。

			　多分今の俺はかなりあくどい顔をしてるんだろうな。

			　だが、非モテ男の心の狭さを思い知るがいい。

			　土地勘がないとはいえ、所詮は整備された日本の観光地である。

			　俺はしばらく歩き続けて、海辺の寂れた一角にある雑居ビルの裏手へ回る。そして周囲に誰もいないことを確認すると、非常階段の手摺りに足をかけ跳躍する。

			　何度か跳躍を繰り返し、屋上まで辿り着いた俺は、下から見えない位置にしゃがみ込む。

			　そして魔力で魔法陣を描き、従魔を召喚した。

			「キュ？　キュウ！　キュキュウ！」

			　魔法陣の中央から現れたのは、見た目が真っ白な、しっぽの短いアルマジロ。

			　その正体は俺の３番目の召喚獣である『タマ』だ。

			『ウィルガ』という種の魔獣でその特徴は外見以上の耐久性で、物理・魔法攻撃をほぼすべて無効化してしまう外殻を持っており、その強度は龍種を優に超えるらしい。普通に触る分にはスベスベフニョフニョしてて柔らかいのだが。

			　もっとも代わりに攻撃力は子猫並だ。

			　性質は極めて温和(おとな)しく草食で人畜無害。更に知能も高く発声器官の違いで言葉を話すことこそできないが、こちらの言葉はきちんと理解している。

			　とんでもなく長命な魔獣で、そのせいかほとんど繁殖せず、レイリアですらほんの数度見たことがある程度らしい。

			　ただ、俺が従魔にしたのは、ある特殊能力のためである。能力とは、周囲の鳥や小動物、虫などを使役し操ることができ、更に使役した生物の五感を同調することもできる。

			　タマ自身では有効範囲は数十メートル程度しかないが、俺の魔力を与えることで半径十数キロまで有効範囲を広げることができる。

			　帝国との戦争の際、ウィスパーが口にした『ガルダス砦』を攻略したときの従魔とはこのタマのことなのだ。

			「キュウ！」

			「久しぶりだな。頼むよ」

			　俺の顔を見るなり喜んでスリスリと身体を寄せるタマを撫でながら、して欲しいことを伝える。報酬はクッキーである。

			　どういうわけか、コイツは甘いお菓子が大好物なのだ。俺の従魔になったときも蜂蜜たっぷりのビスケットをあげたらついてきたし。

			　最初の一口を口に含んだ途端、もの凄い勢いで貪り食ったタマは、ご機嫌で何度か頷くと能力を起動させる。あとは準備が整うまで待つだけだ。

			　にしても、流石は長年愛され続ける森○チョ○ス。食いつきっぷりが凄いわ。

			　あの痴漢野郎共の居場所はわかっている。

			　実はあのときこっそりと魔力でマークしておいたのだ。あの時点で許す気なんて欠片もなかったからな。会長に止められていなければ、間違いなくその場で殴り倒していただろうし。とはいえ、今考えればこっちのほうが良さそうだ。

			　あの後、それとなく海の家の人に聞いたところ、あの連中は近隣でも有名なロクデナシ共で、何度も暴力行為や恐喝、女性に対しての強制わいせつ等の問題を起こしているらしい。

			　警察に捕まっても未成年のため、すぐに出てきてしまうので地域でも相当迷惑しているとか。おそらくは明らかになっていない犯罪行為もあるだろう。なので、まったく遠慮の必要がないとの判断を下す。ってか、元々遠慮なんざするつもりはないけどな。

			　そんなわけで、連中を直接殴り飛ばしても大して意味はないだろうし、万が一誰かに見られでもしたらサークルのメンバーに迷惑がかかる。ので、別の方法を使うことにしたのだ。

			　

			「キュゥ」

			　待つことしばし、俺の膝の上でタマが準備が整ったことを知らせてきた。

			　よし、始めるとしよう。ああ、もちろん、殺したり怪我させたりはしないよ？

			　盛大にトラウマを負ってもらうだけで。

			「んじゃ、おしおきだべぇ～～！」（故 滝(たき)口(ぐち)順(じゆん)平(ぺい)さん風に）

			「よし、タマ。頼むぞ」

			「キュィ！」

			　俺はタマの使役能力の一つである感覚同調で、使役したドブネズミ君と視覚・聴覚をリンクさせる。

			　強烈な違和感と共にぼやけた画像と鮮明な音声が脳裏に再現される。どうやらネズミ君は聴覚が相当鋭敏でかなりのド近眼らしい。

			　これを俺の魔力で強化、調整していく。

			　ほどなくして、違和感のないレベルの画像と音声が届くようになった。画像から判断すると貸倉庫の中に連中の溜まり場ができているようだった。その中で５人ほどの若い男達が何かを飲みながら話をしているのが見える。

			『ったく、今日は全然ダメだったよなぁ』

			『何人かは良いのがいたんだけどな～！』

			『オマエは胸揉んだから少しはマシじゃね～か』

			『ああ、あの大学生っぽいグループはよかったよな！』

			『後から筋肉ゴリラと殺し屋っぽい奴が来なかったら一気に攫(さら)えたかもしんね～よな～！』

			『いや～、アレはヤバくね？』

			　イラっと来た。

			　大体、殺し屋っぽい奴って、もしかして俺のことか？

			　猛烈に失礼な連中だな。

			　絶対許さん！

			　ネズミ君の視線を倉庫の外側に移動して状況を確認する。

			　倉庫の入口前に人くらいの大きさの黒っぽい『何か』がある。

			　形は蟻塚かできの悪いトーテムポールみたいで、中央に紙が貼り付いている。

			　アレが今回のメインだ。

			　あの紙は魔法紙といって、特殊な素材を特別な方法で加工して作られる魔法を込めることができる紙である。ネズミ君には連中のところに行く前に俺のところに寄ってアレを持っていってもらい、連中の溜まり場の入口近くに置いておいた。

			　今回はあの魔法紙に『幻影魔法』を込めてあり、あの紙が貼り付いているものが『非常に魅力的な女性』に見えるようにしてある。もっとも有効範囲は狭くて精々10メートルくらいしかないが、場所を考えれば問題ないだろう。

			　何故そんなことをしたかというと、単に連中が痛い目を見ても単に喧嘩に負けたとしか考えなければこれからも同じことを繰り返すだろうから、きっちりと女性を見たら逃げたくなるようなトラウマを植え付けるようにするためである。

			　そのトラウマの元は紙を貼り付かせたままゆっくりと移動して入口のドアを叩いた。

			　うん、魔法が効いていない状態で見ると、かなり気持ち悪い。

			　俺は気を取り直して視線を男達に戻す。

			『しゃ～ね～な、こんなことしててもつまんねーし、街行って女でも拉致って…』

			　コンッコンッ。

			『あん？　誰だ？』

			　男の１人が音に反応して扉に近づく。そして、大して警戒する様子も見せずに開け放った。

			　ってか、この警戒心のなさ、こいつら自分達のやってることわかってんのか？

			『あ？　なんだアンタ？　俺らに何か用か？』

			　扉を開けた男が一瞬惚(ほう)けた後、気を取り直したように声をかける。

			　どうやら幻影魔法は問題なくかかっているようだ。

			『なに？　カノジョ俺達のとこ遊びに来てくれたの？』

			『そんなところに立ってないで入りなよ』

			『そうそう！　こんなところだけど歓迎するぜ』

			　男達は口々に招き入れようとする。口調は明るい若者を装ってはいるが、下卑た目は隠しきれていない。何を期待して何をしようとしているのか実にわかりやすい。

			　まぁ、段取り上そう来てくれないと困るので好都合ではある。

			　黒っぽい塊は無言で倉庫内に入る。

			　男の１人が扉を閉めて鍵をかけたようだ。逃がさないためだろう、ご丁寧にチェーンまでかけている。

			『いいのかなぁ～？　こんなところに女の子が１人で来て』

			『大丈夫だよ？　俺達優しいからサ、気持ちいいことしようぜ』

			　男達が全員で取り囲んでニタニタと笑いながら話しかけている。

			　最早繕(つくろ)う気すらないらしい。同じ男である俺から見ても醜(しゆう)悪(あく)としか思えない。

			　というか、俺の目には黒い蟻塚に話しかける痛い人達にしか見えないが。

			　いい加減男なんざ見ていても楽しくないし、そろそろ頃合いだろう。

			　男達の目には『女性』にしか見えていないであろう塊が、俺の合図を受けて突然弾ける。

			『え？　あ？』

			『な?!　ギャ～～～～～!!』

			『な、何だよコレ？』

			『う、うわぁぁぁ！』

			　男達はいきなり弾け飛んだものを見て一瞬何が起こったのか理解できずにその場で固まる。

			　そして自分達の顔や身体に付いたモノを見て、悲鳴を上げた。

			　それは夥(おびただ)しい数の虫のような生き物だった。数にしておよそ数万匹はいるであろう生き物。

			　等脚目ワラジムシ亜目フナムシ科のフナムシくん軍団である。

			　このフナムシくん、皆さんもご存じだろう、あの磯やらテトラポットやらにいる恐ろしく素早く動くゴ○ブリみたいな奴だ。外見は近頃人気のダイオウグソクムシに似ていなくもないが、まったくの別系統の種である。ちなみに水中で呼吸はできず、海に沈めると普通に溺死するらしい。通称『海ゴキブリ』。

			　知り合いにコレを好んで捕まえて釣りの餌にする人がいるけど、良くできるものだと感心する。俺には無理だ。

			『ひ、ひぃ～、く、来るな～～!!』

			『うわ！　あぁ!!』

			　男達は完全にパニックになっている。

			　身体中に無数のフナムシが這い回っていれば無理もない。ってか、見てるだけで俺まで身体中がムズムズして気持ち悪い。

			　逃げようにも扉にも床にも窓にも大量のフナムシが蠢(うごめ)いているので、それを突破しないと出るに出られない。おまけに男達自身が扉に鍵とチェーンをかけてしまっているので簡単には開けることすらできない。

			　うわぁ、シャツやハーフパンツの中にまで入ってるよ。

			　まさにリアルホラーの世界だ。それもアメリカンなやつ。

			　時間にして５分くらいだろうか。

			　そろそろ俺も気持ち悪さに耐えきれなくなってきた頃、男達は精神が限界を迎えたのだろう次々と気を失っていった。ほぼ全員が失禁している。

			　２人ほど具のほうも出してしまっているみたいだが、まぁ、死んでないし気にしないことにしよう。視覚と聴覚しか同調してないから臭いはわからないし。

			　我ながらえげつないと思わないでもない。後悔も反省もしないがな。

			　ご協力いただいたフナムシ君達にはご退場いただき、元の住処に帰ってもらう。扉やシャッターの隙間から十分出られるので問題はなさそうだ。

			　男達？　もちろん放置ですが、何か？

			　フナムシたちの撤収を見届けてからタマとの同調を切り立ち上がる。

			「タマ、お疲れ様。ありがとうな」

			「キュゥ？　キュイ！」

			　タマが俺に返事をして甘えるように頭を擦りつけてくる。実に可愛い。

			　タマがヨジヨジと俺の背中をつたって頭に登る。久しぶりの再会だし、もうしばらくは好きにさせておこう。そう考えた俺は、周囲を確認してから屋上から飛び降りて一気に地面へ降り立つと、少々の興奮を静めるためにゆっくりと歩き出した。

			　

			「裕哉！」

			　俺が宿に帰るために歩いて、ホテルや民宿が建ち並ぶ地域に差し掛かったところで不意に後ろから声をかけられた。

			　ちなみに、タマは人通りが多くなってきたところで見つからないように送還した。

			「茜？　レイリア達まで。どうしてこんなところに？」

			　民宿にいるはずの茜と、母さん達と一緒にいるはずのレイリア、ティア、メルがいた。

			　なんで？　と疑問に思っていると、茜が走り寄ってしがみついてきた。

			「ど、どうした？」

			「わ、わたし、裕哉が宿から出かけるのが見えて、それで……」

			「我達がホテルに戻ってくる途中でティアがアカネの声を聞きつけての、母上殿とアユミに先に戻ってもらい行ってみたのじゃが」

			「そこで酔った男達に絡まれているアカネさんを見つけまして」

			「レイリアさんが追い払った後に話を聞いたら、ユーヤ様を捜していると言っていたので、私達も一緒にいたんです」

			　落ち着くと恥ずかしくなったのか、赤くなった顔で手を離した茜が話し出すと、レイリア、メル、ティアが補足する。

			「あの、裕哉が昼間のことを気にして、それであの連中のところに行くのかと思って、その」

			　ドンピシャです、茜さん。

			「気にしてないって言えば嘘になるけど、俺が何かすればサークルの連中に迷惑になるからな。何もしてないよ」

			　そう言って茜の頭をくしゃりと撫でる。

			「俺よりも茜のほうが気にしてるんじゃないのか？　その、被害に遭ったのは茜だし」

			「ふむ。茜から事情は聞いておる。確かにそのような不(ふ)埒(らち)な輩(やから)に触られるのは業腹であろうが、なに、改めて主殿により強く触ってもらえば上書きされよう。すぐにでもたっぷりと揉みしだかれるがよい」

			「ブフゥ」

			「な、なな、何言ってるんですか！」

			　あんまりと言えばあんまりなレイリアの発言に俺は噴き、茜は顔を真っ赤にして叫ぶ。

			「なんじゃ、せぬのか？　ならば我の胸を揉むがよい」

			「あ、私もお願いします」

			「は、破廉恥ですよ２人とも。で、でもユーヤさんがどうしてもと仰るなら、私でも」

			「ティアはともかく、メルスリアは揉むほどなかろうが」

			　悪のりして乗っかるティアとメル。が、レイリアの追撃の一言にメルは崩れ落ちた。いや、メルは確かにちょっと控えめではあるが。

			「裕哉……」

			　茜の背後に何か黒いものが見えるんだが、気のせいだよな？　な？

			「まぁ、からかうのはこのくらいにしておいたほうが良さそうじゃな。では主殿、我等はここらで帰るとするぞ」

			　人の悪い笑みを浮かべながらレイリアが言ったことで、茜も冗談だとわかったらしい。まだ少し顔は赤いが、レイリア達に礼を言って頭を下げた。

			「ユーヤさんがどこにいるかはすぐにわかったのですが、魔法を使われていたようなのでアカネさんを連れていくのもどうかと思って時間を稼いでいたのです」

			「……ありがと」

			　別れ際、メルがこそっと教えてくれた。察しがよくて助かるよ。

			　

			　３人と別れた俺と茜はのんびりと歩きつつ、それでも10分ほどで宿まで戻ってきた。

			「お～！　ようやく戻ってきたか！」

			　宿に入るとロビーで岡崎先輩が待っていた。

			　手にワンカップを持って。

			「岡崎先輩？　どうしたんスか？」

			「どうしたじゃね～よ。テメェ揉め事起こしてないだろうな？　って、思ってたんだが」

			　そこまで言って、俺と茜を見る。

			　なるほど。昼間のことはあの場にいなかった人にも連絡してあったから、俺が連中に喧嘩吹っ掛けにでも行ったのかと心配したのか。

			「んだよ、御休憩か。ったく、合宿中だぞ？　あんまり若さに身を任せてんじゃねぇよ」

			「「してません!!」」

			　俺と茜の声がハモる。

			「ッチ！　つまらん」

			　まったくこの人は。

			　ってか、酒臭ぇ。

			「俺達のことより大丈夫なんすか？　そんなに飲んで。明日二日酔いでも知らないっすよ？」

			「ハン！　これくらいの酒が残るわけねぇだろ」

			「いや、アンタ昼間っから飲んでたじゃん」

			「あぁ～？　口うるさい小姑か？　小せぇのは股間だけにしとけ」

			「このセクハラ酔っぱらいが！　脳味噌湧いてんのか！」

			　男に小さいとは何事か。

			「テメェ！　ちょっと下半身新品だからって偉そうにしてんじゃねぇ！」

			　ちょっ！　テメ！　言うに事欠いて何てこと言いやがる。

			　ガン！

			　俺が言い返そうとすると、頭に衝撃が。大して痛くはないが頭は冷める。

			　見ると岡崎先輩は頭を押さえて悶えていた。

			「ロビーで何を騒いでいる！」

			　いつの間にか来ていた神崎会長が静かに怒鳴る。声は小さいが威圧感はハンパない。

			「「す、すいません」」

			　即座に頭を下げる俺と茜。

			「いっつぅ！　竜吾、少しは加減してくれよ」

			　岡崎先輩はあんまり反省していない。

			　というか、この人が反省するところなんて俺は見たことがないが。

			「柏木、明日から予定通り班編制を変更する。お前の班は真弓が率いる。工藤は引き続きお前がフォローしろ」

			「げ！　本気っすか？」

			「何だよ。アタシじゃ不満か？」

			「……不満と不安しかないっすよ」

			「まぁ、細かいことは任せるからテキトーに頼むわ」

			「言ったそばからソレっすか」

			　俺は大きく溜息を吐いて渋々了承する。拒否権ないし。

			「柏木も工藤も真弓も疲れを残さないように早めに休んでおけ」

			「うぃっす」

			「は、はい」

			「はぁ、わかったよ」

			　神崎会長はそれだけ言うと部屋に戻っていった。

			　俺と岡崎先輩も顔を見合わせて苦笑いを浮かべると、どちらからともなく解散となった。茜は先輩と同室なので一緒だ。

			　一つ事が済んで多少気は晴れたが、明日以降のことを考えると気が重い。何とかこの後は最後までトラブルがなければ良いのだが。

			　

			　翌日、宿の前でメンバーが集合する。

			　食事の前に母さん達が泊まっているホテルに顔を出しておいたが、反応はあっさりとしたもので、俺としてはちょっと寂しい。まぁ、異世界の３人と亜由美が多少は打ち解けたようなので、それは安心したのだが。

			　本日から７日目の猪苗代湖までは、昨日までのメンバーと入れ替わり別の面子となる。

			　まずはリーダーに岡崎真弓先輩。バイクはＹＡＭＡＨＡ　ＴＤＲ２５０。デュアルパーパス（オン・オフ兼用のバイクね）でギヤ比こそ低速向きにはなっているものの、レーサーのエンジンをそのまま載せたと言われている初代ＴＺＲ２５０と同型の２ストロークエンジンが搭載されている、別名「暴れ馬」と呼ばれたバイクである。オフロードのシートポジションにレーサーレプリカのパワーとか、何考えて作ったんだって問い詰めたくなる代物だ。

			　まぁ、岡崎先輩に似合ってるっちゃぁ似合ってるんだが。性格的に。

			　んで、俺と茜は変わらず、４人目が海水浴でも一緒だった相川。バイクはＹＡＭＡＨＡセロー２２５。

			　朝食のときに話し合った結果、一応岡崎先輩が先頭、俺が２番目、茜がその後ろで相川が最後尾となった。というか他に選択肢がない。

			　できれば岡崎先輩には最後尾を頼みたかったのだが、本人曰(いわ)く『メンドいからパス』だとか。予想通りではあるがね。

			　とはいえ、２ストバイクに前を走られるといろいろ困るので、先頭で、かつ少し先に走ってもらうことにしたのだ。

			　え？　意味がわからない？

			　あのね、２ストのバイクってマフラーから燃焼しきれない生ガスやらオイルやらを撒き散らしてくれるのよ。後ろにいるとソレをモロに受けることになってしまう。しかも排ガス臭いし。

			　だから排ガス規制の関係で今は２ストバイクは作られていないわけ。

			　岡崎先輩のＴＺＲ２５０は規制前の２スト全盛の時代のバイクなのだ。それらは一部のバイクマニアにはすごく人気があって、中古市場でも下手すれば新車よりも高値で売られていたりするのだが、グループツーリングでは嫌われてしまうのよ。

			　そんなわけで、実質的に岡崎先輩は単独走行に近い形になってしまう。

			　まぁ、他にも理由はあるのだけどね。

			「んじゃ、出発しますか」

			「いや～、柏木がいると楽できて良いな♪」

			「言っても無駄だとは思いますけど、リーダーは岡崎先輩ですよ？」

			「知らんのか？　古今東西リーダーってのは楽をしつつ成果は独り占めして責任は部下に押しつけるのが常識だぞ？」

			「そんな常識あってたまるか！」

			　そういう輩がいるのは確かだが、そんなのばかりだったら社会に出る気力なくなるわ！　夢も希望もなさすぎる。

			「まぁ、岡崎先輩はほっておいて、茜は岡崎先輩のライディングを真似しないように」

			「そうなの？」

			「参考にならん。ってか、下手に真似すると事故る。バイクのタイプも違うから、今のところは俺の乗り方を見て参考にしてれば良いよ」

			　岡崎先輩の乗り方はほとんどオートレーサーだからな。

			「ひゅ～！　お前は俺だけを見てろだって！　こんなところで口説くのもほどほどにしろよ？　何だったら途中で２時間くらい御休憩しとくか？」

			「いつ誰がそんなこと言った!!」

			　いきなり、なに碌でもないこと言い出すんだ、このオヤジババァ。茜が顔を真っ赤にして俯いている。

			「あ～、先輩達？　あと残ってるの俺達だけっすよ？」

			「まったく、愚図愚図してっからだぞ？　コレだから童貞は。遅くて良いのはアレのときだけだぞ？」

			「誰のせいだ！　誰の!!　それと、セクハラ止めい!!」

			　いい加減付き合いきれん。

			　メットを被り、バイクに跨る。岡崎先輩はまだニヤニヤしながらも同様にバイクに跨り、エンジンをかける。

			　全員の準備が整ったところでまず先頭の岡崎先輩が発進し、数秒ほど間隔を空けて俺もバイクを発進させる。

			　全員が公道に出たところでようやく合宿が再開された。

			　出だしからコレだよ。この先本当に大丈夫なんだろうか……。

			　

			　合宿７日目夕刻。

			　俺達のグループは無事猪苗代湖のホテルに到着することができた。

			　これまでの道程では特別大きなトラブルもなく、心配した岡崎先輩の暴走も特に問題はなかった。

			　まぁ、途中岡崎先輩が先行して３回道を間違えて合流に手間取ったり、煽ってきた走り屋っぽいバイクと峠でバトったり（もちろん岡崎先輩が）したが、おおむね順調なツーリングとなった。本気で意外だ。

			　相川と『岡崎先輩がトラブル起こしたらどうやって逃げるか』を話し合ったのが無駄になってしまった。いや、無駄になったのは良いことなんだけどな。

			　それはともかく、現在は猪苗代湖畔の温泉ホテルである。

			　ホテル！　実に良い響きだ。

			　今までほとんど民宿だったのでホテルというだけでテンションが上がる。しかも展望大浴場まである。源泉掛け流しの！　偽装でないことを祈るばかりである。

			　部屋はツインの部屋が５部屋シングルが２部屋である。これまでは大部屋２部屋に雑魚寝だったことを考えれば素晴らしいほどの待遇だ。

			　到着した俺達は各々のバイクを点検してチェックイン。

			　そうして部屋に荷物を置くなり、早速温泉を堪能した。もちろん混浴じゃない。それにしても、大浴場ってのはなんであんなにテンション上がるんだろうね。もっとも、神崎会長が入ってきた途端、全員のテンションが少し下がったが……。

			　身体に見合った随分とご立派なモノをお持ちで……。

			　それでも逆(の)上(ぼ)せるほど温泉を楽しんだ後はお待ちかねの夕食である。

			　全員が揃うのを待ってからレストランへ。ビュッフェスタイルなので、まずは席を確保して全員が着席する。

			　神崎会長が挨拶するが無駄な話をしないので内容はごく簡潔だ。道程を労い、簡単な翌日以降の注意事項を確認した後、食事を開始する。

			　合宿中の大学生の集団。それは最早飢えた野獣である。

			　用意された料理を食い尽くさんばかりに群がり、喰らい、飲み、再度群がる。

			　本来ビュッフェって、食べ放題って意味じゃないらしいんだけど、そんなものは大学生に言ってもしょうがないね。

			　元を取るどころか食い溜めする勢いで食べるわ食べる。女子ですら原価の張りそうなものを中心に食べまくっている。スタッフの人達の営業スマイルもちょっと引きつり気味である。

			　というか、他のお客さんがサークルメンバーの勢いに押されてというか、根こそぎ料理を取り尽くしているのであまり食べることができていないような気がする。

			　こいつらいったいどんだけ飢えてたんだよ。

			　俺も人のことは言えん。ってか、俺が一番食ってるんだけどね。他の男連中もキログラム単位で料理を消費する。

			　最初は遠慮気味だった茜もみんなの勢いに釣られて、他の女子メンバーとデザートを食べまくっている。絶対に体重を気にして後悔するに違いない。

			　１時間ほどで全員の食事が終わり、レストランを後にした。ホテルスタッフの表情がかなり強(こわ)張(ば)っていたが気にしないことにしよう。……来年以降はこのホテル使えなくなりそう（断られそう）な気がする。

			　食事が終わった後は一応自由行動となってはいるが、大部分のメンバーが１つの部屋に集まっている。

			　理由はといえば、夏の定番、怪談＆肝試しである。やっぱり学生の夏合宿といえばコレは外せないようだ。

			　借りた中では一番大きなツインの部屋だが８人も入ればかなり狭い。

			　さすがにこれだけ人口密度が高いと空調が入っていても少々暑いが、怪談をするにはちょうど良いのかもしれない。

			　このイベントを仕切るのは経済学部２年の山(やま)崎(ざき)だ。

			　オカルトマニアで、この手のイベントはやたらと張り切るのだが、大学にあるオカルト研究会には興味がないらしい。理由を聞いたら『オカルトは好きだけどＵＦＯと超能力には興味がない』とのこと。よくわからんが何か派閥みたいなものがあるのだろうか。

			　イベントとは言っても単純に、怪談ネタのある人が順に話をして、それが終わったらいわゆる心霊スポットに行くってだけのオーソドックスなものである。

			　何人かの怪談が終わり、続いて話し出したのは章雄先輩だ。

			「これは俺の知っている人が実際に昔体験したことなんだけど。

			　その人はとある事情があって、それまで住んでいた名古屋のアパートを引き払って最低限の荷物を軽自動車に積んで移動していたんだ。目的地は北海道。特にあてがあるわけじゃなく、ちょっと思いついただけの行動だった。

			　まず名古屋から北上して日本海側に出た。その後は海沿いの道を走って青森まで、順調に移動を続けていった。

			　青森市内を抜けて国道２７９号線を通って下北半島を北に向かう。北端にある大(おお)間(ま)港から函(はこ)館(だて)行きのフェリーに乗るためだった。

			　下北半島にはむつ市というところがあって、その西側には有名な恐(おそれ)山(ざん)がある。とはいっても、地元の人達からすれば特に心霊スポットというわけではないらしいんだけど、その人も道路標識に「恐山」の文字を見ても特に何か感じるということもなく通り過ぎた。

			　むつ市の市街地を過ぎると民家もまばらな田舎道になる。とはいってもそのときの時刻はまだ午後８時過ぎ。多くはないがそれなりに車も走っているし、これまでの道でも同じような場所どころか人っ子一人いないような山道だってあった。

			　しばらく走っているとぽつぽつと民家が増えてきた。小さな町があるようだ。

			　前方左側に、緑色にぼんやりと光る電話ボックスがあり、バス停なのかベンチも置いてある。

			　そのベンチに白いレインコートのようなものを着た人が座っているのが見えた。

			　最近ではあまり電話ボックスなんて見かけないけど、その頃はまだ携帯電話がそれほど普及していなかったから、まぁ、田舎によくある光景だったんだろうね。

			　その人も特に気に留めることはなく通り過ぎたんだけど、その瞬間、一瞬そのベンチに座っていた人と目が合ったような気がした。それほど遅くない時間とはいってもあたりは外灯も少なく真っ暗で、外から車の中の自分と目が合うなんてことはないだろうと思っていたらしい。

			　そして、小さな町を過ぎ、海に出たその人は海沿いの道を左に曲がった。その頃から妙な寒気が背中を這うように感じてきた。

			　急ぐ旅でもないし、そもそもゆっくりと走っても大間港へは、あと２時間もあれば充分到着する。そして到着したところで翌朝にならなければフェリーに乗ることはできないから、着いたら車で寝るつもりだった。

			　海沿いの道はカーブも多く、道幅も広くない。だからのんびりと車を走らせていたんだけど、進むごとに寒気というか、冷気が強くなってくるような気がしていた。

			　そして不意に後ろの座席から何か人の気配のようなものが感じられるようになったんだ。

			　当時その人が乗っていたのは５５０ｃｃの４ナンバーの軽自動車。今では軽も５ナンバーがほとんどで、４ナンバーは一部のバンタイプか軽トラばかりだけど、当時は乗用車タイプでも分類上貨物扱いのものが多かった。一応後部座席はあるけど、人が乗れるようなスペースはほとんどなくて、前席のシートが後部座席のシートギリギリまで後ろに下がっていたから、足を入れる隙間がないんだ。

			　嫌な気配を振り払いたくて、その人はルームミラーを見る。本来なら闇に染まって何も見えないはずのそれには、後部座席に座る１人の人物の姿が映っていた。

			『うわっ！』

			　さすがに驚いたものの、その人がそういった心霊現象に遭遇したのは初めてではない。内心の動揺を抑えつけ、そのことを意識しないよう、その後はミラーを見ないように、無視し続けた。

			　どのくらい走っていただろうか、不意に後ろの気配がフッと消えるのが感じられた。

			『ようやくか』

			　そう思って肩の力を抜いた途端、チラリと左側、助手席に何かが見えた気がした。

			『まさか』

			　思わず視線を動かしてしまう。そこにはびしょ濡れの白いレインコートを着た女の人が座り、こちらをジッと見ていた。

			　恐怖を表に出さないよう、ハンドルを強く握りしめる。車を止めたほうが良いのかもしれない。でもそれも恐ろしかった。

			　カーブに差し掛かり、シフトチェンジする左手に、その女性の手がそっと重ねられた。

			『冷たい』

			　氷のように冷えた手の感触を感じた瞬間、全身に電気が走ったかのように手も、足も、指先まで一瞬で凍りついたように動けなくなってしまった。

			　しかし、もうカーブに入ってしまっている。必死に足に力を込める。

			　ガードレールにぶつかる！　と思ったとき、手足を縛り付けていたものが解けるように感じ、思いっきりブレーキを踏み、ハンドルを切る。

			　タイヤが路面を引っ掻く高い音に続いて、ガリガリガリ、とフェンダーがガードレールをこする音が伝わってきた。

			　ブスン。エンジンが止まり、微かに波の音が聞こえるばかりの車内。荒い息を吐きながら助手席を見ると、そこには誰もいなかった。びしょ濡れのレインコートで座っていたはずのシートは濡れてもいない。ただ、冷たい手の感触だけはしっかりと残っていた……おしまい」

			「はぁ～～」

			　聞いていた面々から大きな溜息が漏れる。

			「章雄先輩、話うまいっすね～。ちゃらいのに」

			「ホントホント。見た目はちゃらいのに」

			「いや、あのさ、最後にちゃらいってつけるの止めて欲しいんだけど」

			　章雄先輩が若干凹みながら皆の感想に応える。

			　だってしょうがないじゃん。ちゃらいし。

			　とりあえず他の人の怪談も一通り終わったようなので、次は俺が話をすることにする。

			「さて、それじゃぁ…」

			「んじゃ、そろそろ肝試しに出発しようか」

			「って、ちょい！」

			　俺が話をしようとした途端に山崎が邪魔をした。

			　せっかく俺の番だと思ってたのに何しやがる。

			　文句を言おうとした俺に山崎がジト目で応える。いや、男のジト目なんざどこにも需要はないと思うぞ。

			「どうせお前のことだから、碌でもない話をして場を盛り下げる気だろう？」

			「随分と失礼な評価だな。おい」

			「去年は『恐怖の味噌汁』と『悪の十字架』だったか？　使い古されたネタで遊びやがったのは誰だ？」

			「いや、今年は別の話をだな」

			「だったら、どんな話をしようとしたんだ？」

			「饅頭が怖くて仕方がない男の話を」

			「落語じゃねーか!!」

			　いや、だってさ、みんなが真面目に怪談とかしてると茶化したくならない？

			「はぁ。もういいや、みんな移動するよ」

			　山崎はそう言うとメンバーを促した。ちぇ。

			　ぞろぞろと全員で移動を開始する。ただし、それぞれが自分のバイクではなく、４台に２人乗りでの移動だ。台数が多いと興醒めだとのこと。よくわからんこだわりだが、まぁ、８台のバイクが連なって走るのも迷惑になるので良いと思うことにする。

			　山崎曰く、福島県ってのは古くは安(あ)達(だち)ヶ(が)原(はら)の鬼婆が有名で古今数多くの怪奇が知られる全国でも有数の地域らしい。……似たようなことを言われてる地域は他にいくらでもありそうな気がするが、五月蠅(うるさ)そうなので反論はしない。

			　そんなこんなで移動を始めて30分ほどで目的地に到着した。

			　温泉のある山間の廃墟。古いホテルのような佇(たたず)まいが月の光にうっすらと浮かび上がっていて実にそれらしい雰囲気を醸し出している。ってか、建物が結構でかい。

			　崩落とかしないだろうなコレ？

			　どうやら今回はこの廃ホテルの中を肝試しで散策するということらしい。

			　事前に山崎からここで起きたと言われる恐怖体験とかの話が語られたが、まぁそれはお約束なのでいいだろう。

			　異世界(むこう)と違っていきなりゴーストが襲いかかってきたり、ゾンビやスケルトンなんかが出ることもないだろうし、夜目の利く俺にとっては何の驚異にもならない。

			　夏のお約束イベントの１つとして楽しむことにしよう。

			　怖がった女の子がしがみついてきたりしたら、それはそれで役得だしね。

			　

			　そう思っていたときが俺にもありました。

			「はぁ……なんで一緒に回るのが柏木君なんだろうねぇ……」

			「あからさまに溜息を吐かれるのは実に不本意ですが、内容には激しく同意します」

			　俺の隣を歩く章雄先輩が懐中電灯で前方を照らしながら愚痴り、俺が言葉を返す。

			　そう。今回参加した８名の内、女子は３名。茜と久保さん、小林さんだ。

			　２人がペアになり順に建物内を回ることにしたのだが、当然男子があぶれる人数の上、くじ引きをしたら茜と久保さんが組になり、小林さんは彼氏である相川と無事にペアになった。

			　残りの４名は男同士のペアである。

			　さすがに彼氏持ちの小林さんはともかく、普通は物語上、俺と茜か久保さんがペアになるんじゃね？　折角テンプレイベントやってるんだから、そこは是非とも王道で行って欲しかったよ。

			　何が悲しくて男同士で心霊スポット回らなきゃならんのか……。

			　廃墟内はかなり広く、あちこち崩れたり、そこら中に落書きがあったりして、いかにも『ＴＨＥ　廃墟』という感じでかなり不気味だ。

			　もっとも落書きの内容はかなり間抜けなのが多いが。

			　回るのも１組ずつではなく、１組が中に入ったら数分待って次の組が入るという形になっている。じゃないと中が広すぎて時間がかかってしまうらしい。

			　回るルートはあらかじめ山崎が説明したので、途中で他の組とかち合うこともなさそうだ。

			「な、なぁ柏木君。何か話をしながら回らないか？」

			「いや、章雄先輩、ビビるの早すぎっすよ」

			「ビ、ビビってなんかないよ？　何言ってるのかな？」

			　まだ建物内に入ったばかりだというのに、章雄先輩が落ち着きなく周囲を見渡したり挙動不審な動きをしながら説得力の欠片もない言葉を出す。

			　ちょっとビビりすぎだが、気持ちはわからないでもない。

			　夜中というほどの時間でもないが、人里離れた場所にある廃ホテルで外灯なんてまったくない。聞こえるのは虫の声と建物内を通り過ぎる風の音、時折聞こえる先に入ったメンバーの声（時々悲鳴っぽいのも）があるだけだ。

			　流石に俺もちょっち怖い気がしないでもない。

			「話ねぇ……そういえば章雄先輩って、会長や岡崎先輩と付き合い長いんですか？」

			「あ？　あぁ、俺が先にサークルに入ったから一応後輩ってことになるんだけど、２人ともあの性格だからなぁ。神崎は最初から自然と先輩達従えてたし、真弓ちゃんはアレだしな。それでもどっちも付き合いづらくはなかったけどな」

			　…………ぅぅぅぁ…………。

			「岡崎先輩を『真弓ちゃん』って呼べるところだけは章雄先輩を尊敬しますよ」

			「そこだけ?!」

			　…………[image: gaiji_a_mini.png][image: gaiji_a_mini.png][image: gaiji_a_mini.png][image: gaiji_a_mini.png][image: gaiji_a_mini.png]ぅぅぅ…………。

			「いや、まぁ、岡崎先輩をちゃん付けできるのは章雄先輩くらいっすよね？」

			「かなり引っかかるけど、それはそれとして、真弓ちゃんもわりと可愛いところあるんだよ？　特に神崎と一緒のときはかなりデレてるし」

			　……ぃぃぃぁぁぁ……。

			「？　それって、ひょっとして会長と岡崎先輩って」

			「あれ？　知らなかった？」

			「本気っすか?!」

			　……ぅぅぅ[image: gaiji_a_mini.png][image: gaiji_a_mini.png][image: gaiji_a_mini.png][image: gaiji_a_mini.png]……。

			「うん。しかも高校のときに真弓ちゃんから猛アタックしたって」

			「……信じられん」

			　衝撃の真実！　そもそも岡崎先輩のデレてるところが想像できん。

			「本当だよ。…………ところでさぁ」

			「……何っすか」

			「さっきから何か聞こえるような気がするんだけど、気のせいだよね？」

			　どうやら章雄先輩も気がついてしまったらしい。

			　俺達が２階に上がってきてから何やらうめき声のような音が微かに聞こえてきていた。

			　それも進むごとに声は大きくなり、周囲からは複数の何かの気配が感じられる。

			　正直に言おう。

			　めっちゃ怖いです。はい。

			　いや、だってさぁ、異世界(むこう)の死霊の類ってこっちを殺(や)る気全開で襲ってくる魔物扱いなわけよ。だから襲ってきたらこちらも応戦するのに抵抗感はない。

			　それに対して日本(こつち)の幽霊って人を怖がらせるのに全力って感じじゃん。

			　怪談や都市伝説でも直接攻撃するとかじゃなくて、精神的に追い詰めてとり殺すってのでしょ？　海外のと比較してもより陰湿っていうか、生理的恐怖感ってのがハンパないっす。

			　それが俺達が歩くたびにドンドン強くなってきている感じがする。そして、

			「ひっ！　か、柏木君？　あれって何？」

			　章雄先輩の指さした方向を見ると、濃い煙のような塊がゆっくりと不規則な動きをしながら漂っているのが見えた。いわゆる人魂のようなものだろうか。

			　周囲を見回すと他にもいくつも同じようなものが漂っている。

			　というか、俺達の周りを囲むように回っていた。

			『たすけて』

			　不意に近くから声が聞こえた。

			　背後を振り返り暗闇に目をこらすと小さな人影が見えた。子供か？

			『あなた達は誰？』

			　別の場所からも声が聞こえる。今度は女の人らしき姿がうっすらと見える。

			「何か、ヤバい感じっすね」

			「…………」

			「とりあえず、走って逃げますか？」

			「…………」

			　俺が章雄先輩に声をかけても返事がない。

			　慌てて先輩の顔を見る。

			　……白目剥いて気絶してました……。

			　さて、どうするか。

			　章雄先輩はこんな状態だし、担いで逃げることもできるとは思うが、ついてこられると困る。

			　それに他のメンバー、特に茜達のところに出られてもことだ。

			　この場で対処してしまうのが一番良いだろう。

			　幸い目撃者となりそうな先輩は絶賛気絶中だし。というか、こっちの幽霊にも俺の魔法って効果あるんだろうか？　とりあえず、俺は普段抑えている魔力を少しだけ解放する。

			　途端に人魂らしきものの動きが激しくなる。

			　……ということは、こいつらが出てきたのって、俺の魔力のせいか？

			　気がつけば半透明の人影に取り囲まれていた。

			　攻撃してくるような様子は見えない。ただ囲んでいるだけ。

			　俺はゆっくりと大きく深呼吸して自分の中にある恐怖心を抑え込む。

			　大丈夫。魔法が通じるなら俺が負ける要素はない。

			　幽霊達を改めて見回す。ほとんどが無表情で一部に苦しげというか、怒りというか表情を歪めているのもいる。どちらにせよ、こいつらもこんなところでこんな風に存在していたくはないだろうな。

			　俺はゆっくりと、そして大きく魔力を広げ魔法陣を形成していく。

			『浄化』

			　魔法の発動と同時に淡い光が俺達のいるフロアを満たしていく。

			　そしてその光に包まれた幽霊達は次々と消えていった。ほんの少し微笑んでいたように見えたのは俺の妄想だろうか。

			『ありがとう』

			　耳元でそんな声が聞こえたような気がした。

			　光が消えたフロアはまた暗闇に包まれ、もう他に何も気配は感じなかった。そこにあるのは俺と章雄先輩とそれぞれが持つ懐中電灯の光だけ。どうやら浄化に成功したらしい。

			　さて、さっさと残りのルートを通って外に戻るとしよう。

			　とはいえ、章雄先輩(これ)をどうしようか。

			　とりあえず、ここでこうしていても仕方がないし、章雄先輩を起こしても面倒そうだ。

			　幸いルートも半分以上来ているし、今ので生理的恐怖心も薄れた。

			　章雄先輩を担いでいっても残りの道程は問題ないだろう。

			　周囲にも変な気配はもう感じないしね。

			　というわけで、器用に立ったまま気絶している章雄先輩の持っている懐中電灯を俺のベルトに固定して、先輩を肩というか首の後ろに担ぎ上げる。そして膝と顎(あご)に手を添えて落ちないように支える。

			　ちなみに章雄先輩の体勢は仰向けである。

			　いわゆるアルゼンチン・バックブリーカーの体勢。

			　え？　わからない？

			　んと、ロビ○マスクのタワーブリッジって言えばわかるだろうか？　そんな形。
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			　俺の持っていた懐中電灯は口に咥えるとしよう。

			　なんでそんな体勢かって？

			　だって、気絶した野郎を背負うのって嫌じゃん。俺の顔のすぐ横に男の顔があるなんて、絵面的に醜すぎる。

			　女の子だったらお姫様抱っこかオンブかでしばらく悩むだろうが。

			　目でおっぱいを楽しむか、感触を背中で楽しむか、うん、悩むな。

			　その後はさすがに何事もなく最上階を回り、行きとは別の階段を下りて外に出る。

			　すると、メンバーが集まって何やら話している。

			　俺に気がつくと、すぐに駆け寄ってきた。

			「どうかしたのか？」

			「それなんだけど、さっき建物の中から光が見えて、……って、お前らこそ、どうしたんだよ？」

			　山崎が勢い込んで話し出したが、俺の状態を見て目を丸くする。

			　章雄先輩を担いだ俺に今更気がついたらしい。

			「いや～、章雄先輩が何か見たらしくて気絶しちゃったんだよな。俺は何も気がつかなかったんだけど」

			「そうなのか？　何か光らなかったか？」

			「誰かの懐中電灯じゃねえの？」

			「そういうんじゃなかったけどなぁ」

			「茜達も見たのか？　その光ってやつ」

			「ううん。私達は見てないっていうか、山崎君が言ってたときって、私達建物の中にいたし、気がつかなかった」

			　茜がそう言ったので他のメンバーの顔を見るが、他には誰も見ていないらしい。

			　うん。それならこのまま誤魔化せそうだ。

			「見間違いじゃね？　それか懐中電灯の光が天井とかに反射したとか」

			「そんなことないと思うけどなぁ。それに章雄先輩も何か見たんだろ？」

			「いや、それこそ章雄先輩だぞ？」

			「……確かに章雄先輩なら石が落ちてきただけでも気絶しそうだけど」

			　さすが章雄先輩。素晴らしい信頼感だ。

			　そのままなし崩しに話を終息させる。

			　少しすると章雄先輩が目を覚まして『人魂を見た』とか『人の声が聞こえた』とか言ってたが、俺が見てないし聞いてないと言うと、みんなの章雄先輩を見る目が気の毒そうな視線になる。すんません。俺のためにチキン野郎の評価を受けておいてください。

			　貴方の犠牲は忘れません。合宿が終わるまでは。

			　どうやら俺達がわいわい言い合っているうちに全員が戻ってきたようなので、イベントは無事終了ということになった。

			「柏木君さぁ、すごく腰が痛いんだけど、何か知ってる？」

			「さぁ、どうしたんでしょうねぇ」

			　章雄先輩の問いかけに適当に返事をしながら自分のバイクに跨る。後ろには茜が乗る。

			　そうそうこういうのが必要なんだよ、物語には。

			　茜の感触を背中で楽しみながらホテルまで戻ったが、行きよりも強くしがみついていたのは茜もあの廃墟が怖かったのかもしれない。

			　一緒に回れなかったのが残念なような、あんなのを見せないで済んだのが良かったような、複雑な気持ちだった。

			　

			　翌日は休養日として各自が自由時間を満喫した。

			　俺は茜に引っぱり回されて近場を観光していたが、茜が本当に楽しそうにしていたのでほっこりする。

			　牧場で動物と触れ合っていたら山羊に尻を頭突きされた。

			　喰ってやろうか。

			　そんなこんなで１日が過ぎ、その翌日、いつものようにホテルをチェックアウトして各自バイクの点検を終えた俺達は集合する。

			　今日からはまたメンバーがシャッフルされ、今度は神崎会長がリーダー、俺と茜、小林さんがメンバーとなった。

			　配置は先頭が会長、最後尾が俺となる。

			　茜もこの合宿で大分慣れたようなので大丈夫だろう。

			　いよいよ合宿も残すところ２日だけである。

		

	
		
			勇者の夏○ミ事件簿

			　

			「ごちそうさま」

			「あ、アユミさん、食後の紅茶はいかがですか」

			「いいです。宿題するから」

			「あ……」

			　晩飯が終わり、席を立つ亜由美にメルが声をかけるが、あっさり断られてしまう。
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			「あ～、ゴメンなメル。アイツちょっと人見知りなところがあるから」

			「いえ、大丈夫ですよ。突然自分の家に知らない人が住むようになったんです。アユミさんの反応も当然だと思います」

			　メルはそう言ってくれるが、ティアやレイリアに比べると明らかに亜由美はメルに対して距離を置いている。ティアはわりと誰とでもすぐに打ち解けることができるような雰囲気を持っているし、レイリアは３人の中で一番先に会った上に、どこか天然でずれたところがあるので接しやすいのだろう。

			　対してメルは王族であり、本人にその気はなくてもどこか品の良さとか威厳のようなものを持っている。亜由美としてはなかなか精神的な距離を詰めるきっかけを掴めないのだろう。

			　元々、人見知りなところがあり、同級生に対しても誰とでも仲良くなれるような性格じゃないからな。

			　そんな亜由美の性格を考えて、母さんも亜由美と３人の懇親を図ろうと合宿のときの海水浴旅行を計画したんだろうし。その甲斐あってティアとレイリアとはそれなりに気安く話ができるようになったみたいだけど、メルとはもう少し時間がかかるかもしれない。

			　ついでに俺に対しては、詳しいことを話さないので少々ふて腐れ気味である。普段なら少しぐらい放っておくのだが、今回はそういうわけにはいかないか。

			　合宿も無事？　終わり、バイトと大学の課題の消化を先行して進めているが、あまりそれにかまけて家族を放置するのも問題だしな。

			　合宿の後半はどうしたって？

			　いや、ホントに話すことなんて何にもなかったのよ。会長の先導はまさに理想的で、トラブルらしいトラブルなんて全然なかったし。淡々と進んだ合宿の話なんて聞いても面白くないよ？

			　亜由美は夏休み前半に水泳部の大会があり、地区大会の平泳ぎ２００メートルと自由形１００メートルに出場したものの、残念ながらどちらも準々決勝で敗退してしまった。他の部員も全国大会に出場できた人はいなかったらしく、夏休み中は比較的のんびりとした部活になりそうだと言っていた。となると、亜由美を連れてどこかに遊びに行くか。

			　そう思いつき、風呂が終わったタイミングで亜由美の部屋を訪ねることにした。

			　ちなみに異世界の３人だが、メルとティアが客間を使い、レイリアは母さんの部屋を使うことになった。なので、俺と亜由美は相変わらず自分の部屋を自由に使えている。

			「亜由美、ちょっといいか？」

			「兄(に)ぃ？　入れば？」

			　了承を得たので部屋に入る。

			　亜由美の部屋はあまり飾り気が、というか、ぬいぐるみとかポスターとかがないのでこの歳の女の子の部屋としては殺風景に見える。

			　とはいっても、本棚には漫画やラノベが沢山並んでいるし、学習机の上には俺が前に使っていたパソコンの液晶ディスプレイが置いてある。

			「兄ぃ、どうしたの？　何か用？　ラノベなら貸すけど」

			　ふむ。機嫌はそれほど悪くなさそうだ。これなら誘いやすい。

			「いや、折角の夏休みだからな。俺もバイトとツーリングばかりというのもアレなんで、亜由美が行きたいところにでも連れて行ってやろうと思ってな」

			　俺がそう言うと亜由美が少し首を傾げながらも、嬉しそうに表情を緩めた。

			「ホント？　う～ん、じゃあ、何があったかなぁ。ちょっと調べて、それで……」

			　言葉の途中で俺のスマホから着信音が。

			　誰だ？　斎(さい)藤(とう)か。

			「悪い、ちょっと待ってくれ、はい、もしも……」

			『柏木く～ん！　助けて～～！』

			　通話ボタンを押してお決まりの台詞の途中で斎藤の絶叫に遮られた。

			「ちょ、斎藤？　どうしたんだよ」

			『来週のイベントなんだけど、売り子やってくれる予定の子が急に来られなくなったって。しかも女の子２人ともなんだよ！　片方がお爺さんが倒れたとか、もう１人は事故で怪我しちゃったらしくて。他の人を捜そうにもイベントって大変だし、夏休みで予定が埋まってる人ばっかりだからどうしようもないんだよ！』

			　斎藤が事情を説明しながら悲鳴を上げている。

			「斎藤、ちょっと落ち着けって。んで？　サークルメンバーで他に来れる人がいないのか？　男も？」

			『元々来られる人は全員来る予定だったから、人に余裕ないんだよ。柏木君にはやっぱりコスプレ会場に行ってもらいたいし』

			　なるほど、俺も斎藤のブースの状況は毎回見ているが、年々増え続ける客を捌くのが大変なのは知っている。となると、知り合いを当たってみるか。

			「ちょっと俺のほうでも当たってみるよ。一旦切るぞ。あ、何人ぐらい必要なんだ？」

			『お、お願い！　僕のほうはもうどうしようもなくて、できれば２、３人欲しいんだけど、とにかく１人でも、逆に多くても構わないから、内容も面倒なのはこっちでするから、商品とお金の受け渡しをしてくれるだけでも良いよ。もちろん他にもしてくれるならできるだけバイト代は出すから』

			「了解。んじゃ、後で電話するから」

			　そこまで言って電話を切る。そしてすぐさま発信をポチッとな。

			『もしもし、裕哉？』

			「おう。今ちょっといいか？」

			　はい。皆様の予想通り、相手は茜です。

			　俺は斎藤の事情を話して茜の予定を聞いてみる。

			『うん、私は大丈夫だよ。えっと、他にも必要なんだよね？　実は今日奈(な)っちゃんのところに泊まりに来てて、一緒にいるから奈っちゃんにも聞いてみるね……。えっとね、裕哉からなんだけど、イベントで斎藤君が手伝いしてくれる人を探しているん「やる！」だけど、って、いいの？　……あ～、奈っちゃんも大丈夫だって』

			「そっか。アリガト！　奈(な)々(な)ちゃんにもお礼言っておいて。詳しいことは後で」

			　茜に礼を言って電話を切る。良かった、最低限の人数は確保できた。

			　……奈々ちゃん、随分と食い気味で返事してたけど、そんなにイベントに興味あったのか？

			　ま、いいか。

			　とにかく斎藤に連絡しておこう。

			『柏木君？　ど、どうだった？』

			「お、おう、茜と奈々ちゃん、って、相(あい)沢(ざわ)奈々って子が手伝ってくれるってさ」

			『ホント？　良かったぁ！　それと、相沢さんなら僕も会ったことあるよ。ってか柏木君と一緒に会ったじゃん』

			　そうだっけ？

			「とりあえず最低２人だろ？　他にもいれば連絡するよ、んじゃな」

			　さて、斎藤のほうはこれで良し。後で一応ティアとメルにも聞いてみるか。あの２人なら邪魔にはならないだろうし。

			　何をしてたんだっけ？　あ、そうそう亜由美をどこかに連れて行くって話が途中だったな。

			「亜由美はどっか行きたいところあるか？　今思いつかなければ後でも良いけど」

			「夏○ミ行きたい！　兄ぃのアルバイト手伝う！」

			　は？　ああ、いや、確かにサブカルチャー好きの亜由美としては不思議じゃないか。でもなぁ。

			「１日目じゃ駄目か？　斎藤のバイトは２日目だけだから、それ以外なら、って、いや、３日目は駄目だ」

			　３日目はギャルゲー中心だし、教育に悪い。

			「ちょっと待って、えっと、これがジャンルの日程で、あ、１日目はゲーム関連が中心かぁ、う～ん、やっぱり２日目が良い！　ラノベとかコミックとかはその日だし」

			　亜由美がいつの間にやら起動していたパソコンの画面を見ながら言う。

			　……確かに、けどなぁ、連れて行くのは良いんだけど、イベント中は人通りが尋常じゃないからなぁ。俺はほとんど時間空かないだろうし、とはいえ俺の休憩時間以外は斎藤のブースの奥で大人しくしてろってのはあんまりだしな。

			　となると、やっぱりティアとメル、それにレイリアに協力してもらうか。斎藤にも相談だな。いや、その前に母さんの許可とらないと。

			　とりあえず亜由美には、できるだけ行けるようにするけど、あまり一緒にはいられないと念押しした上で計画を立てることにしたのだった。

			　

			　っと、いうことでイベント当日である。

			　ブースの設営と商品の納入をしなければならない斎藤は、レンタカーで先に会場入りしている。なので俺と茜、奈々ちゃん、レイリア、ティア、メル、亜由美の７人は電車で移動する。

			　斎藤に今回の件を話すと、出店サークル用の入門証を全員分準備してくれたのだ。

			　まだ朝も早い時間とはいえ、すでに気温は30℃近く、天気は快晴である。こんな中では一般客として並ぶだけで熱中症になりそうなので、亜由美を行列に並ばせることにならなくて良かった。

			　会場に到着して関係者用の門から中に入る。事前に聞いていた建物内に入ると、斎藤のサークルの場所はすぐにわかった。入口からよく見える、人の動線も良さそうな好位置だ。

			　ブースの位置は毎回抽選という話なのだが、集客が伸びるにつれて良い場所になっていってるそうだ。不思議なものである。

			「斎藤！　来たぞ」

			「あ、ご苦労様。えっと、工藤さんと相沢さん、それとレイリアさん、ティアさん、メルスリアさん、でしたね。今日は本当にありがとう。慣れない仕事をお願いするので大変だとは思いますがよろしくお願いしますね」

			『よろしくお願いします』

			「あ、えと、さ、斎藤さん、私、頑張ります！」

			「え？　あ、はい」

			　普通に挨拶するみんなと、斎藤の目の前まで行って、気合いの入った挨拶をする奈々ちゃん。斎藤もちょっと驚いている。

			「ヨーちゃん、今日はよろしく」

			「あ、亜由美ちゃん、こちらこそ。良かったね」

			　斎藤には事情を話してあるが、無事に母さんの許可が出たことで亜由美も参加することができたのだ。とはいえ、中学生に手伝いのレベルを超えて仕事をさせるわけにはいかないし、かといって、子供扱いするわけではないが、全国的に有名なイベントの人混みは尋常じゃないから、１人で会場を回らせるのも不安がある。ただでさえ小柄な女子中学生なのだ。

			　なので一番忙しい時間帯に、ブースの奥から商品を出したりするお手伝いをしてもらい、それ以外の時間帯は休憩するメンバーが一緒に会場を回るということになった。

			　サークルメンバーは元々手分けして会場を回るのが恒例なので、それに便乗する形だ。ついでに俺が連れてきた女性陣もそれぞれ一緒に回るらしい。

			　

			　ブースの設置と商品の陳列は、サークルメンバーでほとんど終わらせてくれていた。

			　斎藤が各自の配置と役割を改めて説明し、今回のヘルプメンバーには商品の説明やお金の取り扱い、この手のイベント特有の慣習や注意点を丁寧に教える。

			　そうこうしているうちに一般客の入場１時間前になったので、全員接客用の衣装に着替えることになった。

			　レイリア以外はウルト◯マンの科学特別捜査隊女性隊員のコスチュームである。しかもそれぞれ微妙にデザインが異なっており、見る人が見るとシリーズのどの作品なのかわかるらしい。

			　そして今が真夏ということもあって上は半袖、下はミニスカートで生足にブーツだった。

			　コスプレっぽい格好に恥ずかしがる姿が可愛らしい。

			「兄ぃ、私は？　どう？」

			　自分よりも茜達に視線がいっているのを亜由美が不満そうにジト目で見ながら、俺の視線を塞ぐように自分の衣装を披露する。

			　残念ながらまだまだ女らしさはほとんどないが、銀色のコスチューム姿の亜由美はなかなか可愛らしいと思う。身(み)贔屓(びいき)かね？

			「あ、あの！　斎藤くん、ど、どうかな？　変じゃない？」

			　俺達がそんなやりとりをしていると、奈々ちゃんが斎藤の側に行って顔を赤くしながら尋ねていた。

			「あ、えっと、とっても似合ってて可愛いと思う、よ」

			　斎藤もつられるように赤くなって答えていた。

			「……なぁ、奈々ちゃんってひょっとして斎藤のことを？」

			「なんかそうみたい。私もついこの間聞いたんだけど」

			　俺の疑問に茜が答える。

			　だからこんな色物イベントに手伝いに来てくれたのか。意外な組み合わせだが、まぁ斎藤も奈々ちゃんも良い友人だし応援しておくことにしよう。けど斎藤よ、コスプレが似合ってるとかって女の子を褒める台詞としてどうなんだ？

			「主殿、何故我だけこのような服なのじゃ？　できれば我も皆と同じ可愛らしいのが良いんじゃが」

			　レイリアが俺を恨めしげに睨みながらぼやく。

			　レイリアの服装は仮面の忍者◯影のコスチュームだ。

			　なんでかって？　レイリアの身長は一般的な女性としてはかなり大きい１７０センチ台半ばで、しかも外人モデル並みに腰の位置も高いし胸も、なんだ、ホレ、ぼよんでアレなので皆と同じ服を着ると途(と)轍(てつ)もなくエロいんだよ！

			　当然サイズも合わずスカートはマイクロミニになるし、胸元ははちきれそうになる上にヘソまで見えてしまう。なので他の衣装で似合いそうなのがそれしかなかったのだ。

			　多少小さくするくらいならすぐにできるらしいが、大きくするのは難しいのだとか。そりゃそうか。

			「サイズがないんだからしょうがないだろ？　それより手伝いはしっかり頼むぞ」

			「むぅ、主殿の態度がおざなりじゃ」

			「レ、レイリアさんも格好いいですよ！」

			「あ、あははは」

			　ティアがレイリアを慰め、茜とメルは苦笑いだ。

			　今回女性陣は接客を担当し、男性陣は商品の品出しとお客さんの整理、それにトラブル対応が担当だ。

			　そしてとうとう俺の番である。

			　当初予定していた仮○ライ○ーウィ○ードのコスプレは結局ボツになってしまった。というのも例のテロリストによる美術館襲撃事件で、テロリストを倒した人物（俺のことだな）がそのコスプレをしていたので、他のコスプレイヤーが同じ衣装を使うことが予想されたからだ。

			　俺としてはトラウマを刺激したくないので否やはない。

			　というわけで、今回急遽斎藤が用意したのは以前にも着たことがある宇宙刑事ギ○バンのものだった。斎藤は新作の衣装を着せられないのが不満そうだったが。なんでまたコイツは俺にコスプレさせたがるのか理解できない。

			　いつもならば俺と一緒に回ってくれるサークルの人がいるのだが、今回は人手不足のため俺１人だけである。

			　着替え終わった俺は主催者指定のコスプレ会場へ移動する。会場には既に多くのコスプレイヤーがいて、各々衣装を披露しあっていた。一般の入場者が入るまでにはまだ少し時間があるのでイベントに参加するサークル関係者と先行入場のコスプレイヤー達だけだ。

			「あ、『特撮工房』さん。こんにちは〜！」

			「ども」

			　サークルのＰＯＰを持っているのであちこちから挨拶されるが、誰が誰やらさっぱりわからん。あ、特撮工房ってのが斎藤のサークル名ね。

			　多分何度か会ったことがある人も多いのだろうが、なにせ皆コスプレしてて素顔を知らないし、いつもコスプレ内容が違うので覚えられない。

			　会場を見回すとゲームやアニメのキャラクターに扮する人が大多数。比率は女性が多いように思う。クオリティーも本物と見紛うばかりのものから仮装にしか見えないものまで様々だ。中にはウケ狙いなのか見るからに段ボールに色を塗ったアホっぽい奴もいる。

			　見ているだけでも楽しいが、季節のせいもあってか、女性達はかなり際どい衣装も多くて非常に楽し、じゃなくて目のやり場に困る。

			　俺は、今回もいつもと同じく会場を適当にうろつきながら、スペースを見つけてちょっとしたパフォーマンスをしつつブースの宣伝活動をする予定となっている。

			　そうしてしばらくいろいろな人と挨拶を交わしながら歩き回ること数分、会場入口付近が騒がしくなってきた。開場の時間が来たらしい。

			　そして数十秒後、一気に大勢の人が会場に雪崩込んできた。

			　大部分の人は建屋内のブースの方面に行くが、一部はこのコスプレ会場に来る。それぞれが手には高価そうなカメラを携えてコスプレイヤー達の姿を撮影し始める。

			　もう少しすれば先行入場できなかったコスプレイヤーも合流し、更に賑やかになってくるだろう。

			　それからは、いつものこととはいえ結構大変だ。元々、女性コスプレイヤー目当てにしている人が大半なので、男である俺がいくらコスプレをしていてもそれほど注目されるわけではない。逆にカメラ小僧共から邪魔者扱いされることも多いのだ。

			　しかも今は真夏。全身を覆うコスプレ衣装はめちゃくちゃ暑い。去年は１時間ごとに休憩を取りながら、その都度２リットル近くスポーツ飲料を飲む羽目になった。しかも終わった頃には衣装の中は水没したかのような状態だったのだ。

			　今年は俺のステータスが人外レベルになったせいでそれほどきつくはないが、それでも暑いものは暑い。昼過ぎには流石にバテてきた。主に精神的にだが。

			　なのでたっぷりと時間を取ってお昼を食べ、再び衣装に身を包んで（マスクを被っただけだけどな）会場に戻る。そして場所をコロコロと変えながらＰＯＰ看板でサークルの宣伝活動である。１人なのでもの凄く寂しいし虚しいのだが……。

			「―！　――!!」

			　看板を持って移動中、目の前を萌えＴ着て頭にターバンを巻き、手に大量の紙袋をもった髭(ひげ)面(づら)で彫りの深い男性が、この暑い中黒いスーツを着た男達に引き摺られていった。しかもあの人どっかで見たことある気がする。

			『大使！　今日は外務大臣との会合があるのですから、我(わが)儘(まま)言わないで早くしてください！』

			『は、離せ！　この国の大臣など官僚が書いた文章を読むだけではないか！　まだ他にも見たいところが！』

			『問題になりそうな発言してんじゃねぇ、このオタク大使が！　時間がないんだからさっさと来い!!』

			　…………うん。俺は何も見ていないし何も聞いていない。記憶は即座にデリートしよう。

			　そうして多少のトラブルは目撃しながら過ごし午後３時前、そろそろ一度ブースに戻って斎藤の指示を受けようと思っていたら、ティアが走ってきた。

			　俺の前で立ち止まると、慌てた声で言う。

			「一緒に回っていたタナカさんがアユミちゃんとはぐれてしまったらしくて！」

			　……なんですと？

			　

			　

			　Side　亜由美

			「はぐれた」

			　田中さん（ヨーちゃんのサークルの人で30歳くらいの明るい人）の案内で好きなコミック関連のブースに来ていた私は、面白そうな二次創作の本を２冊見つけて即購入。他にもと探しているときに人波に押されてブースから離れてしまった。

			　戻ろうとしても背の小さな私では人を掻き分けることができず、結局建物の外に押し出されてしまった。

			　仕方がないのでぐるっと回って再び入口から建物に入り、元いたブースに戻ったけど田中さんの姿が見あたらない。

			　困った。再び人波に押されて建物の外に出たものの、戻る道がわからない。

			　人が多すぎて私の身長では周囲がきちんと見えず、移動を人任せにしていたので位置を覚えられなかったのだ。決して私が方向音痴だからではない。

			　幸い、ヨーちゃんのサークル名は覚えているので多分建物に入ればわかるはず。

			　でも、疲れたのでちょっと休憩せねば。

			　建物の陰の少し空いたスペースに移動して、バッグからペットボトルを取り出して口に含む。温(ぬる)い。余計に暑くなってきた。それでもちょっとだけ落ち着く。

			　こんな状況にはなってしまったけど、今日は楽しかったのは確か。

			　本当にお手伝いのレベルなのにちゃんとヨーちゃんがバイト代をくれたし（しかも前渡し！）、一緒に回ってくれたサークルの人は各ブースに知り合いも多くていろいろサービスしてくれたし、予想以上に沢山の買い物もできた。兄ぃもお小遣いくれた。

			　まぁ、私が最近ちょっと情緒不安定？　になってるのに気を使ってくれたんだと思うし、私も自覚がある。

			　その原因は兄ぃの知り合いだという３人。レイリアさん、ティアさん、メルスリアさんだ。

			　兄ぃが突然連れてきたこの人達、どういうわけかみんな兄ぃに好意を持っているみたいだった。それに、お互いがすごく親しげで、兄ぃの交友関係はある程度知っていると思っていた私にはショックだった。

			　少なくとも私は兄ぃからこの人達のことを聞いたことがなかったし、兄ぃも私にはわりと何でも話してくれていると思っていたから。

			　なのに、いきなりうちに一緒に住むことになったのに兄ぃからの説明はほとんどない。

			　ヒドすぎる。でも３人ともすごくいい人なのはわかる。だからこそ私もどういう態度をとったらいいのかわからないんだけど。

			　レイリアさんは３人の中で最初に会った人だ。美人でスタイルがもの凄くて、性格は結構豪快で大雑把、そしてわりと天然。あと、言葉遣いが変。

			　ティアさんは明るくて気安い、歳の近いお姉さんって感じで、話しやすいからわりと早く打ち解けることができたと思う。

			　そしてメルスリアさん。言葉遣いも丁寧で仕草も上品。なんていうか、お姫様みたいな人。優しそうではあるんだけど、一番どういうふうに接したら良いのかわかんない。なので、話しかけられても、つい返事に詰まってしまう。

			「はぁ」

			　これから先のことを考えて、つい溜息が漏れてしまう。あの人達とうまくやっていけるのかなぁ。自信がない。

			　

			「ねぇ、こんなところで何やってるの？」

			　そろそろ戻るためにヨーちゃんのブースがある建物を探そうとしたとき、不意に声をかけられた。

			「なになに？　お、結構可愛いじゃん。君１人？　暇ならオレらと一緒に回らない？」

			「なんだよまだガキじゃん。でもたまにはいいか。なぁ、別のところに行って遊ぼうぜ」

			　男の人が３人目の前にいた。兄ぃと同じくらいの歳みたいだけど、何かいやらしい目で見てくる。キモい。

			「そのカッコ、コスプレ？　そのままで良いからさ、行こうよ」

			「話に聞いたコスプレの女見に来たんだけど、正直人が多すぎてウンザリしてたんだ」

			「とにかくついてこいよ！」

			　私が黙っていると、焦れたのか１人が私の腕を掴んで引っぱった。

			「！　イヤ！」

			「痛っ！　んだよ、大人しく来いよ！」

			「あ〜あ、引っ掻かれてんじゃん。こんな怪我させたんだから、お詫びでもしてもらわないとなぁ」

			　手を振りほどいたときに爪が当たったらしい。掴んできた男の人の腕にほんの少し血が滲んでいた。もちろん反省なんかしない。

			　私は後ずさろうとして、

			「おっと、逃がさないよ」

			　後ろから両手を掴まれてしまった。ヤバイ。ピンチだ。誰か助けを呼ぼうとして、大声を出そうと息を大きく吸ったときに、私の名を呼ぶ声が響いた。

			「アユミさん！」

			　聞き覚えのある声に、そっちを向こうとした瞬間、私の手を掴んでいた男の腕が跳ねあげられ、グイッと身体を引き寄せられた。

			「アユミさん、大丈夫ですか？　怪我はありませんか？」

			「メル、スリア、さん？」

			　ヨーちゃんのブースで接客しているはずのメルスリアさんが私を抱きしめていた。

			「あ〜、良かった。見つけられました。タナカさんからはぐれたって聞いて。良かった！」

			　心から嬉しそうな顔を見ると、なんだか今まで距離を置いていたのが申し訳なく思えてくる。

			「痛ってぇ、なんなんだよいったい」

			　手を振り？　ほどかれた男の人が、両手をブラブラさせながら顔をしかめて私達に視線を移した。

			「何すんだ、って、おお！　スッゲェ可愛いじゃん！」

			　文句を言おうとして途中でメルスリアさんに目を奪われていた。確かに長い銀髪とありえないくらい整った顔は同性の私でも思わず見惚れるくらい綺麗で、男達が色めき立つのも理解はできる。

			　ただ、私はそのこと自体がひどく不快に感じられた。兄ぃならともかく、こんなキモチ悪い変質者にメルスリアさんが言い寄られるのはなんだか腹が立つ。

			「大丈夫ですよアユミさん。でも、どうしましょうか、排除するのは簡単ですけど、あまり騒ぎになるとユーヤさんやサイトーさんのご迷惑になるでしょうし」

			　さらっと排除とか言ってる。とてもそうは見えないけど、もしかしてメルスリアさんって強いのかな？　でもこんなときでも堂々としているのが凄くカッコいいと思う。

			　うん。茜さんも良いけどメルスリアさんも兄ぃの相手としては悪くない。あ、でもティアさんも兄ぃのこと好きみたいだし、あとレイリアさんも。

			　……兄ぃ、モテ期だ。妹としては誰が義姉になるのがいいか、悩む。

			　私達が別々の方向で悩んでいると、無視された変態達が怒り出した。

			「オレ達はそこの女の子に怪我させられたんだぜ？　その子の連れならオトシマエつけてくれてもいいんじゃないの？」

			「そうそう、ちょっとオレ達と付き合ってくれればいいからよぉ」

			「大人しく言ってるうちに聞いたほうがいいんじゃない？」

			　こっちが女２人なので調子に乗りまくってるみたいだ。

			「へぇ〜、じゃあ俺が代わりに落とし前つけてやるよ」

			　男達の後ろからの突然の声に、一斉に視線が集まる。

			「兄ぃ！」

			「ユーヤさん！」

			　

			　

			　Side　裕哉

			　ティアから話を聞いた俺は、まず魔法で俺の作った魔法具を探査してみる。

			　亜由美がネックレスをしていればすぐに位置がわかるからだ。

			　反応は、あ～、位置的にコレは茜の持ってるやつか。他は、微弱なのがいくつか、あ、コレは俺が作ってネットで売ったやつだな。お買い上げありがとうございます。いや、それは今はいいんだよ。他の反応は、ない。

			　探査範囲を広げても反応がないってことは、亜由美の奴、持ってきてないのかよ。

			　俺は自力での探査を諦めて、建物の陰に隠れて『影狼』を召喚する。そして亜由美の捜索を頼んだ。

			　日差しが強いとはいってもこれだけの人混みなら『影狼』が影から影へ移動するのに不都合はない。俺自身も田中さんとはぐれた場所を聞いてその周辺を捜してみることにする。

			　メルやレイリア、ティア、それに手の空いたサークルの男性達も捜してくれているらしい。

			　これだけ人が多いんだから変なのに絡まれることはないだろうけど、怪我とかはあるかもしれないし熱中症とかも怖い。できるだけ早く見つけないと。

			　田中さんと亜由美がはぐれる前にいた建物内を見て回る。ただ、集団から頭半分上に出ている俺はともかく、亜由美は背が小さいから捜しづらい。

			　亜由美が好きそうなジャンルのブースを一通り捜していると、『影狼』から魔力パスを通じて連絡があった。見つけたらしい。しかもこの建物の近くだ。

			　あ、ちなみに今はコスプレのマスクだけ脱いでいる。視野が狭いし、何より恥ずかしい。服だけでも目立つのだが、それは気にしないことにする。

			　建物から出て、『影狼』のいる建物の裏手に回る。

			　見っけ！

			　メルも一緒だ。が、なんか変な男達もいるな。ナンパか？

			　とりあえず勘違いだと困るので、気配を殺して近づいていく。

			　そして聞いた男達とのやりとり。うん。クズ決定。なのでさっさと乱入しよう。

			「へぇ〜、じゃあ俺が代わりに落とし前つけてやるよ」

			　俺がわざと大声でそう言うと、亜由美とメルも俺に気がついたらしい。

			「兄ぃ！」

			「ユーヤさん！」

			　俺の姿を見て、亜由美とメルがホッとした顔をする。

			「な、だ、誰だ?!」

			「人の妹に何してくれてんだ？　[image: gaiji_a.png]？」

			　驚いて何か言おうとした男達を睨みつける。もちろん魔力を込めた殺気つきで。

			「あ、あぁぅ」

			　途端に足元をガタつかせながら青い顔で後ずさる男達。

			　サクッとぶちのめしても良いんだが、余計な騒ぎを起こすといろんな人の迷惑になるからな。今回に限っては平和的？　な対応で我慢しよう。

			「さっさと失せろ」

			　手をシッシッっと振りながら促すと、あっという間に男達は逃げ出した。まさに脱(だつ)兎(と)の如く。

			　手間がかからなくてよろしい。

			「亜由美、大丈夫か？」

			　男達が去ったのを見届けて、亜由美に向き直って聞く。

			「大丈夫。メルスリアさんが来てくれたから」

			「そうか。メル、ありがとな」

			　俺がそう言うと、メルはなんでもないというように微笑んで首を振った。

			　未だにメルは亜由美を抱きしめたままだ。うらやま、いや、なんでもない。

			　みんなも心配しているからと、亜由美達を促して斎藤のブースまで戻る。

			　その道中、亜由美をメルが助けたせいなのか、少しは打ち解けたようで、ポツポツと亜由美がメルに話しかけ、メルも嬉しそうにそれに答えている。

			　この分ならもう少しで気安い関係になれるかもしれないな。

			　

			　途中でレイリアとティアにも会うことができたので連れ立ってブースに帰ってくると、全員が亜由美の無事を喜んでくれた。

			　まだ捜してくれている他の人にも電話して戻ってもらう。

			「でも良かったです。無事で」

			「うむ。少々驚いたがな。すぐに見つかって良かった。何かあれば会場ごと吹き飛ばすところであったぞ」

			　本当にやりそうで怖いからやめてくれ。

			「う、うん、メルスリアさんが助けてくれたから。その、心配かけてごめんなさい」

			「アユミさん、どうか私のことは『メル』と呼んでください」

			「うん。その、メルさん？」

			「はい♪」

			「ところでアユミさん、お買い物はどうだったんですか？」

			「良さそうなのがあって……」

			　３人に囲まれて、亜由美は照れ臭そうに少し赤くなりながらも少しずつ会話も弾むようになってきたらしい。

			　うん。これにて一件落着だな！

			「いや、まだ終わってないから！　まだブースの販売残ってるんだよ？」

			　斎藤、空気読めよ。

		

	
		
			勇者の探偵物語

			　

			　ズズゥ。

			　ストローで飲んでいたコーラがなくなり、ちょっとお下品な音が鳴る。

			　炎天下に厚手の長袖でバイクを走らせたせいで喉が渇いたので一気に飲んでしまった。

			　俺は空になったグラスを持って再度ドリンクを注ぎにいく。

			　ドリンクバーって本当に助かる。貧乏な大学生には至福の時間だ。

			　しかし、今日俺がファミレスでドリンクを飲んでいるのは喉が渇いたからでも食事をしに来たのでもない。

			　昨日の夜、茜から相談があると言われてやってきたのだ。

			　約束の時間の10分前に茜は１人の女の子を伴って店内に入ってきた。

			　手を挙げるとすぐに気がつき、俺のいるテーブルまで来て席に座る。

			「うっす！　水(みな)上(かみ)も久しぶり」

			「お待たせ」

			「久しぶり。ごめんね無理言って」

			　今の会話でわかる通り、一緒に来た女の子も俺の知り合い。っていうか高校のときの同級生である。

			　名前は水上洋(よう)子(こ)。

			　茜と同じ教育学部の２年生で、俺とは単なる元クラスメートだが茜とは友人関係だ。

			　というわけで、茜が電話をしてきた相談事とは彼女のことなのだ。

			「改めて、ごめんなさい。急に呼び出したりして」

			「別にそれは良いけど、相談って？　恋愛ごとだったら俺は役に立てんぞ」

			「私はそれほどアホじゃないわよ。柏木みたいなヘタレの朴念仁に恋愛相談してどうするのよ」

			　酷い言われようだなおい。

			　ちょっとばかし身に覚えがあるので反論できないのが悲しいが。

			「宍(しし)戸(ど)君とも無関係じゃないんだけど、洋子のサークルのことらしいの」

			　茜がそう補足する。

			　ちなみに宍戸ってのは水上の彼氏で、フルネームは宍戸健(けん)二(じ)。俺と茜、水上の高校時代の同級生だ。とはいっても２年のときに同じクラスになっただけで、特別親しいというほどではない。

			　まぁ、近くにいたら話をするって感じかね。性格は真面目で良い奴なので嫌いではないが。

			　水上とは２、３年が同じクラスで茜と親しいこともあって、どちらかといえば宍戸よりもよく話したと思う。

			「水上って、イベントサークルだったっけか？」

			　俺の確認に水上が頷いて肯定する。

			　イベントサークルっていうと昨今某私大のサークルがいくつか不祥事、ってか犯罪を起こしてイメージが悪いが、うちの大学のサークルは学祭だけじゃなく地域の祭りでイベントを企画したり、近隣の中学や高校の文化系クラブと連携して県内の養護施設や老人ホームで発表会なんかのボランティアを企画したりする、かなり真面目な活動をしている結構評価の高いサークルだったはずだ。

			「サークルで何かあったのか？」

			「特別大きなトラブルがあったとかじゃないの。ただ、一番上の先輩達が引退してからサークル内の雰囲気がおかしくなっちゃって」

			　よくわからん。

			「おかしいって？」

			「前は雰囲気が和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)っていうか、先輩ともお互いすごく仲よくて、生き生きしてたんだけど、急に何だかギスギスしてきたって感じで。実際に急に元気がなくなっちゃった子とか辞めちゃった子もいるし、先輩の何人か凄く高圧的になったし」

			「先輩(うえ)がいなくなって調子に乗った先輩がイジメでもしてるのか？」

			「かもしれないけど、元気がなくなった子に聞いても何も話してくれないし、最近健二も様子がおかしくて私にサークル辞めたほうが良いって言ってきてて」

			「宍戸とうまくいってないのか？」

			「そんなことない！」

			　俺の問いを水上は強い口調で否定する。

			　おぉぅ。そんなに睨むなよ。

			　まぁ、こいつらはバカップルってわけじゃないけど昔から仲良かったからな。

			「とすると、宍戸が何か原因を知ってるかもしれないけどってことか」

			「それと、最近はサークルで合コンとかダンパの企画なんかもその先輩達がしてて」

			　なるほど。有名私大のイベントサークルが犯罪起こしたりしたのもその手のイベントだったから、不安になったってことか。

			　俺がしばし考えを纏めていると、水上がまだ何か言いたそうな表情をしている。

			「他にもあるのか？　ホレ！　さっさと吐い(ゲロつ)て楽になりな！　ってアダッ！」

			「取り調べか！」

			　俺のボケに茜が的確にツッコむ。

			　その様子を見て水上が少し笑い、バッグから小さな袋を出す。

			「この間、健二がその先輩からそれを渡されてて、気になってるの」

			　袋は透明なビニール製の小さなもので、中には白い楕円形の錠剤がいくつか入っていた。

			　俺はそれを手に取る。

			「持ってきて大丈夫なのか？」

			「同じのがいくつもあったから、多分大丈夫だと思う。……ねぇ、それって何だと思う？」

			「錠剤……ねぇ」

			「考えたくないけど、ひょっとして……」

			　水上はものすごく不安そうな表情で縋るように俺を見る。

			「……俺、コレと同じものをテレビで見たことあるな。一応調べてはみるけど多分間違いないと思う」

			「!!　本当?!」

			　水上がショックを受けたようだった。

			「多分、クエン酸シルデナフィルの錠剤、だと思う」

			「……それってどんな薬なの？」

			　水上の問いに俺はもの凄い言いづらそうに答える。

			「Erectile Dysfunctionの治療に使われる薬だ」

			　俺の返答に水上と茜が揃ってよくわからないって顔をする。

			　うん、ワザとわかりにくく言ったからな。

			「代表的な商品名は『バイアグラ』、いわゆるＥＤの治療に使われる薬だよ」

			「へ？」

			「え？」

			　俺はワザとらしくニヤニヤしながら水上に追撃をかける。

			「いや～、あの真面目な宍戸がねぇ。ひょっとして早くも不安があったのかねぇ～」

			「そ、そんなことないわよ！　先週だって！　って、何言わせんのよ！」

			　水上が顔を赤くして反応する。

			　いや、からかったのは俺だが、知り合いの情事を告白されても対応に困るな。

			　俺は表情を改めて水上に言葉をかける。

			「念のために預かって調べてはみるけど、多分先輩達にネタ半分で押し付けられたんじゃないか？　宍戸の性格もそうだけど、２年のあのクラス出身でドラックに手を出す奴はそうはいないと思うぞ」

			　俺の言葉に水上と茜が揃って嫌なことを思い出した顔をする。

			「確かに、あれ見た人が変なクスリは使わないと思うけど」

			　茜が言う。

			　実は高校２年のときの担任に、生活指導の一環で麻薬更生施設の資料映像を数回見させられたことがある。それがもう並のホラー顔負けの衝撃映像だったのだ。

			　禁断症状で暴れたり奇声を上げたり、幻覚のせいで自分の身体を傷付けた映像など、見た生徒がトラウマになるレベルのやつ。

			　実際に脱法ハーブなんかに興味があった奴も、それから『絶対やらない』とか言ってたくらいだったからな。

			「そっか。それなら少しは安心してもいいのかな？」

			「でも裕哉、調べるってどうするの？」

			「ん？　斎藤にでも頼むよ。あいつ結構顔広いからな。確か医大生にも知り合いいたはずだし。まぁ、心配することなんてないんじゃないか？」

			「わかった。お願いしても良い？　そ、それとその薬の内容のことは……」

			　水上は少し頬を染めながら言いづらそうに続ける。

			「わかってるよ。入手元はバレないようにするから。水上も宍戸に薬のこと突っ込まないほうが良いぞ？　あいつならそのうち自分から話すだろうしな。それと、サークルのこともちょっと調べてみるから、そっちは少し気になるから水上も慎重に行動してくれ」

			　そう言って俺がサークルの件に言及すると水上も表情を真剣なものにして頷いた。

			　その後は３人で雑談をしつつ近況を聞いたりしてから解散した。

			　茜はまだ水上と遊びに行くとかで一緒に別れた。

			「さて、どうしたもんかね。これは」

			　俺は止めてあったバイクに跨り、手の中にある預かりものを見つつ独りごちる。

			　そして再度『鑑定』をかけて確認する。

			　

			　『鑑定』

			名称　ヘブンズ・ドア

			メチレンジオキシメタンフェタミンとトリプタミンを主成分とした合成麻薬の一種。

			　

			　面倒なことになりそうだ。

			　

			　翌日、昼過ぎに俺は大学からバイクで30分ほどのところにある公園に来ていた。

			　今日も恨みたくなるほどの晴天に恵まれ実にクソ暑い。

			　天然サウナを楽しむような趣味がない俺がここまで来たのは、当然人に会うためである。

			　お察しであろう、宍戸との待ち合わせだ。

			　昨日話を聞いてから情報収集をしたりいろいろと考えてみたりはしたが、結局当人から話を聞いてみないことには埒があかないので、宍戸に連絡を取り、会うことにしたのだ。

			　さほど親しいわけじゃない俺からの連絡に訝(いぶか)しんでいたが、強引に約束を取り付けた。

			　待っている間、俺は昨日情報を仕入れるために電話した章雄先輩の話を思い返す。

			『イベントサークル？　う〜ん、最近いい話聞かないなぁ。柏木君が聞いたように一部の３年が高圧的になったってだけじゃなくて、女の子に酒を飲ませて集団で乱暴したとか、ビデオに撮って脅迫してるとか、危ないクスリを売ってるとかね。まだそんなに広まってるわけじゃないけど、大学辞めた子とかもいるみたいだから結構信憑性のある噂として出てきてるみたいだね。あまり関わるのはお勧めしないけど、ひょっとして柏木君、何か厄介ごとに首突っ込む気？』

			『そんなつもりはないっすよ』

			　章雄先輩にはそう答えたものの、既に首突っ込む気満々である。

			　それにしても自称情報通と言うだけあって、他の奴は知らないことまで教えてくれた。

			　あの軽くて人懐っこい性格もあって、知り合い多いからな章雄先輩は。

			　俺がそんなことを考えている間に約束の時間になったらしい。

			　公園の入口から宍戸が来るのが見えた。真面目なアイツらしい。時間ピッタリだ。

			「よう！　久しぶりだな」

			「柏木、久しぶり。お前からの呼び出しなんて珍しいな。いったいどうしたんだ？」

			「悪いな。忙しかったか？」

			「大丈夫だけど、何の用だ？」

			　宍戸の表情に警戒の色が見える。

			　まぁ、大して親しくもない奴から呼び出されれば当然だよな。

			　元々俺に細かい駆け引きだの腹芸だのは無理なので、単刀直入に話をすることにしよう。

			「水上から聞いて気になったんでな。イベントサークルの話だ。妙な噂も流れてるみたいだしな」

			「な、何の話だよ」

			「水上も心配してた。何があったんだ？」

			　俺はあえて断定的に尋ねる。

			「何もないよ。洋子とこの間ちょっと言い争いになっただけだよ」

			　噂に関してはスルーしたな。

			「とぼけるなよ。痴話喧嘩の内容を聞きたいわけじゃねーよ」

			「お前には関係ないだろ！」

			　宍戸の態度は頑(かたく)なだった。

			　問答しててもしょうがない。カードを切りますか。

			「関係ないことはないだろ？　こんなもん大学内でばらまかれちゃな」

			　俺はそう言って水上から預かったクスリの袋を取り出して宍戸の目の前で揺らす。

			「!!」

			「ヘブンズ・ドアとは随分とフザケた名前だな。主成分はメチレンジオキシメタンフェタミンこれはＭＤＭＡなんかに使われるやつで、あと、トリプタミンか、コイツは最近危険ドラッグとか言われてるやつだな。こういうのはアッパー系とか言うんだっけ？　どちらにしても碌なもんじゃねーよな」

			「お前、どうしてそれを……」

			「水上が、先輩達からお前が受け取ってたのを見て心配になったそうだ。安心しろ、中身は適当に誤魔化してあるから麻薬だとは思ってないはずだ」

			「なんでそれが麻薬だと？」

			「俺にもいろいろとツテはあってな。分析すればすぐにわかったよ」

			　嘘です。『鑑定』とグー○ル先生のおかげです。

			「…………」

			「噂の件もある。ほっとけるわけないだろ？」

			「…………」

			「何もお前が悪いなんて思ってない。話せよ」

			　宍戸は内心かなり葛(かつ)藤(とう)しているのだろう。思いつめた表情のまま何かを考えているようだった。俺はそれ以上言わず宍戸の言葉を待つ。

			　暑さを倍増させる蝉(せみ)時雨(しぐれ)を浴びながら待つこと数分、ようやく宍戸は口を開いた。

			「……わかった」

			　宍戸が語った話の内容はこうだ。

			　今年に入って現在の４年がサークルを引退した後、現３年生のうち４人の男子が突然ダンスパーティーを企画してきた。この手のイベントは十数年前に某有名私大が世間を騒がせた事件もあり、サークルでは企画自体がタブー視されていたらしいが、その先輩たちは強引に通そうとしてきたために他の先輩たちとかなり揉めたそうだ。

			　そのときは反対した人が多く、そのまま立ち消えになったらしい。しかし、反対したメンバーの中心となっていた女の先輩が突然大学を辞めてしまった。サークルに直接連絡はなく、退部届のみ送られてきたそうだ。

			　歯止めがなくなったその先輩たちは高圧的になり、合コンやダンパの企画をしだした。

			　そして４月頃から数人の後輩に『ヘブンズ・ドア』を押し付け、売るように強要してきたらしい。

			　例の噂も事実で、合コンやダンパで来た女の子や反抗的だったサークルメンバーの女の子に酒や麻薬を飲ませてレイプし、その様子を撮影して口止めしているそうだ。

			　おれは気を落ち着かせるために大きく息を吐く。

			　聞くだけで胸糞悪くて反(へ)吐(ど)が出そうだ。

			「で？　宍戸はそれ見て大人しく従ってたってのか？」

			　責めるつもりはなかったが、思わず批判的な口調になってしまった。

			「しょ、しょうがないだろ?!　逆らえば洋子を標的にするって脅されたら！」

			「なるほどね……」

			　確かに気持ちはわかる。

			　脅迫者は要求を飲んだとしても満足することはない。どちらかが破滅するまで際限なく要求してくる。だからこそ国際常識でもテロやそれに類する脅迫者とは交渉しないことを要求されている。

			　だが、それを頭ではわかっていても脅迫を受ければ、まして自分自身なら覚悟を決めて対峙できたとしても、親しい人間が標的にされるとなれば屈してしまうこともある。

			　他人が無責任にとやかく言えるものじゃない。たとえそれがどんなに愚かなことだと思ったとしてもだ。

			「話はわかった。それで、クスリは何人くらいに売ったんだ？」

			　あまりに多いとかなり厄介になるかもしれない。

			「誰にも売ってない。他のメンバーに渡された分も俺が引き取ってトイレに流した」

			　マジで？

			「そんなことして大丈夫だったのか？」

			「金は貯金とバイト代で用意したからバレてない。先輩達が直接どれくらい売ったのかまではわからないけどな。実は一度だけ無理やり飲まされたことがある。それで共犯みたいな形にさせられた」

			　本当に尊敬するぐらい真面目な奴だ。自分の分だけではなくメンバーの分までかよ。

			「けど、正直そろそろ限界だった。月を追うごとに渡される数も増えていったし、貯金も底をついた。遠からず無理が利かなくなる。だからその前に洋子をサークルから遠ざけておきたかったんだ」

			「そうか」

			　こいつも必死だったんだな。

			　あと必要なのはその先輩達の詳細だな。最低限名前と顔がわからないとどうしようもない。

			　そこまで考えた俺は更に質問をしようとすると、スマホが電話の着信を知らせてきた。

			　発信者は……茜か。

			　一言宍戸に断ってから電話に出る。

			「茜か。どうしたんだ？」

			『裕哉？　ゴメンね。今日、洋子と奈っちゃんと３人で駅前のデパートに買い物に来てたんだけど、さっき洋子がサークルの人に呼び出されて別れたの』

			「！　何だって?!」

			『電話してきたのは女の子みたいだったけど、商店街のお祭りの件で、宍戸君も来てるからって。でも昨日の話のこともあるし、どうしても気になって』

			「宍戸なら今、俺の目の前にいる」

			『！　そ、それじゃあ！』

			「呼び出された場所は？」

			『えっと、○○駅前から歩いて15分くらいって言ってたけど場所までは』

			「すぐに向かう！　茜は水上に電話して引き返させろ！　もし繋がらなければ向かったほうを捜してみてくれ。ただし、絶対に無理はするな」

			『わかった』

			　俺は電話を切り、宍戸に向き合う。

			「今の工藤さん？　洋子がどうしたって？」

			　会話が聞こえていたのだろう、宍戸が焦ったように問い詰めてくる。

			「水上がお前をダシにして呼び出されたらしい。○○駅前近くだ。例の先輩達の居場所に心当たりはないか？」

			「そんな！　……多分、商店街の北にある雑居ビルのバーだと思う」

			「わかった！」

			　聞き終えると同時に俺はバイクに向かって走り出す。

			　が、宍戸も追いかけてきた。

			「俺も連れてってくれ！　一度行ったことがある！」

			　少し離れたところでバイクをアイテムボックスにしまってから、『飛行魔法』で行きたかったんだが。だが確かに正確な場所がわかったほうが早く見つけられるかもしれない。

			　バイクにキーを差し込みながらそう考えた俺は、アイテムボックスから予備のヘルメットを出して宍戸に投げる。

			「え？　い、今どこから？」

			「話してる時間が惜しい。モタモタしてるなら置いてくぞ」

			　ここから○○駅までバイクでもこの時間帯じゃあ30分近くかかる。時間がない。

			　俺がエンジンをかけると宍戸が慌ててヘルメットを被り後ろに乗る。

			　車道に出て一気に加速する。

			　今だけは制限速度を超過させてもらおう。

			　走行している車の脇をすり抜け、コンビニの駐車場を横切りつつ左折したりして先を急ぐ。

			　信号で停止したときにスマホが再度着信を知らせる。

			　俺はスマホを宍戸に渡して応対させた。

			「工藤さんから、洋子に連絡がつかないって。直留守になるらしい。周辺を捜したけど姿も見えないって」

			「わかった！　茜達には帰るように伝えてくれ！」

			　バイクを発進させながら宍戸にそう言うと俺は更にスピードを上げた。

			　

			　宍戸のナビに従い、商店街の外れにある雑居ビルに到着した。

			　最初に茜から電話を受けてからおよそ15分。通常の半分くらいの時間で来ることができた。その分かなり無茶な運転だったが、運のいいことに警察に見つかることも周囲の車を事故らせることもなかった。けど、バイク乗りとしては失格だろう。正直不本意極まりない。

			　バイクを止めた俺たちはメットを脱ぎ、急いで雑居ビルに入る。

			　すると、すぐに地下への階段と、いくつかの飲み屋の看板が目に入った。

			「こっちだ！」

			　宍戸がそう言いながら階段を駆け下り、突き当たりにあるバーの扉に手をかける。が、扉は開かない。

			「クソ！　鍵が!!　ここじゃないのか！」

			「宍戸どけ！」

			　俺は追いつくと同時に『探査』で中の様子を確認する。

			　中に人の反応が６人分ある。間違いなくここだろう。

			　宍戸が身体をずらすのを横目に扉を蹴り飛ばす。

			　ドガンッ!!

			　扉が大きくひしゃげるも開けるには至らない。

			　手加減しすぎたか。

			　俺はもう一度、今度はそれなりに力を込めて蹴る。もちろん中に水上がいることを考えて方向だけには気をつける。

			　ズッダーン!!

			　ついに扉が耐えきれずに店の内側に吹き飛んだ。

			　あ、コレ外側に開くやつだったのね。道理で一発で開かないはずだ。

			　すぐさま店内に飛び込む。

			　およそ20畳くらいの広さだろうか、中にはバーカウンターとテーブル、椅子やソファーが置かれており、中央付近のソファーで男３人に水上が押さえつけられていた。そのすぐ側でもう１人の男がビデオカメラらしきものを構えて立っている。

			　水上はブラウスが引きちぎられ下着が露わになっており、キュロットも半ば引き下げられてあられもない姿だ。

			　だが最悪の事態には至っていないようで、何とか間に合ったようだ。

			　俺は内心ホッと胸を撫で下ろす。

			　ここまで来て間に合いませんでしたってのはシャレにならん。

			　全員が驚いたように固まり、こちらを見ている。

			「洋子!!」

			　俺のすぐ後に店内に入ってきた宍戸が水上の姿を確認するなり叫ぶ。

			　その声で水上は、男達の呆けて弛んだ手を振り払って宍戸の胸に飛び込んだ。

			　……いや、そりゃ水上は宍戸の彼女だし当然の行動だよ？　別に俺も水上に特別な感情なんかないけど、なんだろ？　この微妙な不条理感というか、物語としてそれで良いのかと、そこはかとなく思わないでもない感じは。

			「し、宍戸？　テメェ!!」

			　ここにきてようやく再起動したらしい男達が騒ぎ出す。

			「先輩！　洋子には手を出さないって!!」

			「ふざけんな！　噂流したのテメェだろ！　俺たちを裏切りやがって」

			「…………」

			　宍戸はそれに反論せずに水上を背中に庇(かば)い、男達を睨みつける。

			　なるほど。こいつも何とかしようと戦ってたわけだ。章雄先輩が聞いた噂ってのは宍戸が意図的にばらまいたんだろう。

			　今の姿はまるで主人公のようだ。

			　真面目な正義漢。しかもよく見ると、それなりにイケメン。

			　ちょっと悔しい。

			　とりあえず内心の劣等感は置いておいて、俺はアイテムボックスから以前ユ○クロで買って放り込んであったスウェットの上下を宍戸に投げ渡す。

			　自分用だから水上にはちょっと大きいだろうが、未開封新品だから問題ないだろう。

			「とりあえずそれを着せてやれよ。そのままの格好じゃ外に出られん」

			　俺の言葉で自分の姿に気づいたのだろう、水上が顔を赤くしながら慌ててブラウスの前とキュロットを押さえる。

			　こんな状況じゃなきゃなかなか素敵な光景なんだが、人の彼女に変な視線を向けるわけにもいかないのですぐに目を逸らす。

			「え？　今、それ、どこから？」

			「手品だ」

			「え、だって、さっきもメット」

			「手品だ」

			「……」

			「手品だ」

			「そ、そうか」

			「そうだ」

			　宍戸の戸惑うような問いに俺は簡潔に繰り返す。

			　頼むからそれで納得してくれ。な？

			「テメェら無視してんじゃねぇ！」

			　ほっとかれてキレたのか男の１人がいきなり後ろから殴りかかってくる。気の短いことだ。

			　当然動きを把握していた俺は、振り向きざまごくごく軽く裏拳を顔面に叩き込んだ。

			　ゴスッ！

			「グアッ！」

			　殴られた男がテーブルをなぎ倒しながら吹っ飛ぶ。

			「誰が動いて良いつった？　大人しく隅っこで震えて待ってろ」

			　セリフがまるで悪党である。

			　大丈夫。主役を宍戸に取られそうとか考えてないよ？　うん。

			　俺は改めて宍戸に向き合うとバイクの鍵を投げる。

			　水上もきちんと着替えというか、多分上から重ねて着ただけだとは思うが、スウェットを身に着けている。

			「宍戸、確かお前、普通自動二輪免許(中免)持ってたよな？　水上を送ってやれよ。後で連絡するから返すのは明日でいい」

			「わ、わかった。でも柏木はどうするんだ？」

			「俺はまだコイツらに用があるんでな」

			「大丈夫なのか？」

			「ああ。心配いらない」

			　俺がそう答えると宍戸は水上を優しく抱きかかえながら出ていった。

			　いちいち行動が男前すぎる。

			　ちょっと敗北感。

			　気を取り直そう。さて、俺にとってはこれからが本番だ。

			　周囲を見渡してみると、さっき吹っ飛ばした男を中心にして４人、そして部屋の隅に女の子が１人いる。

			　その子がおそらく水上に電話をしたという女の子なのだろう。怯えた表情で身を縮めている。

			　大方、連中に脅されて命令を聞いていたのだろうな。

			　男達のほうは俺を睨みつけている。なかなか反抗的な態度だが、まぁ、特に威圧もしてないし、こちらがたった１人なのでまだ精神的に余裕でもあるのだろう。

			　逃げられないように店内を『障壁』で覆い、同時に風魔法で『遮音』する。水上を助けたからコレでおしまい、何てことにする気は毛頭ない。

			　コイツらには自分達がしたことをタップリと思い知ってもらう。

			　俺がゆっくりと近づくと男達が俺を囲むように移動する。

			「テメェ宍戸のダチかよ。俺達にこんなことしてタダで済むと思ってんのか？」

			　そのあまりに小物っぽいセリフに思わず笑ってしまう。

			「！　テメェ！　この人数に何かできるとでも思ってんのか！」

			　そう言いながらそれぞれがナイフやら３段式警棒やらを取り出した。

			　人数も多いし武器もある、こちらは丸腰で１人だけ。そんな状況に負けるとは考えられないのだろう、愉悦を湛えた目で口元にも薄い笑みを浮かべている。

			　とはいえ、俺からしてみたらそんなオモチャみたいなものにはいささかも脅威は覚えない。

			　こちとら大剣やら弩(ど)弓(きゆう)やら魔法やらが飛び交う戦場で戦ってきたのだ。ハッキリ言って幼児がう○い棒振り回してるのと何も変わらない。

			　俺に怯んだ様子がないのが気に入らないのか、早速１人が蹴りを繰り出してくる。

			　ってか、武器持ってるのに蹴りって、アホじゃないのか？　多分いきなりナイフで刺し殺すほどの度胸はないのだろうが、そんなのに付き合うほど俺も暇じゃない。

			　蹴りを躱して軸足を掬い、あっさりと仰向けに倒れた男の手を、持っているナイフごと踏み潰す。

			「ウギャァー!!」

			　鈍い感触で指の骨が数本砕けるのが感じられた。

			　それほど喧嘩慣れしていないのか、呆然とそれを見ていたもう１人のナイフを持った男の足を強めに踏み抜き、同時に顔面に裏拳を叩き込む。足の骨が砕け、鼻が潰れて声も出せずにその場に崩れ落ちる。

			「う、うわぁぁぁっ！」

			　残ったうち、俺に殴られてないほうが警棒を無茶苦茶に振り回してきた。

			　俺はあっさりとそれを受け止めると、逆に警棒を取り上げる。そして男の目の前でグンニャリと曲げてみせた。

			　安物らしく、ほとんど力を入れていないのに簡単に曲がってしまった。

			　唖(あ)然(ぜん)として棒立ちになっている男の膝にローキック。両足がおかしな方向に曲がっているが気にしない。

			　そして、最後の１人に顔を向ける。

			　俺が最初に殴り飛ばした男は青い顔をしてへたり込んだ。鼻血が出ているのでかなり間抜けに見える。他の３人はすでに周囲に蹲(うずくま)って痛みに悶えてるので最早戦意はないだろう。

			「ヒッ！」

			　俺が一歩踏み出すと、男は小さく悲鳴を上げて、へたったまま後退りする。が、ソファに背中が当たり、それ以上下がることもできずにいる。

			「ゆ、許してくれ！　何でも言うことを聞く！　自首もするから!!」

			「は？　お前ら『許して』って言った女の子に何もしなかったのか？　人の頼みは聞かないのに、そんな都合のいいことがあるとでも？」

			「うぅ」

			　正直、別に痛めつけるまでもなく、魔力を解放して威圧すれば事は済んだのだが、俺はそうする気が起きなかった。

			　コイツらのしたことは許されることじゃない。異世界(むこう)であれば情報を聞き出した後に間違いなく切り殺しているだろう。

			　異世界(むこう)ではそれが許されている。だが、日本(こつち)ではそうもいかない。この国で生きていく以上、最低限のルールだけは守らなければいけない。それを忘れたら家族や友人と一緒にいられない。俺は既に精神が普通とはズレてしまっているのかもしれない。だからこそ自分を保つ必要がある。

			　俺は大きく深呼吸をして気を落ち着かせる。先ほどまでもそうだったが、普段以上に気をつけないと力が入りすぎて殺してしまいかねない。

			　多少気が静まってから、へたり込んでいる男に声をかける。

			「さて、教えてもらおうか。言っておくが、お前らには黙秘も嘘も許可しない。別に俺はこの場で殺しても構わないんだからな。できないとは考えないことだ。お前らはそれだけのことをしてきたし、お前らを庇う奴もいない」

			　俺が殺気を込めて言い放つと、男は必死に首を縦に振る。

			「暴行した女の子を撮影したデータはどこにある？」

			「お、お、奥の事務室にあるパソコンの中です」

			「他にはないのか？　ネット上のストレージは？」

			「な、ないです！　お、俺たちも気をつけててパスワードもかけてたし、もし流出したらヤバイと思って」

			「どこにも流してないだろうな」

			　悲愴な表情をしながら懸命に首を横に振る男。

			「ほ、ほ、本当です！　この店は１年前から閉めてて、俺らの他には誰も来ません。俺らもここから持ち出してないです!!」

			　俺はそこまで聞いてからその事務室に入り、パソコンを確認する。置いてあったのは１台だけで外付けのハードディスクなどもないようだ。

			　繋がっているケーブル類を引きちぎり、本体を持って元の場所へ戻る。

			　俺が戻っても男達はその場から動いた様子はなかった。どうやら逃げられないことがわかっているらしい。

			　パソコンを男達の見える位置のテーブルに置き、カバーを強引に引っぺがす。もちろん工具なんか使わず力技だ。

			　そして、中にあったハードディスクも毟(むし)り取った。

			「本当にこの中に入ってるのだけなんだな？」

			　俺が更に殺気を強めて尋ねても男達は超高速で首を縦に振るだけだったので、多分本当だろう。コイツらにこの期に及んで嘘を吐く度胸があるようには見えない。

			　俺はそのハードディスクを全力で握り潰す。

			　メキャッ！

			　金属が潰れる音とともにハードディスクは子供の拳ぐらいの大きさに変形する。中に入ってる記憶ディスクも復旧不可能だろう。

			「「ヒィッ！」」

			　それを目の前で見た男達は目を見開いて短く悲鳴を上げた。

			　バチバチバチッ！

			　更に念のため『雷撃』を出してショートさせる。もちろんパソコン本体と放置されていたビデオカメラも念入りにショートさせた。

			　辺りには焦げた匂いと、所々焦げ付いたそれらが散らばっているばかりだ。男達は青を通り越して土気色に近い顔でそれを茫然と眺めている。痛みすら忘れているようだ。

			　それらのことを終えると俺は未だ部屋の隅で立ち尽くしている女の子に目を向けた。

			　俺と目が合った女の子はビクッと身をすくめる。

			　できるだけ怯えさせないように心を落ち着けて声をかけた。

			「えっと、コイツらに脅されてたイベントサークルの子、で良いのかな？」

			「は、はい」

			　害意がないのを理解したのか、少し怯えながらも答えてくれる。

			「見ての通り、データは処分した。もし、他にも被害に遭ってる子を知っていたら教えてやって欲しい。もうコイツらには何もさせない。って、大した慰めにもならないだろうけど」

			　俺がそう言うと内容を理解するのに時間がかかっているのかしばし呆然とし、そして顔を覆ってしゃがみこんだ。微かに嗚(お)咽(えつ)が聞こえる。

			　俺はそれ以上何も言えず、ただ見ているだけしかできなかった。こんなときに何か気の利いた慰めの言葉でもかけてやれれば良いのだが、俺には到底できそうもない。

			　改めて怒りが湧いてくるが、俺にできることはもうないだろう。たとえコイツらが全員死んだところで、被害に遭った人たちの気が済むとは思えないし。

			　数分、いや数十分経っただろうか、女の子がようやく立ち上がり、赤く腫らした目で俺を見た。

			「あ、ありが、とうございました」

			　まだ少し喉を詰まらせながらも、しっかりと俺に頭を下げる。

			「大丈夫か？　１人で帰れるか？」

			「大丈夫です。アパートそれほど遠くないし、まだ明るいですから」

			「そうか」

			「他の子にも教えてあげます。本当にありがとう」

			　とても気丈な子なのだろう。俺は何とも言えない気持ちで女の子をビルの外まで見送る。

			　最後に俺にもう一度お辞儀をして女の子は歩いて行った。

			　見送った後、再度店内に戻る。

			　戻ってくると思っていなかったのか、移動し始めていた男達は俺の姿を見て怯える。

			「さて、お前らにはまだ聞きたいことが残ってる」

			　俺はそう言うとクスリの入手先を聞き出す。が、売人の１人の名前と携帯番号しか知ることはできなかった。所詮は末端の更に末端として利用されていただけということだろう。

			　期待していたわけではないが、その手のノウハウがない俺がどこまでできるか。

			「それと、お前らが後輩に売りつけてた代金は宍戸に必ず返せ。すぐにだ。お前ら自身が売ったクスリの回収もな」

			　俺が睨みつけながら念押しすると必死に頷いていた。

			「最後に。次にふざけたことをしたら、今度は生きていられるとは思うな。どこに逃げようが必ず跡形もなく消滅させてやる」

			　そう言うと俺は怒りを込めて殺気を叩きつけた。

			「「「「!!」」」」

			　それを受けて全員が白眼を剝いて失神してしまった。が、そのまま放置する。

			　駅に向かって歩きながら俺は呼吸と気持ちを必死で落ち着ける。

			　正直これで良かったのかは判断がつかないが、ひとまずはよしとするしかないだろう。

			　そこまで考えて、心配しているであろう茜に連絡するためにスマホを取り出そうとし、宍戸から返してもらっていないことに気がついた。

			　……どうしよう……。

			　

			　ゴッ！　ドシャ。

			　アッパーを顎に食らった男がその場に崩れ落ちる。

			「ま、待ってくれ！　悪かった！　は、話すから、許してくれ！」

			　鼻血を出しながらへたり込んだ別の男が、俺を止めるように手を伸ばして必死に懇(こん)願(がん)する。

			「け、けど、本当に知らないんだよ！　俺も定期的に連絡があるだけで、名前も連絡先も聞いてないんだ！　いつも向こうから非通知で電話が来て指定された場所でクスリと金を交換するだけで、嘘は言ってねぇよ!!」

			　どうやらコイツもハズレらしい。

			「他に知っていそうな奴は？」

			「た、多分誰も知らないはずだ。う、嘘じゃねぇ！」

			　男の周りには６人の男が蹲(うずくま)って呻(うめ)いていたり、気を失って転がっている。

			　仕方がない。また振り出しかと思うと気が滅入るが、これ以上聞いても得るものはなさそうだ。

			「ちっ、まぁ、しゃーないか。けど、今度またクスリをばらまいたり、フザけた真似しやがったら、次はないぞ。どこに隠れても潰すからな」

			　俺がそう脅すと、男は必死に首を縦に振り、転がってる連中を助け起こしながら逃げていった。仲間置いて逃げないだけマシか。

			　先の事件から既に１週間が経過している。

			　俺は隣の市にある繁華街近くの路地裏で情報収集をしていた。

			　例のイベントサークルの屑共に聞いた麻薬の売人から辿って、ばらまいている大本を捜しているのだが、どうにも芳しくない。

			　これで５度目の空振りである。

			　俺が麻薬の売人を潰して回っていることが情報として流れているらしく、今回は接触した途端に路地裏に誘い込まれて襲いかかってきた。

			　んで、軽くぶちのめした後、尋問していたのだが、とうとう辿ってきた糸が途切れてしまったらしい。

			　

			　あの後、自宅に帰ってからようやく茜に連絡することができた。

			　水上から既に電話があったらしいが、その後俺から連絡がなかったので、かなり心配したらしい。まったくもって面目ない。

			　茜を通じて宍戸にも連絡が取れて、その日のうちにスマホとバイクを自宅まで返しにきてくれた。水上と一緒に。クソぉ。

			　あれからそれほど時間が経っていないので、まだ動揺しているかと心配したが、思ったよりは元気そうだった。

			　やはり恋人の存在は大きいらしい。俺には経験ないのでわからんが。

			　それはそれとして、バイクはともかく、スマホは助かった。

			　そのときに宍戸にはある程度顛(てん)末(まつ)を話したが、宍戸はこの件を大学に報告すると言っていた。

			　宍戸自身何らかの処分を受ける可能性が高いが『脅されていたとはいえ、被害に遭っている女の子がいたのを知ってて何もしなかったんだから覚悟している』だと。コイツどこまでイケメンなんだ？　これが女子ウケする主人公体質ってものなのか？

			　ただ、女の子達のことは概要のみを報告するに留めるようだ。

			　事が事なだけに慎重にするべきなのは確かだし、証拠となるデータは俺がぶっ壊したからな。

			　被害者の子からしたらこれ以上誰にも見られたくないだろうし、俺も自分の行動を後悔してはいない。

			　ついでに宍戸から、俺がクスリの内容をバイ○グラだと水上に説明したことの文句を言われた。そう言いながらもそれほど不満があるわけではなさそうだったが、俺が『そんなもの必要ないって証明してやったらどうだ？』とからかったら『そんなこといつもしている』と返された。

			　ムカついたので軽くデコピンで後方宙返りを体験させてやり『もげろ！』と言っておいた。

			　その更に翌日、屑先輩連中は警察に自首した。

			　念のために魔法でマーカーを付けて行動を監視していたのですぐにわかった。

			　宍戸曰く、金は連中の親御さんが謝罪とともに返却に来たらしい。

			　そして面倒なことに俺も警察に事情を聴かれる羽目になった。もっとも同様に事情を聴かれていた宍戸や水上が俺を擁護してくれたし、目撃者となった女の子も証言してくれたらしい。相手が多人数で凶器も多数所持していたこと、連中が俺のことを一切話さなかったことなどで、連中の怪我に関して責任を問われることはなかった。ただし、証拠品であるデータを破壊したことに関してはかなり文句を言われたが。

			　宍戸の薬物使用も脅迫を受けて一度だけというのが検査の結果認められて、こちらもお咎めなしだ。

			　女の子の被害に関しては本人達の意向が優先されるのでどうなるかわからないが、ひとまずは片付いたと考えて良いだろう。

			　イベントサークルの件はそれで終わりなので、本来なら俺がこれ以上何かする必要はないし、警察に任せるのが筋だとはわかっているのだが、どうもこのままだと消化不良な気がして落ち着かない。

			　特別、大学をターゲットとしていたとは限らない。ばらまいた先の１つがたまたま俺の通っている大学に過ぎないのだろうとは思っている。

			　ただ、俺の友人達がいる場所に麻薬なんぞを持ち込まれたのがどうしても気に入らない。それにこのまま野放しにしておくと、この先火の粉が降りかかってこないとも限らないからな。

			　だが、この麻薬をばらまいている連中。相当用心深いようで現在のところ、まったくしっぽが掴めていない。拠点や規模はおろか名前すらわからない状況だった。

			　今回動くに際して俺は一切正体を隠していない。

			　そもそも宍戸と一緒に行動していたのをサークルの女の子に見られているから、俺のことが相手に伝わる可能性もある。今更隠しても意味がない。

			　そんなわけで売人のルートから大本を辿ろうと考えたのだが、進展がないのは先に言った通りでこれからどうするかしばし考える。

			　地道な調査ってのはとんでもなく忍耐力が必要なのを痛感した。警察官ってのは凄いね。ニュースとか見て、だらしないと思ってたのをちょっと反省する。

			　ただ、そうなるとできることといえば、ガラの悪そうな連中に適当に『鑑定』をかけて薬物中毒者を見つけるくらいしか思いつかない。それか、わざと見せつけるように派手に動いて連中が接触してくるのを待つか。

			　そんなことを考えながらバイクを走らせ自宅まで戻ってきた。

			　時間はそろそろ夕方に差し掛かろうとしているが、少し休んでからまた出かけるつもりでバイクを自宅のガレージには入れず、門の脇に止める。

			　そして家の中に入ろうとして、方向転換。一度入った門を出て近所の公園へ向かった。

			　よしよし。ちゃんとついてきているようだ。

			　さっき、家に入ろうとしたときにこちらを窺う気配を察知して予定を変更したのだ。気配は２人、更に後ろに２台の車に複数の人間が乗っているようだ。

			　う～ん、こっちに帰ってきて結構感覚が鈍ってるな。その車のすぐ側を通って家に帰ってきたはずなのに気がつかなかったなんて。異世界(むこう)にいたときには考えられない。

			　ちょっと気を抜きすぎてたか。少しは鍛えたほうが良いかもしれん。

			　公園の入口横に設置されている自販機で缶コーヒーを買い中に入る。

			　住宅地の中にある比較的小さな公園は周囲に木が植えられていて内側は広場になっている。昔は滑り台とかジャングルジムなんかが置いてあったんだけど、数年前に撤去されてしまった。子供が怪我をしないようにだと。ちょっとアホらしいと思うのは俺に子供がいないからなのか。

			　日が傾いてきたとはいえ、まだまだ暑いからだろう、公園の中には人が誰もいない。もう少しすれば犬の散歩をする人が来るだろうが、しばらくは大丈夫だろう。

			　木陰に設置されているベンチに座りながらコーヒーを飲む。

			　喉が渇いているときにコーヒーを飲んだのを少し後悔しつつ、周囲を探り続けていると公園の２カ所ある入口を塞ぐようにミニバンタイプの車が止まり、中から男達が出てくる。先行して俺を監視していたと思われる男２人も合流したようだ。

			　けど、この公園って、入口を塞いだところで周りを囲んでいるフェンスは１メートルくらいしかないから意味ない気がするんだけど？

			　連中は全部で10人。服装に統一感はないが、どいつも少々ガラが悪そうだ。

			　男達が近づいてきたのでベンチから立ち上がる。

			「柏木裕哉ってのはアンタかい？」

			　一番手前にいた男が話しかけてきた。

			「そうだけど、おたくらは？」

			　俺がそう尋ね、男が答える前に俺のスマホが着信を知らせてきた。

			　ポケットからスマホを取り出し画面を見るも発信者は非通知。

			　……随分と芸の細かいことで。

			　男の顔を見ると、顎をしゃくり電話に出るように促す。

			　しょうがない。この茶番にしばらく付き合うことにしよう。

			「もしも～し？」

			『はじめまして。忙しいところ申し訳ない。少し話をしたいのだが、いいかな？』

			　俺の適当感溢れる応答に電話口から男の落ち着いた声が聞こえた。

			　声から判断するに歳は20代後半から30代くらいかね。言葉は丁寧だが、声音に人を小馬鹿にするようなものが含まれている。

			「構わないさ。アンタのお友達も大人しく待っててくれるみたいだしね」

			『話が早くて助かるよ。ちょっと君と落ち着いたところでゆっくりと話をしてみたくてね。彼らを案内として行かせたんだ』

			「案内、ねぇ。んで？　それに応じろと？」

			『是非とも招待に応じてもらいたいね。お友達の女の子２人も待ってるし、ね』

			　友達の女の子ってことは茜か？　となるともう１人は、って、何やってんだ、アイツは。

			　とはいえ、しっぽが掴めなかった連中の折角の御招待だ。受けないという手はないだろう。

			「ああ。俺も忙しいんだけど、そこまで心待ちにしてくれてるんだったら応じるしかないだろ？　それで、茜達は？」

			『丁重にもてなしているので心配いらないよ。もちろん、指一本触れていないので安心して欲しいね』

			「そう願いたいね。それじゃあすぐにそっちに行くから首を洗って待っててくれ」

			『……クッ、フフフ。楽しみにしているよ』

			　男は俺の言葉に、心底楽しそうに笑うと電話を切った。

			　スマホをポケットにしまい、俺を囲んで待っていた男達に向き直る。

			「聞いての通りだけど、どこに案内してくれるんだ？」

			　先ほど声をかけてきた男が停めてある車のほうを顎で示しながら「こっちだ」と促し、歩き出す。

			　大人しく俺もそれに続く。

			　入口の少し手前で男が立ち止まり、不意に振り返りつつ俺の鳩尾(みぞおち)目掛けて拳を打ち込む。

			　俺はそれを察知しながらもあえてそのまま受ける。

			　ドスッ！

			　鈍い音が響き、男の顔が一瞬喜悦に歪むが、すぐに驚(きよう)愕(がく)に、そして苦痛のそれに変わる。

			　俺の腹を殴った男の拳にはメリケンサックだっけ？　が嵌っている。いつの間に装着したのだか素早いことだ。が、それが潰れて指にめり込んでいる。

			　うん、結構痛そう。指折れてそうだし。割れるんじゃなくて変形するってのは、安物か？

			　俺がしたことと言えば、ただ腹筋を固めて迎え撃っただけなんだけどね。

			　衝撃は、う～ん、ゴルフボールを軽く腹にぶつけたくらいにしか感じられなかった。もちろんノーダメージ。

			　ナイフとかだったら流石に避けるけど、ステータス差を考えると鈍器程度じゃ避ける必要すらないしな。刃物でも多分大丈夫だとは思うけど、万が一ってこともあるし、痛いの嫌じゃん。

			　手を押さえて蹲る男に、周囲は一斉に殺気立つ。

			　思うに、最初に一撃を入れて立場を理解させた上で連れて行こうとしたんだろうけど、生(あい)憎(にく)と俺は連中の理解できる範(はん)疇(ちゆう)に収まっていない。

			　大体、指が潰れたくらいで蹲ってるようじゃ、異世界の並程度の冒険者や兵士にすら瞬殺されるぞ。

			「テメェ！　逆らう気か！」

			　残った連中がいきり立つ。

			　大人しくついていってやろうかと思ったけど、どうせやることが早いか遅いかくらいで変わらないから、少しは数を減らしておくか。めんどくさいし。

			　公園全体を覆うように『認識阻害』と人が近づけないように『結界』を張る。

			　俺の家のご近所なので騒ぎを起こしたくないのだ。これでも一応世間体ってものを気にするのよ。

			　俺の態度から不穏なものを感じたのだろう。男達はそれぞれ警棒やらメリケンサックやらナイフやらを取り出して構える。

			「女がどうなっても良いんだな？」

			　１人がそう脅しをかけてくるが動じない。

			　最近いつも茜が身につけているネックレスは、危機が迫ると自動で『障壁』を展開するようになっている俺のお手製魔法具だし、バイクで移動することも考えて『影狼』も張り付いている。それにもう１人いるってことはアイツが側にいるはずだ。なので万が一のこともあり得ない。

			　とはいっても早めに茜を迎えに行くに越したことはない。事情を知らない茜は不安でしょうがないだろうしな。

			　なのでさっさと終わらせよう。

			　俺はとりあえず一番近い奴の前に出ると、そのまま手にしている警棒ごと蹴り飛ばす。警棒が腕の骨ごとへし折れる音が響く。

			　蹴られた男は吹き飛び、地面を数度転がり呻く。が、折れたはずの腕は何もなかったようにそのままだ。

			　いや、俺もいろいろと考えたのよ。

			　いくら悪党とはいえ、この法治国家である日本で相手を骨折だの内臓破裂だのをさせていたら流石にいつか捕まるし、必ず正当防衛が認められるとも限らない。なので、相手を殴り飛ばしても怪我してなきゃいいんじゃね？　って思って、『治癒』魔法をかけながら殴ることにしてみた。

			　そうすれば怪我した直後には治癒するし、痛みや衝撃は確実に与えられる。

			　たとえ相手が訴えようにも痣(あざ)ひとつ残ってないんだからどうしようもないだろう。そう考えて麻薬の売人相手に実験をしつつ聞き込みをしてたんだよ。

			　結果は上々である。

			　それからも、連中を次々と殴り、蹴り、潰していく。当然すぐに怪我が治るので一度倒れても向かってくる奴はいる。

			　が、どんな相手でも数回それを繰り返せば、まず心が折れる。

			　なにせ治ってるだけで、ダメージ自体は重なるし痛みもある。加えて自分の攻撃は何一つ通じない。武器も簡単に破壊されている。

			　結局誰一人として逃すことなく、10分ほどで全員が恐怖の表情を浮かべながら身を縮めることになった。

			　最初の奴？　何もせずに放置してたけど同じように蹲ってるだけだった。もちろん怪我も治してないよ？　だって、アレは自分でやったやつだし。

			　向かってくるのがいなくなったので改めて辺りを見回す。

			　うん、良い具合にみんな精神的に潰れてるみたい。

			　ついでに連中の情報を聞き出そうと一歩踏み出すと、目が合った奴は一様に頭を抱えて蹲り、ガタガタと震えだした。……ちょっとやりすぎたか？

			　これでは質問（尋問？）もできそうにない。

			　どうしようか迷ったが、どちらにしても影狼を通じて居場所は察知できる。先ほどの電話の男の口調からも連中のリーダーかそれに近い立場の人間であろうことは間違いないし、詳しいことはその男に聞けばいいか。

			　そう自分の考えを纏めて公園に展開していた魔法を解除して、その場を後にする。

			　男達？　んなもん放置だ。放置！

			　さて、それじゃあ、お姫様を迎えに行くとしましょうかね。

			　

			　

			　Side　茜

			「う～ん、デザインは良いんだけど、色がイマイチ、かも」

			　私はデパートのカバン売り場で１人唸る。

			　夏休みも残り少なくなってきた今日、お昼からいくつかのお店を回っているのだけど、なかなか気に入るのがない。どうしようか。

			　今日の買い物は自分のためのものじゃなくて、裕哉へのプレゼント、というかお返し？　お礼？　そんな感じなのだ。

			　というのも、最近裕哉にはお世話になってばかり。慣れない私にバイクの乗り方を教えてくれたり、洋子のことでは力になってくれたり。それに、合宿のときは手作りのアクセサリーまでプレゼントしてくれた。

			　少し早い誕生日プレゼントとか言ってたけど、いつの間にこんなことができるようになっていたのか、とても可愛らしくて素敵な、私だけのために作ってくれたネックレス。

			　今も胸元で揺れているそれをそっと握りしめて、そのときのことを思い浮かべる。

			　顔がにやけそうになるのを堪(こら)える。うん。お店の中でニヤついていたら単なる変な人になってしまう。自重、自重。

			　それに、最近裕哉の周囲にもの凄い美人が沢山いるのだ。詳しいことは教えてくれないし、正直不安でしょうがない。なのでお礼という名目でもなんでも使って少しでもアピールしておかないと。

			　幸いというか、斎藤君のイベントの手伝いで臨時収入があった。あのコスプレ衣装は少し恥ずかしかったけど、予想以上に奮発してくれたので軍資金には充分だろう。

			　ただ、裕哉は欲しいものは自分で買ってしまうので、悩みに悩んで普段裕哉が大学に来るときに使っているデイパックが少し草臥(くたび)れているのを思い出した。

			　というわけで、お店を回っているのだけど、なかなか気に入るものが見つからない。

			「そちら、色違いもございますよ」

			　良さそうに思ったバッグを手に悩んでいると、店員さんがそう声をかけてきた。

			　その色違いを見せてもらうと、うん、これなら良いかも。値段も……よし、ちょっと予算オーバーだけど、このくらいなら許容範囲。

			「ありがとうございました」

			　プレゼント用にラッピングしてもらい、店員さんにお礼を言ってお店を出る。

			　あとは、これをどうやって裕哉に渡そうか。できれば２人っきりで会って渡したいし。

			　そんなふうにあれこれと脳内シミュレーションを繰り広げつつ、デパートを出て駅へ向かって歩き出す。と、後ろから急に声をかけられた。

			「工藤茜だな？」

			　名前を呼ばれて驚く。振り向くとそこに３人の男性。

			「誰、ですか？　私に何の用でしょう」

			　ガラの悪そうな容貌を見て、人違いですと言えば良かったと後悔する。今更遅いけど。

			　逃げようか視線を巡らすと、更に２人の男の人が私の進路を塞ぐように近寄ってきていた。明らかに私が目当てのようだ。だって私から視線を外さないもの。

			「大人しくしていれば何もしない。お前の男絡みの件だ。ついてきてもらおう」

			　私の男、って、もしかして裕哉のこと？　いやまだそこまでいってないんだけど、いや、それは今は置いておいて、裕哉に何かあったの？

			　いつの間にか私の周囲をぐるりと男達が囲んでいた。逃げ道がない。どうしよう。

			「女(おな)子(ご)の誘い方としてはあまりになっておらぬな。情けないのう」

			　最初に声をかけてきた男の人の向こう側から投げかけられた声に、私は思わず叫ぶ。

			「レイリアさん！」

			「アカネよ、無事であったか？　心配せずとも良いぞ。我が来たからの」

			　ごく自然な仕草で男達の横をすり抜けて、レイリアさんが私のすぐ側まで来る。

			「……柏木とかいう奴と一緒に住んでいる外人女か。手間が省けたな。お前も一緒に来てもらおうか」

			　まずい。レイリアさんまで標的になってしまう。といっても、どうしよう。

			「ふむ。我らを招待するというのならば、それ相応の待遇は期待できるのであろうな？　我としては『ぱふぇ』を所望しておる。返答次第ではついていってやろう」

			　あの、レイリアさん？　何を言っているのですか？　しかも言い方がもの凄い上から目線なんだけど？

			「く、くくくく、面白れぇなアンタ。いいぜ？　柏木ってのの態度次第だが丁重に扱うことを約束してやる。それにパフェくれぇならいくらでも用意してやるさ」

			　男の人が笑いを堪えながらレイリアさんに答え、顎をしゃくった。

			「ならば案内するがよい。『ぱふぇ』の約束は違えるでないぞ」

			　どれだけパフェが好きなんですか！　ちょ、ちょっと引っぱらないでください。

			　

			　男達の後についていき、車に乗せられて到着したのは、中心街にあるまだ新しい小綺麗なビルだった。

			　男達に囲まれながらエレベーターに乗り、小さな部屋に通される。

			「ここで待ってな。大人しくしてる限り何もしねぇ。パフェも近くのカフェから届けさせる。何か要望があれば、できる範囲で聞いてやる。が、とりあえずケータイは預からせてもらおう」

			　男がそう言って手を差し出してきたので私は諦めてスマートフォンを渡す。レイリアさんは「そのようなものは持っておらん」と断言。実際、レイリアさんの服装はタンクトップに薄手のシャツ、スキニージーンズといったもので、外から見る限り携帯電話はおろか財布すら持っていなさそうだ。見た感じ隠せる場所もなさそう、いや、胸の谷間とか、ゴメン何でもない。

			　男達が部屋から出て行き、しばらくすると別の人がチョコレートパフェを２つ持ってきた。

			　レイリアさんはそれを見て満面の笑みを浮かべながら早速食べ始めたので、私はようやく疑問をぶつけることにした。

			「レイリアさんは、どうしてあそこに？　それに、なんでついてきちゃったんですか？」

			「どうしてかと問われると、それはアカネを守るためじゃな。主殿は今、少々面倒な相手を捜しておってな。正体がわからぬゆえ、周りの者に累が及ぶかもしれぬと我にアカネの護衛を任せたのじゃ。ついてきた理由は、そうすれば連中の正体もわかろうかと思ってな」

			　は？　護衛？　何をどうすれば私に護衛をつけるとかいう話になるわけ？　というか裕哉、今そんな危ないことしてるの？　それに、レイリアさんって、そんな護衛とかできるくらい強いの？

			　聞いたら逆にわけがわからなくなった。

			「何、心配はいらぬよ。我がいる限りアカネは毛の一筋ほどの傷を負うこともあり得ぬし、直に主殿もここに来よう。……ところでアカネよ。そのぱふぇは食べぬのか？」

			　私は無言で目の前にあったチョコパフェをレイリアさんに差し出した。

			　その後は、落ち着かない気分を紛らわせるためにいろいろ話をしつつ、時間が過ぎるのを待った。

			　１時間ほど経った頃、最初に私に声をかけてきた男が顔を出した。

			「出な。柏木って奴がもうすぐこっちに来るらしい。……ってか、いくつパフェ食えば気が済むんだよ！」

			　私達の腰かけていたソファの前にあるテーブルは、レイリアさんの食べたパフェの空き容器で埋め尽くされていた。

			　食べ終わると即座に追加注文をして、毎回私の分も一緒にくるんだけど、全部レイリアさんに献上した。見ているだけでお腹いっぱいよ。しかもまだ１つ手に持ったままだし。

			　男の先導で入った部屋は広く、机と椅子がいくつかあるだけの空きオフィスって感じの場所だった。そこの中央付近に30歳くらいの男の人が１人、左右の壁に沿うように10人くらいが立っていた。

			「やあ、お嬢さん方、突然の招待で驚かせてしまったかな？　もうすぐ君たちの騎士(ナイト)が到着するようなので、出迎えに加わってもらおうと思ってね」

			　表面上は愛想良く、けどその視線は薄気味悪く男が笑っていった。

			「あ、あなたは誰なんですか？　私達をどうするつもりですか?!」

			「なに、今のところ何もするつもりはありませんよ。貴女方の友人、恋人かな？　どうも彼が私達に対して妙に敵意を持っているようでね。こちらとしては一度対話の席を設けたいと思っていたので、協力して欲しいんですよ」

			「協力、というより、脅迫でしょ。人質にするつもり？」

			　冗談じゃない。私のせいで裕哉が危ない目に遭うくらいなら死んだほうがマシだ。

			　私の言葉を聞いて、男がニヤリと爬(は)虫(ちゆう)類(るい)めいた笑みを浮かべる。

			　私が更に強く拒否の言葉を出そうとした瞬間、部屋の外から人の叫び声のようなものが聞こえ、その直後ドアが開いた。

			　

			　

			　Side　ティア

			　日が少し傾いて、風の温度がほんの少し下がったような気がする。

			　私は暑いのはわりと平気なんだけど、アリアナス王国に比べて蒸し暑いのには慣れるまでちょっと大変だった。

			「でも、学校って大きいんですねぇ。それにそこで学んでいる人も多いみたいですし、お休みの日に学校で『すぽおつ』をしてるのも楽しそうです。ユーヤ様の世界ってやっぱり凄いんですねぇ」

			　仕事とかじゃなく、誰にも強制されていないのに必ずしも必要じゃないことをすることができる。私には想像もしていなかったことです。

			　ウィルテリアスではみんなが生きるために必死で、楽しむなんてことはよほど余裕のある人じゃないとできませんから。

			　といっても、私はユーヤ様から仰せつかったお仕事を頑張らないといけません。

			「キュ、キュウ、キュッ」

			　私の頭の上ではタマちゃんがキョロキョロしながらはしゃいでいます。以前こちらの世界に召喚されたときはあまり見て回ることができなかったらしく、見るものすべてが珍しくて仕方がないのでしょう。
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			　気持ちはとってもよくわかります。私も最初そうでしたし、今でも毎日が発見の連続で楽しくてしょうがありませんから。

			　こちらの世界で暮らすことを許してくださった、ユーヤ様とユーヤ様の御母様には感謝です。

			「あ、終わったみたいですよ。アユミさんが建物から出てきました」

			「キュウ！」

			　私がいるところは、学校から２００メートルほど離れた場所にあるマンションの屋上です。

			　ここからなら学校全体を見通すことができて、正門も裏口もバッチリ監視できます。

			　私がどうしてこうやって学校を見張っているかというと、それはユーヤ様が今、犯罪組織を追っているからです。

			　万が一アユミさんが危害を加えられたりすることのないようにと、私が陰ながら護衛をするという大役を命じられたのです。いえ、命じられたというか、頼まれたのですが、私がユーヤ様の頼みを断るなんてあり得ません。

			　アユミさんが学校の外にいるときは、流石にこんなに離れていたら護衛にならないのですけど、学校内は私は入ることができないですし、近くをウロウロしているわけにもいきません。

			　それに全体が見えないと、侵入者がいても見逃してしまうこともあり得ますので、この場所がちょうど良いのです。

			　さて、アユミさんが校門から出る前に近くまで行っていないといけません。

			　私は屋上から周囲を見回して、誰も見ていないことを確認すると飛び降りました。

			　途中の非常階段の手摺りに手を引っかけて速度を殺すと階段の中へ、それからは一気に階段を駆け下り、１階に着くと、何食わぬ風にマンションを出て学校へ向かいます。

			　結構激しい動きをしましたが、頭の上のタマちゃんは平然としています。でもあまり私の頭に爪を立てないで欲しいです。

			　学校の正門近くまで着いたときに、ちょうどアユミさんが出てきました。けれど、声はかけません。あくまで『陰ながら』護衛するのが今回のお仕事です。

			　アユミさんはお友達と一緒にいるようです。主に話をしているのはお友達のようですが、時折アユミさんも何かを話しかけ、笑ったりしています。

			　普段アユミさんはあまり感情を表に出さないので貴重な笑顔です。最初は嫌われているのかと思って落ち込んだりしたのですが、単に人見知りだと知ってからはできるだけ私のほうから話しかけ、最近になってようやく打ち解けてきたような気がします。

			　いろいろなことを知っていて、ほんの時たま見せてくれる笑顔とか、照れて赤くなったりするところとか、拗ねて膨れたりするところなんかはとても可愛らしいです。失礼ながら私にも妹ができたみたいで毎日嬉しくてたまりません。

			　学校から10分ほど歩いて、交差点のところでお友達と別れるようです。

			　お友達は左へ、アユミさんは真っ直ぐ歩いていきます。このまま進めばお家に到着するのですが、どうやら今日はそうもいかないようですね。

			　まだ視界には入ってきていませんが、この先の路地から近づいてくる複数の気配を感じます。それもあまり良い感じのものではありません。これはユーヤ様の敵と認定して良いでしょう。

			　私は自分の気配を殺したまま、アユミさんにすぐに駆けつけられる位置まで近づきます。

			　そして、アユミさんがその路地に差し掛かったとき、男達がアユミさんの前に立ちはだかりました。そうなると、ミッション開始です。

			「柏木さんだね？　ちょっとお兄さんが大変なんだ。すぐ近くだから一緒に、うげぇ」

			「……ティアさん？」

			「アユミさん、大丈夫ですか？」

			「う、うん、大丈夫、だけど」

			　アユミさんに男が声をかけてきたのを問答無用で蹴り飛ばしました。

			「な、なんだテメェ！」

			　残りの男達、ひい、ふう、みい、えっと、５人。

			「アユミさん、ちょっとだけ後ろにいてください。今片付けますから」

			「……えっと、この人達は？」

			　う～、ユーヤ様がしていることは御家族に内緒なので、えっと、

			「この人達は『ぜんか16ぱん』の痴漢で、んと、そう、『ろりこん』です！　アユミさんみたいな女の子を見ると見境なく襲ってきますので危険です」

			「変態だ」

			「そう！　変態です」

			「だ、誰が変態だ！　ふざけやがって！　大人しく来やがれ！　ギャッ」

			　掴みかかってきた男の手を上に跳ね上げて股間を蹴り上げます。そして動きを止めずにその隣の男の懐に飛び込んで拳を脇腹に打ち込みます。２人ともその場に崩れ落ちてピクピクしてますが、死んでいないようなので良いでしょう。

			　ユーヤ様からはこっちの世界では人を殺してはいけないと、強く言われているので注意が必要です。どうもこっちの人達はもの凄く脆いそうなので、力加減にすごく気を使いますね。

			「な、なんだよコイツ、こんなん聞いてねぇよ！」

			「に、逃げるぞ！」

			　残った３人が一斉に踵を返します。逃げるようですが、そうはいきません。

			「タマちゃん！　お願い！」

			「キュッ、キュイ～！」

			　タマちゃんが一際大きく鳴くと、タマちゃんの身体から薄く広く魔力が広がっていきます。そしてどこからともなく鳥さんが集まってきました。

			「な、なんだ、鳥が？　う、うわぁぁ！」

			「痛！　クソッ！　どうなって、痛ぇ！」

			　真っ黒なのとか、鳩さんとかが一斉に男達に襲いかかっています。嘴(くちばし)で突っついたり、爪で引っ掻いたり、あ、糞もひっかけてます。ちょっと、いえ、結構汚いです。

			　この間、テレビのＮ○Ｋでやっていた映画のシーンみたい。確か、ユーヤ様がヒッ○コックとか言ってましたっけ。あ、う○こはしていなかったですけど。

			　足止めしているうちに追いついて捕まえるつもりでしたが、触りたくないです。なので、股間を蹴り飛ばしておしまいにしてしまいましょう。

			「ふう、よし終わりました」

			　男達は蹲ったり白目を剥いたりしていますが、これはこのまま放置しておいて良いですかね。捕まえろとか言われていないので良いのだと思いましょう。

			　とりあえず、アユミさんを連れてこの場から離れることにします。

			「アユミさん、人が来ると面倒なのでとにかく帰りましょうか」

			「あ、う、うん」

			　私が促すとアユミさんは素直についてきてくれました。今考えると誰にも見られていなくて良かったです。

			「えっと、ティア、さん？」

			「はい？」

			「ティアさんって、いったい何者なの？　それにその頭に乗ってるアルマジロは？　さっきの鳥だって！」

			　矢継ぎ早に質問をぶつけられました。

			　困りました。そういえば私の役目はアユミさんを『陰ながら』護衛することなのです。なのにアユミさんの目の前で思いっきり暴れてました。それにタマちゃんも能力(ちから)を使ってましたし、どうやって誤魔化したら良いんでしょう。誰か助けてください。

			　

			　

			　Side　裕哉

			　自宅まで戻った俺は再びバイクに跨り、すぐに発進させる。

			　茜の持っている俺特製の魔法付与ネックレスと影狼のお陰で場所はわかっている。

			　市の中心街にあるビルの中。ここからそれほど離れていない。なので十数分で到着した。

			　ビルの入口近くでバイクを降り、誰も見ていないことを確認してアイテムボックスに仕舞う。

			　悪戯されたくないし、状況によっては茜を連れて『転移』してでも離脱するかもしれないしな。まぁ、ないとは思うが。

			　見た目は真新しいオフィスビル。12階建てで、７階から上はすべて同じ会社名となっている。

			　魔法で探査した結果、どうやら茜達がいるのは12階らしい。麻薬なんて非合法なもん売買しているクセに、随分と派手に会社運営しているようだ。

			　正面入口から中に入る。６階までは一般の会社が入っているようだけど、連中と繋がりがあるのかどうかはわからないな。

			　さて、どうやって12階まで行くかだが、エレベーターを使えば早いのは確かだけど、セオリーに基づいて階段で上がることにする。

			　体力的には何てことないが、非常に面倒臭い。というわけで、誰も見ていないのをいいことに一飛びで階段を駆け上がる。12階まで30歩ちょい。およそ十数秒で到着した。ギネスにでも登録申請したくなるね。やらないけど。

			　12階のフロアに繋がる扉の前で気配を探る。

			　扉の向こう側に２人、エレベーター前に４人。それと、どうもこのフロアは１部屋だけが広くとられているようで、手前に２つ小さめの部屋がある。そして広い部屋の奥にもまた小さな部屋が２つある。

			　茜は大きな部屋の中央手前付近にいるようだ。それともう１つよく知った気配。やっぱり一緒に来ていたか、何やってんだか。

			　とはいえ、状況から判断する限り、この階にいる連中は全員関係者ってことで良いんだよな？

			　茜達の奥側に５人。小さな部屋に８人ずつ。結構集めたもんだね。

			　たった１人にどれだけ警戒してるんだか。

			　俺は構わず扉を開けてフロアに入る。

			「こんちわ～！　出張マッサージで～す♪」

			「ああ？　誰だテメーは！」

			　適当なことを言いながら入ってきた俺に、見張りの２人が訝しげに誰何する。

			　面倒なのでそれには答えず、『雷撃』を叩き込んで悶絶させる。

			「ウガァッ！」

			　２人揃って短く呻くと、倒れて動かなくなる。心配すんな。峰打ちだ。

			　そのまま歩を進めるとエレベーターの前にいた４人も俺に気がついたようだ。

			　俺はそれを無視して一番大きな部屋のドアを開き、中に入った。

			　だって、どうせ中にもいっぱいいるのに個別に相手するの時間の無駄じゃん。

			　部屋の中を見渡すと数個のデスクと会議用っぽい机、椅子がいくつか置いてあるだけのガランとした光景が目に入る。

			　広さは30畳以上あるかね。物は極端に少なく、まるで入居前の事務所みたいだ。

			　茜は扉から少し中央、なんだか高級そうなスーツを着た男の前に立っていた。その隣にいるのはレイリアだ。

			「裕哉!!」

			　ドアの音で振り返った茜が驚いたように叫ぶ。

			　茜は買い物でもしていたのだろうか、夏らしいノースリーブのワンピースに踵の低いパンプス姿、手にはちょっと大きめの紙袋を持っている。そして、憂いを含んだその表情が実に美味しそ……ゲフンゲフン。と、とりあえず元気そうで安心した。

			　んで、レイリアといえば、手に持ってるのは、パフェかよ！

			　まさかとは思うが、パフェにつられてついてきたんじゃないだろうな。

			「主殿、早かったではないか。もっとゆっくりでも構わなかったのだが」

			　パフェが食えるからだな。とにかく相手をするのは後だ、後。

			「茜は大丈夫か？」

			「う、うん、レイリアさんもいたし、特に何もされてない」

			　とりあえず茜の無事な姿を確認したので安心だ。

			「よく来てくれたね。予想よりも早い到着に驚いたよ」

			　ガン無視されたのに焦れたのか、男の声が会話に割り込んできた。

			　声のしたほうを見ると、20代後半くらいの男が大仰な仕草で笑いかけてきていた。もっとも目はまったく笑っておらず、むしろ苛立ちが隠しきれていない。

			　まったく！　どうせ悪党するのなら異世界(むこう)の貴族共を少しは見習ったほうが良い。あいつら目でまで嘘をついて人を陥れようとするぞ。

			「なに、折角の御招待なんでちょっと早めに到着するのが礼儀かと思ってね。アンタがさっき電話してきた人かい？」

			「それはそれは、ありがとうございます。はじめまして、ですね。私は新(しん)城(じよう)と申します。落ち着いて話ができそうな方で安心しました。ところで、迎えにやった者はどうしたんです？　一緒には来ていないようですが」

			「ん？　過重労働みたいでな。公園で居眠りしてたぞ？」

			　俺の人を食ったような返答に男の頬がわずかにヒクつく。

			「そうですか。それは失礼しました。それでは早速本題に入りたいのですが、よろしいですか？」

			「それは良いが手短に頼むよ。早めに帰ってガッ○ャマンの再放送見なきゃいけないんだ」

			　俺の完全に虚(こ)仮(け)にした態度に男の顔が怒りに歪む。

			　お？　キレるか？

			「…………ふぅー。いいでしょう。では単刀直入に言いましょう。このところ貴方がしている我々のビジネスに対する妨害行為を止めてもらいたいんですよ」

			　おお！　何とか堪えた！

			「ビジネス、ねぇ」

			「その代わりと言ってはなんですが、貴方はそれなりに腕が立つようです。なので今後は是非我々の協力者となっていただきたい。要するにスカウト、ですね」

			「…………」

			「勧誘するにあたり貴方のことはいろいろと調べさせていただきました。相応の報酬はご用意できると思いますよ」

			　要するに友人や家族のことは調べてある、危害を加えないって『報酬』を与えてやるから言うことを聞けってか。

			「悪いけど自分の本名も名乗れない奴を信用できるわけないだろ？　〝村(むら)田(た)信(しん)介(すけ)〟さん？　島根県出身の31歳だっけ？」

			「!!」

			　新城改め村田の顔が驚愕に引きつる。

			　自分だけが相手の情報を持っていることで相当な優位にあると思い込んでいたのだろう。まさか部下にも明かしていない本名や出身地まで、知られているとは思ってなかったに違いない。

			　まぁ、種明かしすれば奴を『鑑定』しただけなんだけどね。

			　さっきようやく存在を知ったのに調べる時間なんかあるわけないじゃん。

			「キサマどうやって」

			「お～い。言葉遣いが素に戻ってるぞ～」

			　更に煽ってみる。

			「調べたのか？」

			　その問いに答えずにいると、村田は指を鳴らす。

			　すると奥の小部屋からぞろぞろと男達が出てきた。

			　どうやらこれで全員らしい。

			　それにしてもこういうのってよくドラマやアニメで見るシーンだけど、呼ばれるほうってドアの向こうでひたすら耳を澄ませてるのかね？

			　それって、相当間抜けな絵面だと思うんだけど、そこまでする意味ってあるんだろうか。

			「俺達に逆らってただで済むと思ってるのか？」

			　人数が増えたことで多少は余裕を取り戻し、必死に平静を装いつつ横にいた別の男に目配せをする村田。それを受けて両側から茜達を囲もうと男達が動き出す。

			「おっと、動かないでもらおう」

			　動こうとした俺を村田は腰の後ろから拳銃を取り出して牽制する。

			　茜達の側に移動した男達も懐から拳銃を取り出した。

			　こいつら本当にヤクザっぽいな。麻薬もそうだが拳銃なんてどうやって手に入れてるんだか。

			「っ！」

			　驚いて立ち尽くしている茜の影から、突然黒い何かが伸びて１人の男の股間に食らいつく。そしてそのまま持ち上げた。

			　影狼だ。多分だけど、男の足に食らいつこうとして目測を誤ったんだろうな。

			　影狼本人も微妙に嫌そうな顔をしている。

			「そんなバッチイもの咥えちゃいけません！　ペイッしなさい！」

			　叫び声を上げてもがく男は無視して影狼に命じる。

			　影狼はすぐさま男を投げ捨てるが、牙が引っかかったのか男の股間部分が破れて、そこだけ露出してしまった。股間と尻を丸出しにしてピクピク悶えてる。

			「な？　なな……なんだよソレ……」

			　村田＆その他大勢は呆然と影狼を見る。

			　まぁ、いきなり床から体高２メートル近い巨大な獣が出てくれば驚くよな。

			「ほれ、呆けておる場合じゃなかろう？」

			　レイリアがそう言いながら、手近にいた男の顔面を鷲掴みして小部屋から出てきた男達の中心に投げつける。俺の脳内にボーリング場の音が鳴り響く。パッカーン。

			　俺はその間に茜の側にいく。途中邪魔な位置にいて呆然と影狼とレイリアを見ている男の股間を、背後から蹴り飛ばすのを忘れずに。

			「茜、大丈夫か？」

			「ふぇ?!」

			　一緒になって呆然としていた茜に声をかける。

			　俺の顔を間近で見て今の状況を理解したのか茜は俺の身体に抱きつく。

			「裕哉！」

			「お、おう、大丈夫か？」

			　薄着なんだからそんなに密着しないでくれ。ドキドキしちゃうじゃないか。

			　茜の柔らかい感触を（どことは言わないが）惜しみつつ肩を掴んで引き離す。

			　ちょっと不服そうな茜の頭をポンポンと軽く撫でるように叩きながら未だに固まっている男達に視線を向ける。いつまで呆けてるんだか。たかが２メートル超えの狼と片手で男を数メートル投げ飛ばす美女くらいで。
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			　俺の視線を受けて村田が我に返ったらしい。

			「お、お前、いったい何者だ」

			「ん？　俺のこと調べたんじゃなかったのか？」

			　俺の挑発的な返答に村田以下男達の表情が引きつる。けど流石に影狼とレイリアを見てかかってくるだけの度胸はないらしい。

			「こ、こっちには拳銃もある。そのでかい犬がいてもどうにもならないぞ！　化け物女も下がれ！」

			　大人数で囲っていることを思い出したのか、村田が拳銃を構えて恫(どう)喝(かつ)する。周囲の男達もそれぞれ武器を取り出し、俺達と距離を置くように少しずつ広がった。

			「化け物女とは随分と失礼じゃな」

			　レイリアがぶつくさと文句を言っているが、俺としてはさっさと終わらせたい。

			　なので魔力を練り、魔法陣を描く。そして魔法名を唱えた。

			「Paradise of Baldheads」

			　俺の発した言葉に何かあると感じたのか、男達が一斉に動き出し、そして盛大にひっくり返った。

			「な?!　うわ!!」

			　村田を含めた動かなかった奴らも、倒れた男達に驚いた拍子に身体をそれぞれ動かし、そして残らずひっくり返る。

			　倒れた全員が何とか身体を起こそうとするが、それもできずにただ床にへばり付く。

			　それどころか倒れた勢いでそのまま床を滑り出し、何かにぶつかってはピンボールのように滑っていく。まるでスケートリンクかカーリングのようだが、それの数倍は滑ってるな。

			　もちろんこれは俺の魔法の効果だ。

			　オリジナル広域支援魔法『Paradise of Baldheads(ハゲ頭達の楽園)』。

			　相手を直接攻撃するのではなく、指定した範囲の地面から上数センチの摩擦を限りなくゼロに近づけ、相手の戦闘能力を奪うことを目的とした魔法だ。

			　あまり普段は意識することはないが、すべての物質には摩擦という力が働いている。それが低くなるとその物質は滑りやすくなる。氷の上や鉄板の上に油を撒いた状態がわかりやすい。

			　そして摩擦がなければ人は立ち上がることはおろか、姿勢を維持することもできなくなる。わずか数グラムでもバランスがずれると、ひっくり返り二度と身体を起こせない。身体を起こすためには一部分でも身体を固定しなければならないが、その固定すること自体が摩擦がないと不可能なのだ。

			　また構造物はその形を維持できなくなる。接着剤やネジ、釘は摩擦があってはじめて物を固定することができるのだし、摩擦が利用されていない構造物は存在しない。そもそも分子同士の結合すら摩擦の主因であるクーロン力が働いた結果なのだから。

			　なのでもし摩擦力を完全にゼロにすると、すべての物は形を維持できなくなる。

			　流石に俺の魔法はそこまでではなく、生きているものや結合が極端に強いもの（熱や高い圧力で形成されたものなど）には効果がない。

			　しかし今、床に落ちた拳銃なんかはネジや接着が意味を成さず少しでも動かせばバラバラになってしまうし、異世界(むこう)で使用されている弓やクロスボウ、防具や盾も同様である。

			　もっとも、そもそも摩擦がないので落ちたものを掴むこと自体できないが。

			　元々この魔法は意志に反して戦争に参加させられた敵を殺すことなく無力化することを目的に、レイリアや自称天才魔術師ウィスパーの協力で創ることができた。俺の魔法知識じゃ逆立ちしても無理だし。

			　いや～、大変だった。なにせ魔法優位で科学の発展が遅れている異世界人に、摩擦の概念やクーロン力を理解してもらうのに多大な労力がいったのだ。

			　それでも苦労の甲斐あって、発動までに少し時間がかかることと消費魔力が多いこと、無(む)詠(えい)唱(しよう)では発動させられない等の欠点はあるものの大旨満足のいく魔法になった。

			　名前に関しては周りに呆れられたが。わかりやすく、かつ厨二病的じゃない名前でしょ？

			　そしてこの魔法には副次的な効果が。

			　おっと、その前に。

			「レイリア、茜を連れて先に帰っててくれ。俺は後片付けをしていくから」

			「ちょ、ちょっと待って！　いったいこれはどういうことなの？　その大っきなワンちゃんとか、レイリアさんも！　あの力とか！」

			「い、いや、茜、落ち着いて」

			「落ち着いていられるわけないじゃない！　なんで裕哉があんなことできるのよ！」

			「さ、さぁ。俺も何がどうなってるのやら」

			「誤魔化すなぁ!!　ちょっと前からおかしいとは思ってたのよ。きっちりかっちり説明してもらうわよ!!」

			　茜が俺の胸ぐらを掴んで強い力で揺さぶる。

			　どうしようか。相手の出方もアレだったから、ちょっと遠慮なしにやりすぎた。ってか、最後の魔法は完全に余計だったし。あの一瞬、完全にそのことが頭から抜けてたよ。

			　そもそも影狼出した時点でアウトだった。部屋に入った瞬間にさっさと殲滅しておくべきだったか。もっともそれをしてもこうなった気がするが。

			「主殿、もう良いのではないか？　どのみち話さねばアカネも納得すまい」

			　確かにそうかもしれないが、レイリア達のことはともかく、俺にも話したくない、というか、茜に知られたくないこともあるんだよな。

			「ちゃんと説明して！　何も知らないで守られたり、裕哉が変なことに巻き込まれたりするのは嫌なの！　何を聞いても私は大丈夫だから、お願い!!」

			　茜が真剣に、というよりもすがるように俺を見つめる。

			「はぁぁ、わかったよ。ちゃんと説明する。ただ、今すぐってわけにはいかないから、レイリアと一緒に先に帰っててくれ。一応聞くけど、バイクは？」

			「今日は乗ってない。ここには車で連れてこられたけど、場所はわかるから大丈夫よ。それより、帰ったら必ず説明するって約束して」

			「約束するって。んじゃ、レイリア、頼む。影狼はまた茜の影に戻ってくれ」

			　レイリアが頷き、影狼が再び床に吸い込まれるように消えてから、心配そうな表情を浮かべたままの茜を部屋から送り出す。

			　はぁ、仕方がないとはいえ、軽率だったな。帰ってからの説明を考えると頭が痛い。

			　愚痴っていてもしょうがない。今はこっちを片付けよう。そう考えて相変わらず床に這いつくばってもがいている男達に視線を戻す。

			　予想通り、そこはとんでもなく酷い惨状が繰り広げられていた。

			　なにせ着ている服がほとんどボロボロになっており、中には全裸の奴までいる。

			　この魔法で摩擦力をなくすと、ごく一部の素材を除き、服や靴なんかはなくなっちゃうんだよな。

			　何故なら衣服を構成している布ってのは天然・合成問わず摩擦を最大限利用した糸でできている。つまり細かな繊維を縒(よ)り合わせて糸にするときに摩擦があるからこそ解(ほぐ)れることなく作れるのであって、もし摩擦がなくなればすぐにでもただの細かな繊維に戻ってしまう。

			　しかも戻った繊維は最早固まることなくバラバラとなり、シルク等の一部を除き数センチ～十数センチ程度の繊維が残るだけとなってしまうのだ（シルクってのは蚕(かいこ)が自分の中にある液体を糸状にして取り出すので繭(まゆ)１つ分が１本の繊維となっている）。革製品も素材そのものは魔法の影響を受けないが、革同士を縫い合わせているのは糸なのでこれも同じだ。

			　よって、動いて床に付いてしまった場所の布は、まるで溶けるように解れてなくなってしまうというわけ。

			　つくづく茜を先に帰らせて良かったと思う。こんな汚いものは見せられん。

			　俺はそろそろ頃合いだろうと魔法を解除して摩擦を回復させた。

			　そして代わりにこのフロアに『結界』と『遮音障壁』を展開する。

			　何人かがそろそろと身体を起こすが、大部分がそのまま床に突っ伏したままだ。

			「さて」

			　俺が一言発すると一斉に視線が集中する。どの顔も得体の知れないものを見るような恐怖の表情を浮かべている。

			　視線を気にすることもなく近づく。村田は息を切らせながらも何とか身体を起こして俺を精一杯睨み付けてきた。

			　もっとも他の奴らと同様、恐怖心が表情に出ているので大して意味がない。

			　それでも俺が近づいても取り乱したりしないのは、流石にチンピラを束ねているだけはあるのだろう。まったく見習いたくないが。

			　あの高そうなスーツは見るも無惨、わずかに上半身の半分程度に引っかかってるだけになってしまっていた。下半身はベルト以外丸出しである。ある意味全裸よりも情けない格好だ。

			「お前はいったい何者なんだ。俺達に何をした！」

			「あんたらが調べた通り、ただの大学生だよ。もっとも多少他の奴よりもいろいろなことができるのは確かだけどな」

			「何が目的だ」

			「ん？　特に目的ってのはないんだけどな。ただうちの大学や俺の住んでる街に碌でもないクスリばらまいた落とし前っての？　付けてもらおうと思って。とりあえず知ってることを残らず喋ってもらおうかね」

			　俺の言葉に憎々しげな目を向ける。

			「喋るとでも？」

			「その辺は自由意志に任せるよ。ただし、全部喋るまで俺の好きにさせてもらうけどな」

			「クソッ！　死ねぇ!!」

			　後ろから正気を取り戻したらしい奴がナイフを突き出してくる。

			　声をかけながら襲いかかるとか、バカじゃないのか？

			　動きを把握していた俺は振り向きざまナイフを指で摘むとソイツの腹を蹴り上げる。当然治癒魔法は忘れない。

			　俺の手の中にナイフを残したまま男は天井に激突してからそのまま床に落ち、動かなくなる。いや、死んでないよ。

			　床に激突する男を尻目に（いや尻丸出しだけどそっちは見たくない）男達を睥睨する。どうやら今のを見て最後の抵抗の気力も尽きたようだ。

			　さて、んじゃま情報提供をお願いしますか。

			　俺は一番詳しいであろう村田に近づきつつ、奪ったナイフをカッターナイフのようにペキンペキンと折る。そんな姿に必死に這いずり回って距離を置く男達。

			　唯一村田だけはプライドからか、その場を動かない。

			「んじゃさくっと話してくれるか？　オタクらの組織と麻薬の入手法、関係のある犯罪組織その他この街の裏側に関すること一通り、な？」

			「…………」

			　村田はそっぽを向いて話そうとしない。

			　実に良い感じだね。

			　散々手間をかけさせられて、あっさり告白されるのも面白くないからな。

			　今、俺の顔はとてもあくどそうな表情をしているだろう。

			「さっき言ったように黙秘するのも良いけど、結構大変だと思うよ～」

			　俺はそう言いながら村田のむき出しになったＭＵＳＵＫＯさんを踏みつぶした。

			　フロアに絶叫が響き渡る。そしてその絶叫は１時間ほど続くのであった。

			　

			　尋問を終えてバイクで帰宅する。

			　ガレージにバイクを入れて門を開け玄関まで。足取りは非常に重い。

			「……ただいまぁ」

			　できるだけ静かに玄関を開けて、コソッと中に入り、小声でただいま。浮気がバレた旦那か？

			　帰ってくるのがすっかり遅くなったから、諦めて茜が帰っていることを期待したが……いるね。靴あるし。

			　もう９時過ぎなんだけどなぁ。え？　時間がおかしい？　いや、ちょっと尋問に手間取ったり、途中でコンビニ寄ってたり、し、仕方ないじゃん？　悪あがきじゃないよ？

			　しょうがない。諦めよう。

			　そう思いつつ、それでも何となく足音を忍ばせながらリビングへ。

			　開けようかどうしようか、躊(ちゆう)躇(ちよ)していると唐突に扉が開かれてしまう。

			「主殿、何をやっておるのじゃ？」

			　レイリアが呆れたような視線を向けながら言う。

			　ちょ、ちょっと心の準備をさせてくれよ。

			「い、いや、なんでもない」

			　文句を言うわけにもいかずに諦めてリビングに入る。

			　ソファーには茜と亜由美。ダイニングにメルが座っている。

			　ティアは、何故か気まずそうに上目遣いで俺を見ていた。

			「裕哉、大丈夫？　怪我とかしてない？」

			　俺が入ると茜は立ち上がって駆け寄ってきた。

			「だ、大丈夫。なんともないから」

			　しばし観察するかのように俺の全身を見て、茜は大きく息を吐いた。

			　いろいろと聞きたいこともあるだろうに、まず俺の心配をするのが茜の良いところだ。

			　もう１人の亜由美はというと、俺をジト目で睨んでいる。その膝の上には、タマ？　え？

			「あ、あの、ユーヤ様、その、アユミさんに見られてしまいました」

			　ティアの言葉で先ほどの態度の理由がわかった。ティアに預けていたタマが亜由美に抱っこされてる理由も。

			「で？　説明、してくれるんだよね？」

			「納得のいく説明を求める」

			　はぁ～。腹を括るか。

		

	
		
			閑話　王宮侍女の考察

			　

			「……ということで、準備のほうは問題ございません。ただ、やはり出席はユーヤ様と縁の深い方(かた)に絞るべきかと」

			　私はアリアナス王国の王妃であらせられるレフィーア陛下へ、晩餐会の準備状況を報告しています。

			　つい先日、ユーヤ様が『転移の宝玉』というものを女神様より賜り、自由にこちらの世界とユーヤ様の世界を往き来できるようになったそうです。そしてそれを使うために一度元の世界に戻られたのですが、その直後、今度は御母君を伴って現れました。

			　なんでも、その宝玉を使うと、それぞれの場所に時間経過なく戻ることができるのだとか。わけがわかりません。

			　そしてその御母君に事情を説明するためにこちらの世界を見せることになったとか。

			　そこで、その報告を受けた両陛下との謁見はすぐに行われたものの、あまりゆっくりと話すこともできず、改めて晩餐の席を設けることになったのです。

			「そう、わかりました。ユーヤ殿の母君をお招きするのですから当然でしょうね。とはいえ、レオンが出るのは難しいですし、レッグとランス卿も同様です。そうなると、随分とこぢんまりとしたものになりそうね」

			　殿下とレッグ副騎士団長、皇国のランス卿はフリステルにおられますし、数日以内に帝国へ向かわれる予定ですからやむを得ませんね。

			　そうそう、メルスリア殿下付きの侍女である私が、何故ユーヤ様関連の対応をレフィーア様に報告しているのかというと、殿下は今、ユーヤ様の御母君を連れてレイリア様やティアさんと共に大陸中を案内して回っているからです。

			　それもあと数日で終わるようなので、王都にお帰りになられ次第、晩餐会を行うので、その準備は私が中心になって行っているのです。

			「報告は以上かしら？　なら久し振りにエリスの淹(い)れてくれた紅茶が飲みたいわ。淹れてくれるかしら。エリスの分もよ」

			　レフィーア様のご要望にお応えして、部屋の一角に置いてあるティーセットを並べ、水差しからケトルに清水を移し、加熱の魔法具で湯を沸かします。

			　その間にティーポットに入れる茶葉を選びましょう。いつもながら流石に王妃様の私室ともなると良い茶葉が準備されていますね。

			　魔物達の動きが活発になって５年以上経ち、茶葉や煙草(たばこ)、香木などの嗜(し)好(こう)品(ひん)はなかなか入手できなくなってしまいました。といっても価格が高騰しているというわけではなく、逆に嗜好品を楽しむ余裕がなくなり、需要自体が減ったので生産者が少なくなってしまったのが原因なのですが。

			　なので余裕のある者が嗜好品を購入することは生産者を保護する意味もあるので、王国でも王族や貴族が茶葉や香木などを買い取り、臣下に振舞ったりしているのですけど。

			　世界の脅威が去った今、復興が進めば再び嗜好品の流通も元に戻るでしょう。

			「お待たせしました」

			　私はレフィーア様の前に華やかな香気のする紅茶を置き一礼すると、向かい側の席にもう１つカップを置いて席に座りました。

			　レフィーア様がこのようにお茶に誘うのは、ここからは私的な話をしようという合図。

			　さて、今回はどのようなお話なのでしょうか。

			「エリスはユーヤ殿が『転移の宝玉』を入手された経緯を聞いているのかしら？」

			「いえ、女神様から賜ったことと、一対になった宝玉のそれぞれの場所を時間も空間も超えて繋ぐことができるということはお聞きしましたが」

			　ユーヤ様が帝国よりお戻りになられてからゆっくり話をする時間がありませんでしたので、宝玉の件は人づてに聞いただけですね。

			「では、ヴァリエニス様がユーヤ殿に宝玉を賜った理由も知らないのですね」

			「理由、でございますか？」

			「ええ、以前レイリア殿が聖剣を返却するために来られた際、召喚魔法で異世界に行けたのはヴァリエニス様の思惑があるようだと言っておられましたが、宝玉も同じ目的のようです」

			　あの『ぱふぇ』なる食べ物をいただいたときのことですね。あれは実に美味しいデザートでございました。殿下には太るからといってかすめ取ろうとしたのですが、阻止されてしまったのが残念でなりません。

			「ヴァリエニス様はユーヤ殿の血筋をこの世界に残したいと考えておられるようです。異世界の血を引く者ならば早い段階で穢(けが)れを祓(はら)うことができるからだそうですが、より確実にその血を維持するためにユーヤ殿に数十人ほどの子を生して欲しいと言っていたとか」

			　なんて素晴らしいことでしょう。それだけの人数となれば１人２人では無理ですから、当然他にも、少なくとも数人は側室を持たなければなりません。そうなると……チャンスが増えますね。

			「ただ、ユーヤ殿は当面異世界での生活を主として、こちらではあまり過ごすつもりがないようなのです。ユーヤ殿自身も言っていましたが、大きな功績を挙げた『勇者』の称号を持つ者が王家とは別に存在していれば、それを利用しようとする輩も出て国が乱れかねないとの考えもあるのでしょうね」

			　確かに、ユーヤ様は妙に権力を忌(き)避(ひ)している様子でした。今回の功績でも陛下から侯爵への叙(じよ)爵(しやく)（正確にはユーヤ様は子爵の法衣貴族と同等の待遇と卿の称号はお持ちですので陞(しよう)爵(しやく)というべきですが）を固辞されています。

			　ユーヤ様の世界では貴族というのはほとんどいないらしく、過去の歴史や創作の世界から貴族というものにあまり良いイメージは持たれていないそうです。

			　この国でも割合は少なかったものの、権力を振りかざし平民や異民族を見下すような貴族もいましたので、その気持ちも理解できるような気がしますね。

			　もっとも、今ではそのような愚物は戦乱の中で自然と淘(とう)汰(た)されてしまいましたから、ほとんど残っておりません。そういった貴族は部下や領民に対しても同じような態度ですから、国が厳しい状況になれば真っ先に部下や領民が離散し見捨てられてしまいますし、貴族の義務として戦場に赴けば何故か後方からの流れ矢に当たったり、偶然にも乱戦の際に周囲から護衛の兵が少なくなったりして、事故死や戦死することが多いようです。実に不思議ですね。

			　お陰で無駄に代々続く名ばかり名門貴族なども随分少なくなり、風通しが良くなりました。

			　戦乱の数少ない功績ですね。とはいえ、私はそのような貴族を揶揄(からか)って遊ぶのが密かな楽しみだったので少し残念ではありますが。

			「私としてはユーヤ殿の功に十分に報いるためにもこの国に留まってもらいたいと考えていますし、まだ世界が安定していると言い難い状況で勇者が王国にいるというだけで人心の安定や良からぬことを企む者への抑止となるでしょう」

			　レフィーア様の仰ることはもっともだとは思いますが、ユーヤ様はかなりのお人好しである反面、人の思惑に乗るのを嫌がっておられるようです。女神様に対してすら『クソ女神』とか言ってましたし。神罰が怖くないのでしょうか。

			「そこで本題なのですが」

			　そうレフィーア様が意味ありげに微笑みました。何やら実に楽しそうな予感がします。

			「ユーヤ殿が異世界へ戻られるときにメルを一緒に連れていってもらおうと思っています」

			「それは……良いですね」

			　メルスリア殿下にも王族としての執務はありますが、異世界での時間経過を無視できるなら問題はありません。

			　それに先ほどのユーヤ様の懸念も、王族の一員となれば他者の思惑も大部分が排除できます。むろん、王族としての務めや煩わしさは増えるでしょうが、ユーヤ様が権力を求めず、王太子殿下と感情的な対立がない限り、大半の問題は王家が前面に出て解決できますからね。

			「肝心のメルの気持ちですが、このところの様子を見ると問題なさそうですしね」

			　それはまったく、塵ほども問題ないですね。自覚されたのは最近のようですが、旅に出る前から殿下のユーヤ様に対する気持ちはバレバレでしたから。

			　私はてっきり２年間も共に旅を続けていたのだから、すぐにでも深い仲になって子供の１人や２人つくるものだとばかり思っていましたよ。

			　まったく、あれほど牝(めす)の匂いをプンプンさせている殿下を側に置きながら手を出さないとは。もしかしてあの方は衆道の気でもあるのでしょうか。……いえ、私の胸やお尻に向ける熱い視線を考えると、ソレはありませんね。単なるヘタレでしょう。

			「ユーヤ殿の気持ちですが、エリスはどう思いますか？　メルは受け入れられるでしょうか」

			　レフィーア様の質問に私は少し考えます。

			「異世界の男性がすべてそうなのかはわかりませんが、ユーヤ様はあまり女性に対して積極的ではないようです。それと、殿下からお聞きしたのですが、異世界に想い人がおられるようだとか。そちらでは一夫一妻が基本で複数の女性と関係を持つことはあまりないそうなので、それも関係しているのかもしれません。ただ、殿下の容姿はユーヤ様の好みに合致しているようではあります。胸を除いて」

			「……胸は……今後に期待しましょう」

			　期待、できるのでしょうか？

			「そうなると、その想い人なる方に側室、あるいは現地妻、ですか？　を容認してもらわないといけませんね。一度こちらにお招きしてお話ししてみたいのですが、それとは別に、ティアを共に行かせたらどうでしょう」

			　それならば何とかなるような気がしますね。

			　ティアさんはユーヤ様に対する気持ちを隠そうとしませんし、もともと獣人族はそういったことに積極的です。

			　まして、ティアさんは誰に対しても距離を感じさせない雰囲気を持っていますので、うまくいけば、その想い人を誘導できるかもしれませんし、そうでなくても獣人族の積極性がユーヤ様に感染(うつ)るかもしれないですね。

			　獣人のように積極的に女性に迫るユーヤ様。……そそられますね。

			「レフィーア様、であればユーヤ様の御母君とレイリア様を引き込んだほうがよろしいかと」

			　私がそう言うとレフィーア様は少し考えてから続けます。

			「レイリア殿はおそらくそういったことに寛容かとは思いますが、ユーヤ殿の母君はどうでしょう。まずは誠意を持ってお話しすることが大切ですね」

			　そうですね。御母君が、ユーヤ様を召喚したこの国にどのような感情をお持ちなのかはわかりません。

			　ただ、ユーヤ様と苦楽を共にした殿下やレイリア様、ティアさんにはかなり良い印象をお持ちのようでしたから、女神様のことを含めてしっかりとお話しすればご理解いただけるような気がします。

			「いずれにしても、晩餐会とその後にお会いする機会を作りましょう。あとは、何かあったかしら？」

			「ユーヤ様の王国での生活拠点が必要ではありませんか？　いつまでも王城内の貴賓室では落ち着けないでしょうし、先に屋敷や使用人を用意してしまえば、ユーヤ様の性格からして頭から拒否されることもないかと。無論、信用のおける者が管理しなければなりませんので、不肖、この私が今の職を辞して務めさせていただきます」

			　レフィーア様が私の言葉にジトッとした目を向けました。はて、何故でしょう。

			「貴女は、はぁ……メルが先ですよ。それとあまり強引すぎるのは駄目です」

			　許可をいただきました。

			　そうと決まれば、殿下を焚(た)きつける方法を考えないといけませんね。放っておいたら私がお婆さんになりかねませんから。

			　さて、蜘(く)蛛(も)の糸を張り巡ら、いえ、ユーヤ様に心地よく過ごしてもらうための準備をすすめましょうか。

		

	
		
			月夜乃古狸（つきよのふるだぬき）

			はじめまして、狡賢さは欠片も無い古狸と申します。若い頃はバイクにボクシングにと好き勝手に生きてきて、気がついたらりっぱなオッサンに。そんな親父の作品をお楽しみください。騙されたと思ってもお金は返しません。（二〇一八年六月現在）

			　

			イラストレーション

			吉沢メガネ（よしざわ めがね）

			吉沢メガネです。一月一日にキツネ村に行ってきました、雪の中でキツネたちと戯れるのは最高でした。動物のきつねがすきです、狐耳っ娘もすきです。それはそうと知り合いに橋の下で生まれた人がいます。彼は今日も元気に笑っているので僕も頑張っていこうと思います。吉沢メガネです。（二〇一八年六月現在）
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			発行日：２０１８年６月２日

			著　者：月(つき)夜(よ)乃(の)古(ふる)狸(だぬき)

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Furudanuki Tsukiyono 2018

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『帰還した勇者の後日譚②』（２０１８年６月２日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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